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は
じ
め
に

日
本
経
営
史
の
範
囲
は
ど
の
時
代
か
ら
始
ま
り
、
ど
の
時
代
ま
で
を
対
象

と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
経
営
史
の
学
問
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー

バ
ー
ド
経
営
大
学
院
で
の
グ
ラ
ー
ス
教
授
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
企

業
の
歴
史
を
経
営
史
の
対
象
と
し
て
研
究
し
始
め
て
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
ア
メ
リ
カ
経
済
史
の
中
の
特
殊
分
野
と
し
て
研
究
さ
れ
て
い

た
が
、
経
済
史
か
ら
独
立
す
る
専
門
科
目
と
し
て
自
立
す
る
こ
と
と
な
る
。

日
本
へ
の
経
営
史
の
採
用
と
そ
の
普
及
は
文
部
省
の
学
部
設
置
基
準
の
必

修
科
目
と
し
て
採
用
さ
れ
る
や
、
経
営
学
部
の
新
設
に
不
可
欠
な
科
目
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
全
国
の
経
営
学
部
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
、
日
本
の
大
学
で
も
主
に
経
済
学
部

の
中
で
の
経
済
史
の
出
身
者
が
経
営
史
の
研
究
に
取
り
組
む
の
で
あ
っ
た
。

東
京
大
学
経
済
学
部
の
西
洋
経
済
史
は
大
塚
久
雄
教
授
を
中
心
に
研
究
さ

れ
、
大
塚
史
学
と
呼
ぶ
学
派
を
形
成
し
て
い
た
。

日
本
は
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
太
平
洋
戦
争
、
又
は
大
東
亜
戦
争
の
敗

戦
を
迎
え
、
時
代
の
大
転
換
を
迎
え
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
で
は

昭
和
三
十
五
年
前
後
か
ら
高
度
経
済
成
長
時
代
を
迎
え
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ

世
界
第
二
位
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
を
達
成
し
、
世
界
の
経
済
大
国
の
一
員
と
し
て
の
時

代
に
入
る
。

昭
和
二
十
年
の
敗
戦
か
ら
わ
ず
か
十
五
年
前
後
で
敗
戦
国
か
ら
世
界
第
二

位
の
経
済
大
国
へ
成
長
し
た
こ
と
は
世
界
中
か
ら
⽛
奇
跡
⽜
と
騒
が
れ
、
注

目
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
た
高
度
経
済
成
長
の
原
因
を
分
析
す
る
こ
と
が
初
期
時
代
の
経
営

史
の
課
題
と
な
っ
た
。
二
つ
目
の
課
題
は
明
治
時
代
か
ら
終
戦
の
昭
和
二
十

年
迄
、
戦
前
日
本
資
本
主
義
の
発
達
を
主
導
す
る
財
閥
の
発
達
は
日
本
の
特

異
な
経
営
組
織
と
し
て
注
目
さ
れ
、
経
営
史
の
対
象
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ

る
の
で
あ
っ
た
。
米
川
伸
一
は
世
界
財
閥
の
比
較
史
研
究
に
取
り
組
み
、
独

自
な
経
営
史
分
野
を
切
り
開
こ
う
と
し
た
。

他
方
、
終
戦
か
ら
高
度
経
済
成
長
へ
の
過
程
は
近
代
化
論
と
し
て
学
問
の

研
究
対
象
と
な
り
始
め
た
。
と
り
わ
け
、
大
塚
久
雄
は
ド
イ
ツ
の
マ
ッ
ク

ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
⽛
資
本
主
義
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
⽜
の
文
献
に

依
拠
し
て
、
近
代
化
と
市
民
精
神
の
内
的
関
連
を
産
業
資
本
主
義
の
理
論
的

な
研
究
課
題
と
し
、
日
本
の
近
代
化
を
経
営
史
に
内
包
し
よ
う
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
経
営
史
は
昭
和
三
十
五
年
頃
か
ら
全
国
の
大
学
に

採
用
さ
れ
、
経
営
史
学
会
の
下
に
発
達
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

と
す
る
な
ら
、
本
稿
が
経
営
史
序
説
と
設
定
す
る
の
は
本
来
的
な
経
営
史

の
道
か
ら
外
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
持
つ
人
も
い
る
だ
ろ
う
と

考
え
る
。
日
本
経
営
史
を
明
治
維
新
以
降
か
ら
現
在
迄
に
範
囲
を
限
定
す
る

と
、
日
本
資
本
主
義
の
持
つ
特
異
性
、
と
り
わ
け
、
日
本
資
本
主
義
の
精
神

は
伝
統
的
宗
教
、
と
り
わ
け
仏
教
、
神
道
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
産
業
資
本
の
系
譜
は
こ
の
仏
教
、
神
道
の
中
か
ら
資
本

主
義
精
神
を
描
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
の
は

明
治
の
実
業
家
渋
沢
栄
一
で
あ
る
。
そ
の
前
提
と
な
っ
た
の
は
徳
川
幕
府
時

代
の
仏
教
、
儒
教
で
あ
る
。

序
─
問
題
提
起

徳
川
幕
府
が
寺
社
支
配
を
初
期
に
確
立
し
、
神
仏
習
合
に
基
づ
く
政
教
一

致
に
成
功
す
る
や
、
そ
の
後
の
日
本
の
歴
史
は
明
治
時
代
以
降
の
天
皇
制
の

宗
教
＝
神
道
と
天
皇
の
大
元
帥
＝
国
家
権
力
と
の
結
合
に
よ
る
政
教
一
致
の

絶
対
王
制
を
確
立
す
る
。
そ
し
て
、
令
和
の
時
代
に
入
る
と
、
安
倍
晋
三
元

首
相
を
暗
殺
し
た
山
上
徹
也
容
疑
者
の
行
動
は
母
の
献
金
に
よ
っ
て
家
庭
崩

壊
に
導
い
た
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
（
旧
統
一
協
会
）
へ
の
恨
み
に
基
づ

く
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
の
背
景
は
江
戸
幕
府
か
ら
続
く
日
本
型
政
教
一
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致
の
政
治
体
質
に
内
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
日
の
自
民
党
一
極
体

制
は
こ
う
し
た
宗
教
（
創
価
学
会
＝
日
蓮
宗
会
）
と
の
共
同
政
策
に
よ
っ
て

築
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
か
ら
令
和
時
代
へ
の
約
四
百
二
十
年
余
の
日
本

の
政
治
体
制
は
政
教
一
致
に
よ
っ
て
発
達
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
の
歴
史
は
一
時
、
大
東
亜
戦
争
の
敗
戦
に
よ
っ
て
大
き
く

転
換
す
る
。
戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
に
置
か
れ
た
日
本
は
㈠
基
本
的
人

権
、
㈡
第
九
条
の
戦
争
放
棄
、
そ
し
て
㈢
民
主
主
義
国
家
へ
成
長
す
る
奇
跡

を
果
た
し
、
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
驚
異
的
な
高
度
経
済
成
長
と
民
主
主
義
国
家
へ
発
達
す
る

原
動
力
を
学
問
的
に
解
明
す
る
こ
と
は
経
営
史
の
新
し
い
研
究
分
野
と
し
て

提
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

経
済
史
と
経
営
史
の
分
野
で
新
し
い
学
風
が
こ
の
近
代
化
を
解
明
す
る
た

め
に
生
誕
す
る
。
一
つ
は
大
塚
史
学
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
Ａ
・
チ
ャ
ン
ド

ラ
ー
の
ア
メ
リ
カ
経
営
史
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
大
塚
久
雄
の
⽛
欧
州
経
済

史
序
説
⽜
は
大
塚
史
学
の
金
字
塔
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
が

封
建
制
か
ら
資
本
主
義
へ
の
移
行
を
早
期
に
成
し
遂
げ
た
の
は
農
村
の
織
元

に
よ
る
産
業
資
本
家
と
し
て
の
発
達
に
由
る
も
の
で
あ
る
と
実
証
的
に
裏
づ

け
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
方
の
ア
メ
リ
カ
経
営
史
の
分
野
で
は
ア
メ
リ
カ
の

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
経
営
大
学
院
の
教
授
Ａ
・
Ｄ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
が
経
営
者

の
経
営
戦
略
と
経
営
組
織
の
組
合
せ
に
よ
る
企
業
成
長
（
単
一
事
業
型
企
業

か
ら
多
角
的
事
業
部
制
へ
の
発
展
）
を
分
析
し
、
経
営
者
資
本
主
義
論
を
体

系
化
す
る
。

さ
ら
に
、
大
塚
久
雄
の
経
済
史
と
Ａ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
経
営
史
に
共
通

す
る
学
説
は
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
産
業
資
本
家
の
精
神
、
と
り
わ
け
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
＝
禁
欲
主
義
に
基
づ
く
合
理
主
義
の
精
神

で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
を
世
界
一
の
大
国
へ
導
く
精
神
的
合
理
主
義

の
系
譜
で
あ
る
。
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
知
人
を
訪
ね
た

時
に
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
中
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
精
神
を
肌
で
感

じ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
後
の
日
本
資
本
主
義
の
高
度
成
長
は
マ
ッ
ク
ス
・

ウ
ェ
ー
バ
ー
に
依
拠
し
な
が
ら
欧
米
資
本
主
義
と
比
較
さ
れ
る
観
点
か
ら
研

究
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
時
代
か
ら
平
成
、
さ
ら
に
令
和
へ
移

行
す
る
に
伴
い
、
自
民
党
が
創
価
学
会
と
共
同
政
策
を
進
め
る
と
、
日
本
は

人
口
減
少
と
低
賃
金
と
に
よ
っ
て
高
度
経
済
成
長
か
ら
低
成
長
経
済
へ
移
行

し
、
中
国
に
追
い
越
さ
れ
る
停
滞
期
に
入
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
経
営
史

は
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
革
新
的
企
業
者
論
へ
の
研
究
に
軸
を
移
す
こ
と
に
な
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
経
済
が
政
治
に
導
か
れ
て
発
展
す
る
現
実
を
直
視

す
る
な
ら
、
江
戸
時
代
以
降
展
開
す
る
政
治
と
宗
教
と
の
共
同
政
策
と
そ
の

歴
史
的
意
義
を
解
明
す
る
こ
と
は
今
日
的
な
課
題
と
な
る
。
こ
の
日
本
的
な

政
教
一
致
の
共
同
政
治
＝
共
同
政
策
の
役
割
を
解
明
す
る
こ
と
は
新
し
い
経

済
史
、
ま
た
、
現
在
の
経
営
史
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
論
文
は
、
日
本
型
政
教
一
致
の
政
治
体
制
を
明
ら
か

に
し
、
政
治
と
宗
教
と
の
共
同
政
策
の
歴
史
を
徳
川
時
代
か
ら
導
き
出
す
こ

と
を
課
題
と
す
る
。
徳
川
幕
府
が
宗
教
と
の
共
同
政
策
に
よ
っ
て
二
百
六
十

年
余
の
長
期
に
わ
た
っ
て
発
達
す
る
こ
と
を
可
能
に
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ

の
政
教
一
致
の
仕
組
み
を
分
析
す
る
こ
と
は
新
し
い
経
営
史
の
対
象
と
な
る
。

つ
ま
り
、
日
本
の
歴
史
は
徳
川
時
代
の
政
教
一
致
を
原
型
に
し
て
、
明
治
以

降
今
日
の
令
和
迄
一
貫
し
た
流
れ
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
日
本
の

原
像
が
徳
川
時
代
の
宗
教
と
政
治
の
共
同
政
策
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
の

で
あ
り
、
ま
さ
に
、
こ
の
こ
と
は
今
日
的
研
究
課
題
の
一
つ
と
な
り
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一

徳
川
時
代
の
寺
社
支
配
と
共
同
政
策

Ａ

Ⅰ
部
の
要
旨

徳
川
幕
府
は
士
農
工
商
の
縦
系
列
の
身
分
制
秩
序
を
組
織
化
し
て
封
建
制
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支
配
の
武
威
を
貫
く
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
士
農
工
商
を
国
民
概
念
の
下
に
横

断
的
に
支
配
を
確
立
す
る
こ
と
で
統
一
政
権
と
し
て
の
長
期
支
配
の
基
盤
を

作
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
民
国
家
の
統
一
政
権
を
確
立
す
る
契
機
と

な
っ
た
の
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
圧
政
策
で
あ
り
、
こ
こ
に
幕
府
と
寺
社
と
の
共

同
政
策
を
全
国
の
隅す

み

々ず
み

に
実
施
し
、
士
農
工
商
を
国
民
概
念
と
し
て
統
一
的

に
纏ま

と

め
る
こ
と
を
可
能
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
禁
圧
政
策
へ
の

幕
府
の
政
治
と
民
族
的
宗
教
の
寺
社
と
は
共
同
政
策
の
下
で
政
教
一
致
の
構

造
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
徳
川
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
止

の
政
治
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実
施
の
行
政
機
関
と
し
て
寺
社
の
寺
請
制
＝
檀

那
制
度
を
全
国
的
に
確
立
し
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
に
、
寺
社
は
幕
府
の
行
政

機
関
と
し
て
士
農
工
商
の
寺
請
け
に
よ
っ
て
全
て
の
人
々
を
国
民
と
し
て
単

一
的
に
取
扱
い
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
非
国
民
と
し
て
位
置
づ
け
、
ま
さ
に
大
東

亜
戦
争
中
に
於
け
る
国
民
と
非
国
民
と
に
分
け
る
の
と
同
一
の
呼
び
方
を
す

る
。
明
治
維
新
以
降
敗
戦
ま
で
の
政
教
一
致
政
策
は
天
皇
制
の
伝
統
的
宗
教

で
あ
る
神
道
と
天
皇
の
大
元
帥
＝
軍
事
の
最
高
位
と
の
共
同
政
策
に
よ
っ
て

日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
大
正
期
の
第
一
次
世
界
大
戦
、
そ
し
て
、
昭
和
前

期
の
大
東
亜
戦
争
を
共
同
政
策
に
よ
っ
て
推
進
す
る
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
徳

川
幕
府
の
仏
教
と
政
治
の
共
同
政
策
の
延
長
線
上
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
日
本
の
特
異
な
歴
史
の
一
類
型
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
神
道
と
天
皇
制
の
共
同
政
策
は
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
臣
民
を
靖
国

神
社
に
祀
る
の
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
と
平
行
し
て
徳
川
幕
府
は
寺
社
支
配
を
強
力
に
進
め
、

共
同
政
策
へ
の
担
い
手
と
し
て
再
編
成
し
よ
う
と
す
る
。
寺
社
の
再
編
成
は

第
一
に
本
末
寺
社
の
縦
組
織
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
幕
府
は

戸
籍
係
の
行
政
機
関
と
し
て
寺
請
け
に
よ
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
実
施
し
、

在
町
に
お
け
る
五
人
組
の
立
会
い
の
下
で
全
国
民
の
檀
那
寺
を
確
立
し
て
キ

リ
シ
タ
ン
の
発
見
と
逮
捕
を
担
わ
せ
る
。
こ
う
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
教
徒
の
見

分
け
は
寺
社
の
檀
那
制
度
を
確
立
す
る
中
で
果
さ
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
非
国

民
と
し
て
処
刑
す
る
。
こ
こ
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
は
寺
社
の
檀
那
制
度
を
通

し
て
全
て
の
人
々
を
国
民
＝
寺
社
の
檀
那
と
非
国
民
＝
キ
リ
シ
タ
ン
と
を
区

分
し
、
国
民
国
家
の
形
成
を
育
む
の
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
は
寺
社
の
檀
那
制
を
確
立
す
る
と
同
時
に
、
幕
府
と
寺

社
と
の
共
同
政
策
は
政
教
一
致
の
神
仏
習
合
思
想
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
国

民
思
想
＝
神
仏
習
合
思
想
の
形
成
を
背
景
に
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
は
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
心
に
対
立
す
る
神
仏
習
合
思
想
の

信
仰
心
で
対
応
し
よ
う
と
す
る
思
想
＝
信
仰
の
対
立
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

幕
末
期
に
於
け
る
孝
明
天
皇
が
水
戸
斉
昭
に
攘
夷
令
の
勅
命
を
発
し
、
さ
ら

に
、
徳
川
家
茂
に
も
尊
王
攘
夷
を
迫
り
、
天
皇
と
幕
府
と
の
対
立
が
深
刻
化

す
る
に
致
っ
た
原
因
の
一
つ
は
徳
川
幕
府
の
成
立
期
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン

禁
教
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
孝
明
天
皇
の
心
の
内
に
は
神
国
で

あ
る
日
本
が
西
洋
列
強
と
の
貿
易
と
居
留
地
に
キ
リ
シ
タ
ン
教
徒
の
欧
米
人

に
占
め
ら
れ
て
汚
さ
れ
る
こ
と
を
屈
辱
と
考
え
、
さ
ら
に
、
伝
統
的
神
道
の

衰
退
へ
帰
結
す
る
危
機
意
識
を
深
め
、
悩
む
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
孝
明
天

皇
の
神
道
意
識
は
王
政
復
古
へ
の
天
皇
親
政
を
育
む
推
進
力
と
な
る
。
こ
の

点
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
は
孝
明
天
皇
の
神
道
思
想
に
よ
る
王
政
復
古
へ
の

道
を
歩
ま
せ
る
原
因
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
徳
川
幕
府
と
寺
社
と
の
共
同
政
策
は
徳
川
幕
府
を
特
徴

づ
け
る
三
位
一
体
、
つ
ま
り
、
㈠
本
末
寺
社
の
縦
組
織
の
形
成
、
㈡
檀
那
制

度
と
寺
請
け
の
行
政
機
関
の
担
い
手
と
し
て
の
寺
社
制
度
の
発
達
、
㈢
キ
リ

シ
タ
ン
禁
制
の
共
同
政
策
と
し
て
神
仏
習
合
制
度
を
樹
立
し
、
政
教
一
致
体

制
を
確
立
す
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
全
国
的
規
模
で
展
開
さ
れ
、
国
民
国
家
と

し
て
徳
川
幕
府
を
二
百
六
十
年
余
り
の
長
期
政
権
に
成
長
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
徳
川
幕
府
は
初
期
に
お
け
る
三
位
一
体
の
共
同
政
策
を
確
立

す
る
や
、
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
寺
社
経
営
の
維
持
・
発
展
に
力
を
注
ぎ
、

共
同
政
策
の
持
続
に
全
力
を
注
ご
う
と
す
る
。
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Ｂ

Ⅱ
部
の
要
旨

Ⅱ
部
と
し
て
の
徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策
は
寺
社
の
経
営
を
支
え
、
共
同
政

策
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
金
融
・
財
政
的
支
援
に
力
を
注
ぐ
の
で
あ
る
。

こ
の
寺
社
経
営
へ
の
徳
川
幕
府
の
金
融
・
財
政
援
助
は
私
営
に
対
し
て
国
営

或
い
は
国
免
と
し
て
の
財
政
・
金
融
政
策
と
し
て
行
な
わ
れ
る
。

財
政
・
金
融
政
策
の
中
心
は
国
管
の
勧
化
で
あ
る
。
国
免
と
し
て
の
勧
化

は
、⽛
勘
定
奉
行
の
連
印
の
勧
化
状
持
参
⽜
の
形
式
を
踏
む
。
他
方
、
中
ノ
堂

一
信
は
⽝
中
世
勧
進
の
研
究
⽞（
法
蔵
館
）
の
中
で
、
中
世
の
勧
化
が
宗
教
的

作
善
を
目
的
と
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
。
具
体
的
に
は
宗
教
的
信
仰
心
に

よ
る
寄
進
の
性
格
を
強
調
す
る
勧
化
は
⽛
一
粒
半
銭
⽜⽛
一
木
半
銭
⽜⽛
同
心

合
力
⽜⽛
法
界
平
等
利
益
⽜
を
目
的
と
す
る
。
し
か
し
、
現
実
の
勧
化
は
宗
教

目
的
よ
り
強
制
税
金
と
し
て
徴
収
す
る
勧
化
の
形
態
へ
変
化
す
る
。
こ
の
場

合
、
勧
化
は
源
頼
朝
の
下
文
に
よ
っ
て
勧
化
を
行
な
う
。
他
方
、
京
都
御
所

も
同
様
に
勧
化
政
策
を
進
め
、
寺
社
経
営
へ
の
寄
与
を
強
め
る
。
と
り
わ
け
、

大
勧
進
は
国
務
と
し
て
実
施
さ
れ
、⽛
朝
廷
助
成
型
勧
進
⽜
の
形
態
を
取
る
。

す
な
わ
ち
、
朝
廷
依
存
型
の
勧
進
は
主
要
に
関
所
料
徴
収
、
或
い
は
船
一
艘

当
り
拾
文
の
船
税
の
徴
収
を
資
金
源
と
す
る
勧
化
形
態
と
な
る
。

他
方
、
公
権
力
に
依
存
す
る
勧
化
と
は
別
に
、
寺
社
の
仏
像
、
宝
物
の
開

帳
に
よ
る
興
行
型
勧
進
が
唐
招
提
寺
の
仏
像
開
帳
に
よ
る
新
し
い
勧
化
形
態

と
し
て
出
現
す
る
。

中
世
に
お
い
て
勧
化
は
仏
道
に
結
縁
せ
し
め
る
善
行
と
し
て
初
期
に
展
開

し
た
が
、
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
説
教
に
よ
る
勧
化
か
ら
興
行
に
よ
る
勧

化
へ
と
発
達
し
、
重
源
、
聖
法
印
そ
し
て
聖
寂
等
に
よ
っ
て
普
及
さ
れ
る
。

勧
進
が
興
行
の
形
態
と
し
て
主
に
発
達
し
た
の
は
江
戸
期
に
入
っ
て
か
ら
で

あ
り
、
猿
楽
勧
進
、
田
楽
勧
進
そ
し
て
相
撲
勧
進
も
現
わ
れ
、
江
戸
時
代
の

勧
進
を
特
徴
づ
け
る
。

し
か
し
、
徳
川
幕
府
は
こ
う
し
た
民
営
方
式
の
㈠
開
帳
、
㈡
講
集
団
、
㈢

芸
能
集
団
等
の
小
規
模
な
勧
化
と
異
な
り
、
主
に
富
興
行
に
代
表
さ
れ
る
大

規
模
な
集
金
規
模
と
十
年
に
恒
る
長
期
の
富
興
行
の
継
続
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
江
戸
・
京
都
そ
し
て
大
阪
に
ま
た
が
る
全
国
的
規
模
の
国
免
事
業
と
な

る
。
だ
が
、
寺
社
経
営
へ
の
大
規
模
な
財
政
・
金
融
資
金
の
供
給
は
主
に
勧

化
の
十
ヶ
国
、
或
い
は
そ
れ
以
上
に
ま
た
が
る
広
域
的
地
域
へ
の
奉
加
帳
方

式
に
よ
る
寄
付
、
集
金
へ
発
展
し
、
漸
次
強
制
的
税
金
の
側
面
を
強
め
、
結

果
と
し
て
予
定
の
目
標
額
に
達
せ
ず
、
再
勧
化
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

大
衆
か
ら
見
離
さ
れ
る
傾
向
を
強
め
る
結
果
と
な
る
。
こ
こ
に
寺
社
経
営
へ

の
徳
川
幕
府
に
よ
る
金
融
・
財
政
援
助
は
破
綻
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
大
衆
＝

国
民
か
ら
遊
離
す
る
こ
と
と
な
り
、
徳
川
幕
府
と
寺
社
の
共
同
政
策
の
行
き

詰
ま
り
、
終
焉
を
迎
え
、
明
治
時
代
へ
移
行
す
る
こ
と
と
な
る
。

勧
化
の
国
免
事
業
に
較
べ
て
ほ
と
ん
ど
民
営
と
し
て
営
ま
れ
る
祠
堂
金
の

貸
付
は
国
免
事
業
の
中
で
は
⽛
そ
の
他
⽜
の
中
で
の
資
金
の
貸
付
と
し
て
現

わ
れ
、
こ
の
貸
付
金
を
受
け
る
寺
社
は
代
官
、
奉
行
に
渡
し
て
公
的
資
金
と

し
て
在
町
の
士
農
工
商
に
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
で
貸
付
け
、
そ
の
利
子

収
入
で
寺
社
の
小
修
理
に
当
て
る
こ
と
を
目
的
と
さ
れ
、
祠
堂
金
の
役
割
を

果
す
こ
と
か
ら
祠
堂
金
の
貸
付
を
欠
落
さ
せ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

徳
川
幕
府
の
寺
社
経
営
へ
の
資
金
融
資
方
法
は
㈠
勧
化
、
㈡
勧
化
＋
そ
の

他
、
㈢
格
別
之
訳
、
㈣
作
業
方
＋
そ
の
他
、
㈤
⽛
そ
の
他
⽜
そ
し
て
㈥
富
興

行
の
六
種
類
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
寺
社
経
営
へ
の
資
金
供
給
は
時
代
区
分
す

れ
ば
、
㈠
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）～
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）、
㈡
寛
保
四

年
（
一
七
四
三
）～
宝
暦
九
年
（
一
七
五
八
）、
㈢
宝
暦
九
年
（
一
七
五
八
）～

天
保
七
年
（
一
七
八
七
）、
㈣
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）～
天
保
七
年
（
一
八

三
六
）
等
の
四
期
に
区
分
さ
れ
る
。

幕
府
の
寺
社
修
理
資
金
調
達
は
徳
川
幕
府
の
前
期
（
成
立
）、
中
期
（
確

立
）
そ
し
て
後
期
（
崩
壊
）
の
全
時
代
を
網
羅
し
て
い
る
の
で
、
寺
社
経
営

へ
の
資
金
供
給
の
時
代
毎
の
傾
向
と
特
徴
と
を
導
き
出
す
こ
と
が
出
来
る
も

の
と
考
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
予

あ
ら
か
じ

め
こ
れ
か
ら
揭
げ
る
資
料
、
統
計
、
図
表
へ
の
理
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解
を
深
め
る
た
め
の
予
備
的
で
あ
る
が
、
そ
の
概
説
を
こ
こ
に
説
明
す
る
次

第
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
幕
府
と
寺
社
と
の
共
同
政
策
は
徳
川
幕
府
の
国

家
経
営
を
マ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
経
営
史
に
お
け
る
初
め
て
の
試
み

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

Ⅰ
部

徳
川
幕
府
と
寺
社
と
の
共
同
政
策

⚑

キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令
と
徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策

資
料
の
解
読
を
踏
ま
え
て
徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策
を
明
ら
か
に
す
る
の
が

Ⅰ
部
の
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
検
討
課
題
と
な
る
の
は
次
の
三
点
と
な

る
。第

一
点
は
本
末
寺
院
の
垂
直
的
関
係
を
確
立
す
る
徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策

で
あ
る
。

第
二
点
目
は
寺
社
の
寺
請
制
＝
檀
那
寺
の
地
位
を
全
国
的
に
確
立
し
、
キ

リ
シ
タ
ン
禁
教
へ
寺
社
を
戸
籍
係
に
編
成
し
、
そ
の
行
政
機
関
と
し
て
確
立

す
る
点
で
あ
る
。

第
三
点
目
は
徳
川
幕
府
と
寺
社
と
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
を
推
進
す
る
共
同

政
策
を
実
施
す
る
た
め
神
仏
習
合
に
基
づ
く
政
教
一
致
体
制
の
成
立
を
明
ら

か
に
す
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
三
点
は
徳
川
幕
府
の
国
民
的
基
盤
を
確
立
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁

教
を
強
力
に
進
め
る
た
め
の
必
要
不
可
欠
な
政
策
課
題
と
な
る
。

⚒

徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策
─
本
末
寺
院
の
確
立

徳
川
幕
府
は
寺
社
と
の
共
同
政
策
を
推
進
す
る
前
提
と
し
て
既
に
キ
リ
シ

タ
ン
禁
教
を
宗
教
政
策
と
し
て
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。
二
代
将

軍
秀
忠
は
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令
を
布
告
す
る
。

慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
の
⽛
邪
宗
門
吟
味
之
事
、
御
条
目
宗
門
檀
那
請

合
之
掟
⽜
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

慶
長
十
八
年
丑
年
五
月

邪
宗
門
吟
味
之
事

御
条
目
宗
門
檀
那
請
合
之
掟

（
一
条
）
一
切
支
丹
之
法
死
を
不
レ
観
火
に
入
て
も
不
レ
焼
水
に
入
て
も
不
レ
溺
身

よ
り
血
を
出
し
て
死
を
な
す
を
成
佛
と
建
る
故
天
下
之
法
度
厳
密
也
実
ニ

邪ㅟ

宗ㅟ

な
り
依
レ
之
死
を
軽
す
る
者
可
遂
吟
味
事

（
二
条
）
一
切
支
丹
ニ
元
附
も
の
ハ
闥
単
国
よ
り
毎
月
金
七
厘
興
へ
切
支
丹
に
な
し

神ㅟ

国ㅟ

をㅟ

妨ㅟ

くㅟ

るㅟ

事
邪
法
也
此
宗
旨
に
元
附
も
の
ハ
釋
迦
之
法
を
不
レ
用
故

に
檀
那
寺
へ
担
那
役
を
妨
仏
法
の
建
立
を
嫌
ふ
依
而
可
遂
吟
味
事

（
三
条
）
一
頭
檀
那
成
共
祖
師
忌
佛
忌
盆
彼
岸
先
祖
命
日
に
絶
て
参
詣
不
レ
仕
者
ハ

判
形
を
引
宗
旨
役
所
江
断
急
度
可
遂
吟
味
事

（
四
条
）
一
切ㅟ

支ㅟ

丹ㅟ

不ㅟ

受ㅟ

不ㅟ

施ㅟ

のㅟ

もㅟ

のㅟ

先
祖
之
年
忌
僧
之
弔
を
不
レ
請
当
日
ハ
宗
門

寺
へ
一
人
通
之
志
を
述
内
証
に
て
俗
人
打
寄
弔
僧
之
来
時
は
無
興
に
て

不
レ
用
依
而
遂
吟
味
事

（
五
条
）
一
檀
那
役
を
不
レ
勤
然
共
我
意
に
ま
か
せ
宗
門
請
合
之
住
持
人
を
不
レ
用

宗
門
寺
之
用
事
身
上
相
応
に
不
レ
勤
内
心
邪
法
を
抱
た
る
不ㅟ

受ㅟ

不ㅟ

施ㅟ

を
建

る
可
相
心
得
事

（
六
条
）
一
不ㅟ

受ㅟ

不ㅟ

施ㅟ

之
法
何
に
て
も
宗
門
寺
よ
り
申
事
を
不
レ
受
其
宗
門
之
祖
師

祖
師
本
尊
之
寺
用
に
不ㅟ

レ
施ㅟ

将ㅟ

亦ㅟ

他ㅟ

宗ㅟ

之ㅟ

者ㅟ

をㅟ

不ㅟ

レ
受ㅟ

不ㅟ

レ
施ㅟ

是
者
邪ㅟ

宗ㅟ

門ㅟ

な
り
人
間
は
天ㅟ

のㅟ

恩ㅟ

をㅟ

受ㅟ

てㅟ

地ㅟ

にㅟ

施ㅟ

しㅟ

佛ㅟ

のㅟ

恩ㅟ

をㅟ

受ㅟ

てㅟ

僧ㅟ

にㅟ

施ㅟ

しㅟ

是
正

法
也
依
而
可
レ
遂
吟
味
事

（
七
条
）
一
切ㅟ

支ㅟ

丹ㅟ

ㅟ

宗ㅟ

不ㅟ

受ㅟ

不ㅟ

施ㅟ

三ㅟ

宗ㅟ

共ㅟ

にㅟ

一ㅟ

派ㅟ

なㅟ

りㅟ

彼
尊
む
所
の
本
尊
は
牛
頭

切
死
广
頭
祭
利
佛
と
い
ふ
故
に
十
頭
大
う
す
と
言
天
帝
は
切
支
丹
本
尊
之

名
也
我
人
此
佛
を
奉
レ
願
鏡
見
れ
は
佛
面
と
見
ゆ
宗
旨
を
転
す
れ
は
犬
と

見
ゆ
是
邪
法
之
鏡
な
り
一
度
此
鏡
見
る
も
の
は
深
く
牛
頭
切
支
丹
广
頭
を

信
し
日
本
を
魔
国
と
成
す
然
り
と
雖
と
も
宗
門
吟
味
の
神
国
故
に
一
人
通

宗
門
寺
へ
元
附
今
日
人
交
に
内
心
不ㅟ

受ㅟ

不ㅟ

施ㅟ

に
て
宗
門
寺
へ
不
二
出
入
一
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依
而
可
遂
吟
味
事

一
親
代
々
之
宗
門
に
元
附
八
宗
九
宗
之
内
何
之
宗
旨
紛
無
之
共
其
子
如
何

様
な
る
勧
ニ
よ
り
心
底
邪
宗
に
組
合
や
も
不
レ
知
宗
門
寺
よ
り
可
遂
吟
味

事

（
十
五
条
）一
相
果
候
時
ハ
一
切
宗
門
寺
の
差
図
を
蒙
り
修
業
事
天
下
の
敵
萬
民
の
怨

ハ
切
支
丹
不
受
不
施

宗
馬
転
連
之
類
を
以
て
相
果
候
節
ハ
寺
社
役
者
へ

相
断
り
撿
者
を
受
て
宗
門
寺
の
住
僧
弔
可
申
事
役
所
へ
不
相
断
弔
申
時
ハ

其
僧
之
越
度
能
々
可
遂
吟
味
事

右
十
五
ヶ
条
目
天
下
之
諸
寺
院
宗
門
受
合
之
面
々
此
内
一
箇
条
も
相
欠
候

者
越
度
被
仰
付
能
々
可
相
守
も
の
也

奉
行

慶
長
十
八
癸
丑
年
五
月

日
本
諸
寺
院

こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
条
例
は
⽛
十
五
ヶ
条
⽜
の
寺
社
政
策
か
ら
成
っ
て

い
る
が
、
そ
の
内
九
ヶ
条
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
徳
川
幕
府
は
寺
社
政

策
の
異
宗
教
と
し
て
㈠
キ
リ
シ
タ
ン
、
㈡
日
蓮
宗
の
異
端
派
、
そ
し
て
㈢

宗
の
三
宗
教
を
禁
教
と
し
て
見
做
す
。
こ
れ
ら
三
教
に
共
通
す
る
特
徴
点
は

い
ず
れ
も
不
受
不
施
の
宗
派
で
あ
る
点
に
求
め
ら
れ
る
。⽛
不
受
不
施
⽜
と

は
キ
リ
シ
タ
ン
の
場
合
、⽛
先
祖
之
年
忌
僧
之
弔
を
請
⽜
け
ず
（
不
受
）、
葬

式
の
執
行
を
す
る
僧
に
謝
金
を
施
さ
な
い
こ
と
（
不
施
）
を
言
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
徳
川
幕
府
は
こ
れ
ら
不
受
不
施
の
三
宗
教
を
⽛
邪
教
⽜
と
位
置

づ
け
る
。
こ
の
⽛
邪
教
⽜
と
見
做
す
の
は
仏
教
及
び
儒
教
思
想
の
仁
・
忠
・

孝
に
反
す
る
人
間
と
し
て
で
あ
り
、
神
国
の
日
本
に
於
い
て
ま
さ
に
⽛
邪
宗

門
⽜
の
信
者
と
さ
れ
る
。
神
国
日
本
で
の
⽛
人
間
は
天
の
恩
を
受
て
地
に
施

し
佛
の
恩
を
受
て
僧
に
施
し
⽜
を
す
る
こ
と
を
⽛
正
法
⽜
と
す
る
か
ら
で
あ

る
。
神
国
の
正
法
は
こ
う
し
た
不
受
不
施
の
宗
派
を
⽛
邪
宗
門
⽜
と
位
置
づ

け
、
伝
統
的
宗
派
⽛
七
宗
⽜
に
所
属
し
、
寺
社
に
檀
家
と
し
て
所
属
す
る
、

つ
ま
り
、
戸
籍
を
置
く
こ
と
を
⽛
国
民
⽜
と
し
て
の
義
務
と
課
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
仏
教
は
国
内
に
於
い
て
伝
統
的
宗
派
七
宗
に
所
属
す

る
檀
那
制
度
を
寺
社
に
帰
属
さ
せ
、
国
民
的
民
族
宗
教
へ
発
展
す
る
こ
と
で

⽛
神
国
⽜
の
宗
教
と
し
て
発
達
す
る
。
こ
こ
に
徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策
が
キ

リ
シ
タ
ン
禁
教
を
全
国
的
規
模
で
徹
底
的
に
推
進
し
、
と
同
時
に
、
徳
川
幕

府
の
国
民
的
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
徳
川

幕
府
は
寺
社
の
檀
家
制
度
を
全
国
隅す

み

々ず
み

に
ま
で
確
立
す
る
こ
と
を
寺
社
政
策

の
目
的
と
す
る
。

⚓

徳
川
幕
府
と
寺
社
と
の
共
同
政
策

さ
ら
に
、
秀
忠
は
、
幕
府
の
寺
社
政
策
に
言
及
し
、
伝
統
的
七
宗
門
に
檀

那
制
度
を
採
用
さ
せ
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
不
受
不
施
に
対
し
て
⽛
釋
迦
之
法
⽜

を
採
用
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。
宗
門
寺
は
檀
那
に
先
祖
供
用
、
葬
式
、
命
日

へ
の
参
詣
を
要
請
し
、
人
間
と
し
て
の
宗
門
寺
へ
の
帰
属
を
義
務
づ
け
る
。

か
く
て
、
伝
統
的
七
宗
派
の
⽛
差
図
を
受
け
る
⽜
こ
と
に
な
る
檀
那
寺
は
寺

請
制
に
よ
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
信
者
の
摘
発
を
五
人
組
と
共
に
全
国
規
模
で
実

施
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
徳
川
幕
府
は
二
代
将
軍
秀
忠
の
時
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
の

全
国
的
実
施
を
通
し
て
、
そ
の
行
政
機
構
と
し
て
七
宗
派
の
本
末
寺
を
総
動

員
し
て
実
施
す
る
。
寺
社
政
策
は
在
町
に
蜘
蛛
の
網
の
如
く
七
宗
派
の
本
末

寺
を
配
置
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
教
の
全
国
的
禁
止
を
実
施
す
る
。
徳
川
幕
府

の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
を
具
体
的
に
担
う
の
は
行
政
機
関
と
し
て
編
入
さ
れ
る

本
末
寺
の
垂
直
的
組
織
で
あ
る
。
そ
の
本
末
寺
の
末
端
単
位
で
あ
る
檀
家
制

度
は
在
町
の
五
人
組
と
共
に
家
一
軒
毎
に
虱し

ら
み

つ
ぶ
し
に
調し

ら

べ
る
の
に
大
き

な
役
割
を
果
す
。

⚔

寺
社
の
檀
家
制
度
と
寺
請
制
の
手
形

⽝
藤
沢
市
史
⽞
第
一
巻
（
資
料
編
）
で
は
寛
永
拾
弐
年
（
一
六
三
五
）
十
月

に
作
製
さ
れ
た
寺
請
制
の
実
施
と
そ
の
形
式
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
録
す

る
。
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①
七
二

此
度
き
り
志
た
ん
宗
御
改
ニ
付
旦
那
坊
主
証
文
指
上

三
太
郎

助

拙
僧
代
々
菩
提
之

禅
宗
右
我
々
代
々
菩
提
之

旦
那
ニ
紛
無
御
座
候
、
若
此
者
共
ニ
付
候
而
宗
旨
之
出
入
御
座
候
者
、
何
時

成
共
拙
僧
出
可
申
分
候
、
為
後
日
仍
如
件
、

寛
永
拾
弐
年

（
一
六
三
五
）

亥
拾
月
十
五
日

相
州
東
郡
大
庭

宗
賢
院
禅
宗

（⽛
藤
沢
市
史
⽜
第
⚑
巻
、
785
頁
)

神
奈
川
県
⽛
藤
沢
市
史
⽜
の
寺
社
資
料
に
依
れ
ば
、
寺
請
制
は
寺
院
に
よ

る
檀
家
＝
檀
那
の
在
住
証
明
書
つ
ま
り
、
戸
籍
簿
で
あ
り
、⽛
我
々
代
々
菩
提

寺
之
旦
那
ニ
紛
無
御
座
候
⽜
と
証
明
し
、
さ
ら
に
宗
派
の
⽛
宗
旨
⽜
を
信
仰

す
る
檀
家
＝
檀
那
で
あ
る
保
証
人
と
し
て
⽛
宗
旨
⽜
を
証
明
す
る
の
で
あ
る
。

檀
那
寺
は
檀
那
と
そ
の
家
族
の
宗
旨
を
保
証
す
る
行
政
機
関
と
し
て
徳
川
幕

府
の
統
治
機
構
の
末
端
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
万
治
弐
年
（
一
六
五

九
）
の
寺
請
け
制
度
は
次
の
よ
う
に
家
族
、
構
成
員
を
も
含
む
大
規
模
な
宗

教
調
査
①
～
⑧
つ
ま
り
、
家
族
の
戸
籍
簿
調
査
と
な
っ
て
い
る
。

①
八
一

指
上
申
手
形
之
事

一
、
跡
々
ゟ
吉
利
支
丹
御
法
度
之
儀
、
度
々
被
仰
付
候
得
共
弥
今
度
御
改
被

仰
付
候
、
百
姓
召
遣
候
男
女
迄
も
其
主
人
よ
り
改
申
候
様
ニ
と
被
仰
付
、

其
通
分
々
ニ
迄
改
可
申
候
、
猶
以
百
姓
中
間
之
儀
其
五
人
組
切
ニ
改
う
さ

ん
ニ
存
候
、
宗
旨
之
者
御
座
候
ハ
ヽ
ひ
そ
か
に
可
申
上
候
、
名
主
無
油
断

吟
味
仕
可
申
候
事
、

一
、
村
中
五
人
組
吟
味
仕
、
其
上
旦
那
寺
之
手
形
を
取
銘
々
ニ
指
上
申
候
事
、

一
、
百
姓
召
遣
候
男
女
年
季
ニ
而
抱
申
候
も
の
も
御
座
候
、
壱
年
切
ニ
抱
申

候
も
御
座
候
、
其
主
人
ゟ
国
在
所
旦
那
寺
宗
旨
承
届
吟
味
仕
可
申
候
、
請

人
も
な
く
国
在
所
志
れ
不
申
候
者
置
申
間
敷
候
、
若
不
吟
味
ニ
て
以
来
共

吉
利
支
丹
出
申
候
ハ
ヽ
、
其
主
人
共
ニ
同
罪
可
被
仰
付
候
、
あ
や
し
く
見

へ
申
候
者
御
座
候
者
、
即
刻
可
申
上
候
、
若
隠
置
脇
ゟ
訴
人
御
座
候
者
、

名
主
五
人
組
共
ニ
曲
事
ニ
可
被
仰
付
候
、
為
其
手
形
指
上
申
候
、
仍
如
件
、

万
治
弐
年

（
一
六
五
九
）

寅
八
月

相
州
ハ
鳥
村

五
人
組

成
瀬
五
左
衛
門
様

（
前
掲
書
、
793
頁
)

こ
の
万
治
元
年
（
一
六
五
九
）
の
①
寺
請
け
手
形
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
に

対
し
て
の
寺
請
け
手
形
の
発
行
の
初
期
形
態
で
あ
る
。
寺
請
手
形
の
初
期
形

態
は
檀
那
寺
の
宗
旨
証
明
の
性
格
を
特
色
と
し
て
い
る
。

次
の
②
と
③
は
檀
那
寺
の
寺
請
け
手
形
の
典
型
的
形
態
で
あ
る
。

特
に
②
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
は
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
を

見
付
け
、
訴
え
る
訴
人
に
対
し
て
⽛
御
ほ
う
ひ
⽜
と
し
て
大
金
の
懸
賞
金
を

与
え
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
⽛
売
札
申
上
候
⽜
と
告
げ
る
。

②
一
九
九

吉
利
支
丹
宗
御
改
ニ
付
以
壱
札
申
上
候
事

一
、
何
之
村
た
連
と
申
者
ハ

右
之
者
共
我
等
一
宗
ノ
ほ
た
い

（
ぼ
だ
い
）

の
旦
那
ニ
而
御
座
候
事
実
正
也
若
き
り
志

た
ん
宗
旨
ニ
而
候
と
わ
き
ゟ
訴
人
御
座
候
者
、
愚
僧
罷
出
可
申
分
候
、

年
月
日

何
連
宗
ノ
寺

度
々
被
仰
付
候
き
り
志
多
ん
御
改
之
事

一
、
は
て
連
の
訴
人

銀
子
弐
百
枚

一
、
い
る
ま
ん
の
訴
人

同

百
枚

一
、
き
り
志
多
ん
の
訴
人

同
五
拾
枚
又
ハ
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卅
枚
訴
人
ニ
よ
る
遍
し

右
訴
人
致
候
者
縦
同
宗
門
た
り
と
云
共
、
宗
旨
を
こ
ろ
ひ
申
出
ニ
お
ゐ
て

ハ
、
其
科
を
御
赦
免
被
成
御
ほ
う
ひ
可
被
下
由
、
今
度
被
仰
付
候
間
、
郷

中
百
姓
中
間
男
女
下
人
又
ハ
前
々
罷
有
候
行
人
山
伏
非
人
等
ニ
至
ま
て
堅

セ
ん
さ
く
仕
候
へ
共
、
右
之
宗
旨
無
御
座
候
、
若
隠
置
候
を
他
所
ゟ
訴
人

御
座
候
者
、
郷
中
名
主
百
姓
不
残
御
法
度
可
被
仰
付
候
、
為
其
五
人
組
以

連
判
如
此
申
上
候
、
為
後
日
仍
如
件

年
月
日

羽
鳥
村

た
連

名
主

御
代
官
様

〔
解
説
〕
年
月
は
記
し
て
い
な
い
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
改
め
の
初
期
恐
ら
く
は
寛
永
十
五

年
（
一
六
三
八
）
ご
ろ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

③
二
〇
〇

吉
利
支
丹
御
改
ニ
付
以
一
札
申
上
候
事

羽
鳥
村

一
、
右
之
者
共
我
等
一
宗
ノ
ほ
た
い
の
旦
那
ニ
而
御
座
候
事
実
正
也
、
若
き

り
志
た
ん
宗
旨
ニ
而
候
と
わ
き
ゟ
訴
人
御
座
候
者
愚
僧

罷
出
可
申
分
候

寛
永
拾
五
年

（
一
六
三
八
）

寅
ノ
十
月
十
六
日

藤
沢
ち
よ
う
か
う
ぢ

佐
右
衛
門

新
左
衛
門

義
左
衛
門

長
右
衛
門

朝
兵
へ

惣
左
衛
門
㊞

成
瀬
五
左
衛
門
様

助
九
郎

し
か
し
、
初
期
の
寺
請
け
手
形
は
よ
り
発
展
を
遂
げ
、
ま
た
厳
格
な
宗
旨

改
め
を
行
な
い
、
村
役
人
、
特
に
名
主
を
檀
那
寺
の
住
職
と
共
に
連
帯
責
任

者
と
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
五
人
組
を
も
調
査
に
加
え
て
村
落
共
同
体
の
総
動

員
連
帯
責
任
制
の
下
で
次
の
よ
う
に
（
④
・
⑤
）
実
施
す
る
。

④
二
〇
一

指
上
申
手
形
之
事

一
、
吉
利
支
丹
宗
門
之
儀
、
此
以
前
ゟ
堅
御
法
度
被
仰
付
候
得
共
、
弥
御
代

替
ニ
付
て
御
穿
鑿
被
仰
付
候
、
我
等
郷
中
五
人
組
を
以
為
中
間
せ
ん
さ
く

仕
、
下
々
迄
も
銘
々
改
候
へ
と
被
仰
付
則
改
申
候
、
あ
や
敷
儀
御
座
候
者

急
度
可
申
上
候
、
若
あ
や
敷
も
の
を
其
分
ニ
而
隠
置
申
候
か
、
見
の
が
し

聞
の
か
し
申
候
と
、
わ
き
ゟ
已
来
共
聞
之
申
候
者
、
当
人
之
儀
者
不
及
申

其
五
人
組
共
ニ
急
度
御
法
度
ニ
可
被
仰
付
候
、
将
又
今
度
御
制
札
之
表

吉
利
支
丹
宗
門
の
事
累
年
雖
為
御
制
禁
、
御
代
替
ニ
付
弥
以
無
断
絶
急
度

可
相
改
之
旨
所
被
仰
出
也
、
自
然
不
審
成
も
の
有
之
ハ
可
申
出
之
、
此
以

前
ハ
伴
天
連
之
訴
人
に
銀
弐
百
枚
い
る
ま
ん
に
同
百
枚
雖
被
下
之
、
自
今

以
後
ハ
伴
天
連
に
同
三
百
枚
い
る
ま
ん
ニ
弐
百
枚
同
宿
其
外
宗
旨
之
族
ハ
、

或
五
十
枚
或
三
拾
枚
為
御
褒
美
可
被
下
之
、
若
か
く
し
置
従
他
所
阿
ら
ハ

る
る
に
お
ゐ
て
ハ
、
其
五
人
組
迄
可
行
曲
事
者
也
、

承
応
弐
年

（
一
六
五
三
）

十
一
月

右
き
り
志
た
ん
宗
門
毎
年
御
法
度
被
仰
付
候
所
弥
堅
改
候
様
ニ
と
今
度
被

仰
付
御
制
札
所
々
ニ
罷
立
候
へ
と
も
相
背
申
間
敷
た
め
、
如
此
手
形
指
上

申
候
、
我
等
共
手
前
ニ
も
此
引
か
へ
書
留
置
御
制
札
之
旨
奉
相
守
候
、
為

其
連
判
を
以
指
上
申
候
、
仍
如
ニ
而
御
座
候
、
于
今
相
違
無
御
座
候
、

一
、
中
原
町
之
三
右
衛
門
女
房
大
松
寺
旦
那
ニ
て
御
座
候
、
三
右
衛
門
ハ
何

宗
ニ
而
御
座
候
、
大
松
寺
旦
那
ニ
て
ハ
無
御
座
候
、
右
之
三
右
衛
門
浄

土
宗
旨
ニ
而
大
松
寺
旦
那
ニ
紛
無
御
座
候
、
吉
利
支
丹
御
改
ニ
付
、
旦

那
寺
之
手
形
御
取
被
遣
候
由
吟
味
仕
、
如
斯
手
形
指
上
申
候
、
仍
如
件
、
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⑤
万
治
弐

（
一
六
五
九
）

年
亥
八
月

中
原
浄
土
宗
旨

大
松
寺

御
代
官
所

改
相
違
無
御
座
候

名
主

た
れ

此
こ
と
く
壱
人
前
銘
々
一

通
宛
寺
証
文
五
人
組
手
形

ニ
指
添
御
取
可
有
候

〔
解
説
〕
い
わ
ゆ
る
寺
請
手
形
で
あ
る
。
中
原
の
大
松
寺
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
に
つ
き
、

自
寺
の
旦
那
た
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

④
は
第
一
に
村
落
共
同
体
の
仲
間
を
全
て
改
め
て
検
査
を
厳
格
に
実
施
し

て
い
る
点
を
強
調
し
、
第
二
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
訴
人
に
対
す
る
懸
賞
金
（
御

褒
美
）
の
大
幅
な
増
額
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、⽛
自
今
以
後
ハ
伴

天
連
に
銀
三
百
枚
（
百
枚
の
増
）、
い
る
ま
ん
ニ
弐
百
枚

同
宿
其
外
宗
旨
之

族
（
キ
リ
シ
タ
ン
）
ハ
、
或
五
十
枚
或
三
拾
枚
⽜
へ
の
増
額
と
な
る
。

⑤
は
中
原
町
の
三
右
衛
門
夫
婦
の
宗
門
手
形
で
あ
り
、
浄
土
宗
大
松
寺
の

檀
（
旦
）
那
で
あ
る
宗
旨
手
形
の
形
態
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
寺
請
手
形
が
夫
婦

で
あ
っ
て
も
一
人
一
枚
づ
つ
発
行
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
寺
請
け
手
形
の
厳
格
な
改

め
、つ
ま
り
戸
籍
簿
を
表
示
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

次
の
⑥
は
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
二
月
に
提
出
さ
れ
た
宗
賢
院
の
寺
請

手
形
で
あ
り
、
村
落
共
同
体
を
構
成
す
る
二
十
四
檀
那
（
＝
旦
那
）
と
そ
の

家
族
と
金
用
院
弟
子
共
の
寺
請
手
形
を
代
官
成
瀬
五
左
衛
門
へ
提
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

ま
た
⑦
は
同
じ
総
世
寺
末
寺
宗
賢
院
の
寺
請
手
形
が
羽
鳥
村
名
主
八
郎
右

衛
門
か
ら
代
官
成
瀬
五
左
衛
門
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
家
族
（
夫
婦
・
子

供
）
の
代
々
寺
の
旦
那
に
相
違
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
こ
の
⑥
の
資

料
価
値
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
は
⽛
御
法
度
之
吉
利
支
丹
并
不
受
不
施
ニ
而

ハ
無
御
座
候
⽜
の
内
容
で
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
中
に
邪
宗
門
へ
の
改

め
も
含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
は
⑤
、
⑥

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
へ
の
改
め
、
そ
の
僉
議
は
本
末
寺
の

垂
直
的
組
織
の
末
端
に
迄
に
及
び
、
国
民
の
一
人
一
人
を
対
象
に
す
る
ほ
ど

の
徹
底
ぶ
り
で
あ
る
。
⑤
、
⑥
の
総
世
寺
末
寺
宗
賢
院
の
寺
請
手
形
は
徳
川

幕
府
の
小
農
（
一
町
歩
）の
家
族
構
成
を
表
し
、
夫
婦
と
子
供
を
単
位
と
す
る

単
数
家
族
制
の
発
展
を
示
し
、
中
世
の
下
人
を
含
む
複
数
大
家
族
制
か
ら
脱

皮
し
、
近
世
に
お
け
る
単
数
家
族
制
へ
の
移
行
を
示
し
て
い
る
（
⑥
の
資
料
）。

⑥
と
⑦
の
資
料
は
次
の
寺
請
手
形
で
あ
る
。

⑥
八
三

手
形
之
事

一
、
羽
鳥
村
成
瀬
五
左
衛
門
殿
御
代
官
所
ニ
宗
賢
院
旦
那
分

八
郎
右
衛
門
妻
子
共
、
清
兵
衛
妻
子
共
、
平
右
衛
門
妻
子
共
、
佐
兵
衛
妻
子

共
、
権
七
郎
妻
子
共
、
与
五
兵
衛
妻
子
共
、
二
郎
右
衛
門
妻
子
共
、
惣
兵
衛

妻
子
共
、
太
郎
右
衛
門
妻
子
共
、
九
郎
右
衛
門
妻
子
共
、
十
三
郎
妻
子
共
、

藤
右
衛
門
妻
子
共
、
二
郎
左
衛
門
妻
子
共
、
利
右
衛
門
妻
子
共
、
二
郎
兵
衛

妻
子
共
、
安
右
衛
門
妻
子
共
、
藤
五
郎
妻
子
共
、
三
左
衛
門
妻
子
共
、
権
左

衛
門
妻
子
共
、
庄
左
衛
門
妻
子
共
、
七
郎
左
衛
門
妻
子
共
、
市
左
衛
門
妻
子

共
、
善
九
郎
妻
子
共
、
市
郎
右
衛
門
妻
子
共
、
金
用
院
弟
子
共

右
之
人
数
代
々
禅
宗
に
て
宗
賢
院
ニ
紛
無
御
座
候
、
若
御
法
度
ノ
宗
門
と

申
者
御
座
候
ハ
ヽ
、
拙
僧
罷
出
何
時
成
共
申
分
可
仕
候
、
為
後
日
仍
如
件
、

寛
文
五

（
一
六
六
五
）

年
巳
二
月
十
二
日

大
庭
之
内
城
村

宗
賢
院

羽
鳥
村

泉
誉
㊞

名
主
八
郎
右
衛
門
殿
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⑦
八
四

指
上
申
旦
那
請
手
形
之
事

一
、
羽
鳥
村
次
郎
兵
衛
同
妻
子
共
代
々
禅
宗
宗
賢
院
旦
那
ニ
而
御
座
候
、
右

之
通
次
郎
兵
衛
儀
代
々
禅
宗
ニ
紛
無
御
座
候
、
御
法
度
之
吉
利
支
丹
幷
不

受
不
施
ニ
而
ハ
無
御
座
候
、
若
御
僉
義
之
宗
旨
と
申
候
も
の
御
座
候
ハ
ヽ
、

何
方
迄
も
拙
僧
罷
出
申
分
可
仕
候
、
為
後
日
仍
如
件
、

寛
文
九

（
一
六
六
九
）

年
酉
四
月

相
州
小
田
原

総
世
寺
末
寺

相
州
大
庭
村

禅
宗

宗
賢
院

成
瀬
五
左
衛
門
殿

羽
鳥
村

名
主

八
郎
右
衛
門

右
之
通
少
も
相
違
無
御
座
候
、

キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
が
農
村
共
同
体
の
全
員
を
改
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
次

の
資
料
⑧
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
。

⑧
二
〇
二

指
上
申
手
形
之
事

一
、
き
り
志
た
ん
宗
門
之
儀
累
年
御
法
度
被
仰
付
候
へ
共
、
所
〻
よ
里
阿
ら

ハ
連
罷
出
候
ニ
付
此
度
又
〻
御
法
度
被
仰
付
候
、
町
方
在
〻
の
所
〻
共
ニ

名
主
組
頭
五
人
共
ニ
致
中
間
与
随
分
穿
鑿
仕
候
、
町
方
在
〻
村
々
者
不
及

申
ニ
召
遣
候
者
共
迄
堅
穿
鑿
可
仕
候
、
若
わ
き
〳
〵
に
て
も
あ
や
し
き
も

の
と
及
見
申
候
者
ひ
そ
か
に
御
注
進
可
申
上
候
、
見
逃
シ
聞
の
か
し
申
候

而
わ
き
よ
里
訴
人
御
座
候
ハ
ヽ
、
本
人
之
義
ハ
不
及
申
ニ
五
人
組
名
主
組

頭
迄
何
様
之
御
法
度
ニ
被
仰
付
候
共
、
少
も
御
恨
ニ
存
間
敷
候
、
被
仰
渡

候
御
法
度
之
趣
委
細
承
届
ケ
申
候
、
為
後
日
名
主
五
人
組
手
形
連
判
を
以

指
上
申
候
、
仍
如
件
、

寛
文
元

（
一
六
六
一
）

年
丑
七
月
日

（⽛
藤
沢
市
史
⽜
第
一
巻

九
一
二
頁
)

キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
検
査
と
そ
の
改
め
に
お
い
て
見
逃
し
や
他
か
ら
の
告

発
が
あ
っ
た
場
合
、⽛
本
人
之
義
ハ
不
及
申
ニ
五
人
組
名
主
組
頭
迄
何
様
之

御
法
度
ニ
被
仰
候
共
、
少
も
御
恨
ニ
存
間
敷
候
⽜
と
告
げ
る
。

在
所
の
末
端
に
迄
、
さ
ら
に
家
族
の
一
人
一
人
へ
の
改
め
と
そ
の
検
査
は

国
民
国
家
の
成
立
、
発
展
に
お
い
て
不
可
欠
な
戸
籍
係
の
行
政
機
構
の
発
展

を
示
し
、
と
同
時
に
、
徳
川
幕
府
と
寺
社
の
共
同
政
策
に
よ
っ
て
初
め
て
果

さ
れ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
徳
川
幕
府
と
寺
社
と
の
共
同
政
策
は

キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
全
国
的
展
開
を
徹
底
的
に
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
徳
川
幕
府
と
寺
社
の
共
同
政
策
は
政
教
一
致
に
よ
っ
て
鉄
の
如
く
強
靭

化
さ
れ
、
精
神
的
思
想
的
共
同
体
意
識
を
育
む
こ
と
と
な
る
。

⚕

神
仏
習
合
と
政
教
一
致
体
制
の
成
立

寺
社
の
寺
請
け
制
が
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
を
全
国
の
末
端
の
在
町
に
ま
で
実

施
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
寺
社
の
行
政
機
関
（
戸
籍
係
）
と
し
て
の
役
割

に
よ
っ
て
果
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
寺
社
が
徳
川
幕
府
の
末
端

行
政
機
構
と
し
て
の
役
割
を
果
す
た
め
に
は
、
幕
府
の
支
配
精
神
と
同
じ
思

想
・
精
神
を
共
有
す
る
こ
と
を
不
可
欠
と
さ
れ
る
。
幕
府
と
寺
社
と
の
有
機

的
構
成
は
政
教
一
致
体
制
に
よ
っ
て
果
さ
れ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
を
共
同
政
策
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
は
政
教
一
致
体
制

の
成
立
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
と
寺
社
の

共
同
政
策
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
実
施
の
中
で
培つ

ち
か

わ
れ
る
政
教
一
致
体
制

の
象
徴
と
し
て
発
動
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
徳
川
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁

令
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
政
教
一
致
体
制
の
構
築
を
慶
長
十
八
年

（
一
六
一
三
）
の
⽛
伴
天
連
追
放
文
⽜
の
中
で
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
す
る
。
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慶
長
十
八
年
丑
年
十
二
月

伴
天
連
追
放
文

…
…
神
興
レ
佛
其
名
異
而
其
趣
一
者
恰
如
レ
合
二
符
節
一
上
古
緇
糸
各
蒙
神
助
一

航
二
大
洋
一
而
遠
入
二
震
旦
一
求
二
佛
家
之
法
一
求
二
仁
道
之
教
一
孜
々
屹
々
而
内

外
之
典
籍
負
将
来
後
来
之
末
学
師
々
相
承
的
々
傳
受
佛
法
之
昌
盛
超
二
越
於
異

朝
一
豈
是
非
二
佛
法
東
漸
平
爲
吉
利
支
丹
之
徒
党
適
来
二
日
本
一
啻
渡
二
商

船
一
而
通
二
資
財
一
叨
欲
下
弘
二
邪
法
一
惑
二
正
宗
一
以
改
上
二
域
中
之
政
一
是
大
禍

之
萠
也
不
レ
可
レ
不
レ
制
矣
日
本
者
神
国
仏
国
而
尊
レ
神
敬
レ
佛
専
仁
義
之
道
一

匡
二
善
悪
之
法
一
有
二
過
犯
之
輩
一
隨
二
其
軽
重
一
行
二
墨
劓
剕
宮
大
辟
之
五
刑
一

…
…
全
二
其
身
一
乃
是
敬
神
也
早
斤
二
彼
邪
法
一
彌
昌
二
吾
正
法
一
世
既
雖
レ
及
二

澆
季
一
益
二
神
道
佛
法
紹
隆
之
善
正
一
也
一
天
四
海
宜
二
承
知
一
莫
敢
違
失
一
矣

将
軍
秀
忠
様
之
御
印
也
日
本
国
中
諸
人
可
レ
存
二
此
旨
一
之
御
事
也

（⽛
徳
川
禁
令
考
⽜
第
五
帙
122
頁
)

伴
天
連
追
放
令
は
神
風
の
日
本
に
於
い
て
神
仏
習
合
の
力
に
よ
っ
て
邪
宗

門
た
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
追
放
と
そ
の
壊
滅
を
果
せ
る
の
で
あ
り
、
政
教
一
致

体
制
の
発
達
を
要
請
す
る
。
つ
ま
り
伴
天
連
追
放
は
⽛
益
二
神
道
佛
法
紹
隆

之
善
政
一
也
⽜
と
結
論
づ
け
る
。
こ
う
し
た
伴
天
連
追
放
の
為
、
神
国
で
あ

る
日
本
の
神
は
遠
く
⽛
震
旦
⽜
へ
航
海
し
、
仏
と
そ
の
経
典
を
伴
っ
て
帰
国

す
る
。
と
い
う
の
も
、
仏
の
教
え
は
⽛
仁
道
之
教
⽜
を
基
本
と
す
る
か
ら
で

あ
る
。
他
方
神
の
教
え
は
陰
陽
道
に
基
づ
く
⽛
聖
霊
⽜⽛
之
教
⽜
え
で
あ
る
。

他
方
、
伴
天
連
の
教
え
は
日
本
へ
航
海
す
る
商
船
に
資
財
を
積
み
、
そ
の
商

取
引
を
通
し
て
邪
法
を
弘
め
、
日
本
国
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
大
禍
の
災
い
を

も
た
ら
す
も
の
と
見
做
す
。
こ
う
し
た
伴
天
連
の
征
服
と
信
仰
に
対
し
て
、

日
本
の
対
応
は
神
仏
習
合
の
政
教
一
致
体
制
に
よ
る
⽛
善
政
⽜
で
迎
え
討
つ

宗
教
戦
争
と
位
置
づ
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
伴
天
連
に
対
し
て
⽛
日
本
者
神

国
佛
国
而
尊
レ
神
敬
レ
佛
専
二
仁
義
之
道
一
⽜
の
信
仰
心
で
対
応
す
る
こ
と
が

神
仏
習
合
と
政
教
一
致
体
制
の
成
立
す
る
背
景
と
な
り
、
こ
こ
に
、
伴
天
連

に
対
す
る
幕
府
と
寺
社
の
共
同
政
策
が
確
立
さ
れ
、
徳
川
幕
府
の
強
靭
な
政

治
構
造
を
特
色
づ
け
る
こ
と
と
な
る
。

何
故
徳
川
幕
府
は
そ
の
二
百
六
十
年
余
り
の
歴
史
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な

伴
天
連
に
対
し
て
全
国
を
あ
げ
て
宗
教
戦
争
に
近
い
非
常
時
体
制
で
対
応
し

よ
う
と
す
る
の
か
と
い
う
問
題
を
考
え
る
と
、
国
際
的
な
先
進
国
に
よ
る
植

民
地
支
配
の
問
題
が
背
景
と
し
て
浮
か
び
あ
が
る
。
と
い
う
の
も
、
十
五
世

紀
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
世
界
史
上
の
大
航
海
時
代
が
開
始
さ
れ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
、
と
り
わ
け
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ギ
リ

ス
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
等
が
ア
フ
リ
カ
、
南
ア
メ
リ
カ
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
、

と
り
わ
け
、
樺
太
、
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
極
東
、
東
南
ア
ジ
ア
へ

進
出
し
、
次
々
と
占
領
地
を
植
民
地
化
す
る
商
業
革
命
で
富
裕
国
を
競
う
第

一
次
植
民
地
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
ス
ペ
イ
ン
は
コ
ロ
ン

ブ
ス
の
南
ア
フ
リ
カ
、
と
く
に
ペ
ル
ー
の
イ
ン
カ
帝
国
、
さ
ら
に
メ
キ
シ
コ

の
諸
地
域
を
占
領
し
、
金
銀
鉱
山
と
そ
の
莫
大
な
金
銀
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
母

国
へ
も
た
ら
す
。
こ
れ
ら
占
領
さ
れ
た
ペ
ル
ー
、
メ
キ
シ
コ
、
或
い
は
ア
フ

リ
カ
諸
国
は
植
民
地
へ
編
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
大
航
海
時
代
に
お
い
て
黄

金
の
国
と
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
る
日
本
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
植
民
地
化
へ
の
可
能
性
を
色
濃
く
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
日
本
は
黄

金
の
国
と
見
做
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
進
国
は
日
本
と
の
貿
易
を
希
望
し
、

キ
リ
シ
タ
ン
を
も
送
り
込
む
勢
い
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
ス
ペ

イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
等
は
日
本
へ
の
貿
易
を
巡
っ

て
対
立
を
深
め
て
い
た
。
こ
の
第
一
次
植
民
地
戦
争
と
ス
ペ
イ
ン
帝
国
の
繁

栄
は
徳
川
家
康
、
秀
忠
親
子
の
恐
怖
を
大
き
く
す
る
の
で
あ
る
。
後
述
す
る

よ
う
に
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
、
東
南
ア
ジ
ア
は
第
二
次
航
海
時

代
の
植
民
地
戦
争
期
を
迎
え
、
特
に
ロ
シ
ア
の
東
方
政
策
に
よ
る
ア
ラ
ス
カ
、

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
ア
ム
ー
ル
川
流
域
、
樺
太
、
北
海
道
へ
の
航
海
が
大
規
模

化
し
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
形
で
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ

ン
ダ
、
ド
イ
ツ
等
が
中
近
東
及
び
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
植
民
地
化
を
進
め
、
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と
り
わ
け
中
国
、
日
本
へ
の
進
出
を
計
り
、
第
二
次
植
民
地
戦
争
を
展
開
す

る
。
こ
の
第
二
次
植
民
地
戦
争
は
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
イ
ン
ド
支
配
と
ロ
シ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
中
国
へ
の
植
民
地
支
配
を
育
ん
だ
。
他
方
、
欧
米

諸
国
の
日
本
へ
の
進
出
は
徳
川
幕
府
を
危
機
に
陥
れ
、
孝
明
天
皇
と
徳
川
家

定
と
の
対
抗
の
中
か
ら
明
治
維
新
へ
移
行
す
る
契
機
と
な
る
。
こ
の
第
二
次

植
民
地
戦
争
の
時
代
に
お
い
て
、
徳
川
幕
府
の
崩
壊
を
導
い
た
の
は
尊
王
攘

夷
論
（
水
戸
斉
昭
）
と
開
国
（
井
伊
直
弼
）
論
の
対
立
に
基
因
す
る
。
し
か

し
、
徳
川
幕
府
の
初
期
に
直
面
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
は
世
界
史
の
大
航
海

時
代
、
さ
ら
に
商
業
革
命
に
背
を
向
け
、
小
農
を
中
心
に
す
る
純
粋
封
建
制

を
維
持
し
続
け
、
世
界
の
後
進
国
へ
没
落
す
る
原
因
と
な
る
。
と
は
い
え
、

徳
川
幕
府
の
成
立
期
の
第
一
次
植
民
地
戦
争
（
十
六
世
紀
）
と
崩
壊
期
の
第

二
次
植
民
地
戦
争
（
十
九
世
紀
）
と
は
内
的
に
繋
が
っ
て
い
る
の
は
キ
リ
シ

タ
ン
禁
教
へ
の
一
貫
し
た
対
策
で
あ
り
、
こ
の
長
期
に
亘
る
宗
教
政
策
は
ま

さ
に
に
日
本
の
歴
史
の
特
異
性
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
外
の
伴
天
連
と
内
の
神
仏
習
合
と
の
宗
教
戦
争
は
徳
川
幕

府
に
鎖
国
へ
の
道
を
選
択
さ
せ
、
ま
た
、
神
仏
習
合
に
基
づ
く
政
教
一
致
体

制
へ
の
強
靭
化
を
余
儀
な
く
し
て
、
世
界
の
発
達
か
ら
孤
立
化
し
、
脆
弱
性

を
深
め
る
原
因
と
な
る
。
か
く
て
、
徳
川
幕
府
は
対
外
的
な
鎖
国
化
と
対
内

的
に
内
向
き
の
政
教
一
致
体
制
の
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
。
二
百
六
十
年
の

長
期
政
権
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
外
的
に
中
国
清
朝

へ
の
隠
れ
蓑
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
発
展
し
続
け
た
こ
と
と
、
内
的
に
は
政

教
一
致
体
制
に
よ
る
国
民
的
政
権
と
し
て
の
強
靭
性
に
よ
る
の
で
あ
る
。

⚖

伝
統
的
七
大
宗
派
の
宗
法
と
幕
府
の
寺
社
法

徳
川
幕
府
は
寺
社
と
の
共
同
政
策
を
進
め
、
寺
社
を
行
政
機
構
の
末
端
に

編
成
し
、
国
民
国
家
と
し
て
統
一
政
権
を
確
立
す
る
点
で
近
世
の
新
し
い
時

代
を
築
く
の
で
あ
る
。
近
世
仏
教
は
徳
川
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
を
共
同

政
策
と
し
て
推
進
し
、
幕
府
へ
の
戸
籍
係
と
し
て
の
行
政
機
構
に
編
入
さ
れ
、

と
同
時
に
寺
請
け
制
に
よ
っ
て
国
民
的
宗
教
と
し
て
確
立
す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
徳
川
幕
府
は
寺
社
政
策
と
し
て
第
一
に
本
末
寺
院
の
垂
直

的
組
織
を
確
立
し
、
上
下
関
係
の
有
機
的
構
成
を
確
立
す
る
こ
と
を
重
点
政

策
と
す
る
。
寺
社
政
策
の
第
二
点
目
は
本
末
寺
の
上
下
格
差
を
修
業
年
数
、

学
歴
格
差
、
身
分
的
上
下
関
係
、
住
職
・
紫
衣
関
係
の
上
下
等
を
確
立
し
、

本
寺
か
ら
末
寺
へ
の
支
配
・
命
令
系
統
を
法
的
に
保
証
し
、
秩
序
づ
け
よ
う

と
す
る
。
そ
し
て
、
第
三
の
幕
府
の
寺
社
政
策
は
寺
社
数
の
増
加
を
抑
制
す

る
た
め
、
新
寺
社
の
新
設
を
禁
止
、
或
い
は
抑
制
す
る
た
め
新
旧
寺
院
の
年

数
制
限
を
加
え
る
政
策
を
進
め
る
。

⑴
徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策
は
伝
統
的
七
大
宗
派
の
中
で
日
蓮
宗
の
異
端
派
で

あ
る
不
受
不
施
派
の
よ
う
に
⽛
自
讃
毀
他
⽜
の
よ
う
な
論
争
と
宗
派
の
衰
退

に
な
る
よ
う
な
争
い
を
自
制
す
べ
き
と
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
の
⽛
覚
⽜

で
次
の
よ
う
に
命
じ
る
。

一
一
七
三

寛
文
三
卯
年
十
一
月

覚
御
当
家
被
下
浄
土
宗
御
条
目
之
内
、
自
讃
毀
他
是
為
法
衰
之
因
諍
論
之
縁
、

堅
可
制
止
事
と
御
書
出
之
通
、
此
度
日
蓮
宗
之
同
前
被

仰
出
之
間
、
向
後
可

相
守
其
趣
、
若
於
違
背
輩
は
、
可
被
行
罪
科
旨
ニ
候
之
条
、
令
承
知
之
、
末
流

等
急
度
可
申
渡
者
也

（⽛
徳
川
禁
令
考
⽜
第
五
帙
)

さ
ら
に
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
の
⽛
定
⽜
は
㈠
で
神
社
の
掟
、
㈡
で

寺
社
の
定
め
、
そ
し
て
㈢
で
僧
侶
の
衣
と
住
職
、
及
び
寺
の
旦
那
の
権
限
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

一
一
七
四

寛
文
五
巳
年
七
月

㈠
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定

一
諸
社
之
禰
宜
、
神
主
等
専
学
神
祇
道
、
所
其
敬
之
神
體
彌
可
存
知
之
、
有
来

神
事
祭
禮
可
勤
之
、
向
後
於
令
怠
慢
は
、
可
取
放
神
職
事
、

一
社
家
位
階
、
従
前
々
以
傳
、
奏
、
遂
昇
進
輩
は
、
彌
可
為
其
通
事
、

一
無
位
之
社
人
可
着
白
張
、
其
外
之
装
束
は
以
𠮷
田
之
許
状
可
着
之
事

一
神
社
小
破
之
時
ハ
、
相
応
常
々
可
加
修
理
事
、

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

㈡
定

一
諸
宗
法
式
不
可
相
乱

一
不
レ
存
二
一
宗
法
式
一
之
僧
侶
、
不
可
為
寺
院
住
持
事
、

付
、
立
新
義
、
不
可
説
奇
怪
之
法
事

一
本
末
之
規
式
不
可
乱
之
、
縦
雖
為
本
寺
、
対
末
寺
不
可
有
理
不
盡
之
沙
汰
事

一
檀
越
之
輩
雖
為
何
寺
、
可
任
其
心
、
従
僧
侶
方
不
可
相
争
事
、

一
結
徒
党
、
企
闘
諍
、
不
似
合
事
業
不
可
仕
事

一
背
国
法
輩
到
来
之
節
、
於
有
其
届
、
無
異
儀
可
返
事
、

一
寺
院
仏
閣
修
覆
之
時
、
不
可
及
美
麗
事
、

一
寺
領
一
切
不
可
売
買
之
、
并
不
可
入
于
質
物
事
、

一
無
由
緒
者
雖
有
弟
子
之
望
、
猥
不
可
令
出
家
、
若
無
拠
子
細
有
之
は
、
其
所

之
領
主
、
代
官
之
相
断
、
可
任
其
意
事
、

右
条
々
、
諸
宗
共
可
堅
守
之
、
此
外
先
判
之
条
数
彌
不
可
相
背
之
、
若
於
違
犯

ハ
、
隨
科
之
軽
重
可
沙
汰
之
、
猶
戴
下
知
状
者
也
、

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

㈢
条
々

一
僧
侶
之
衣
体
応
其
分
際
可
着
之
、
并
佛
事
作
善
之
儀
式
檀
那
雖
望
之
、
相
応

軽
可
仕
事
、

一
檀
方
建
立
由
緒
有
之
寺
院
住
職
之
儀
は
、
為
其
檀
那
計
之
条
、
従
本
寺
遂
相

談
、
可
任
其
意
候
事
、

一
以
金
銀
不
可
致
後
住
之
契
約
事
、

一
借
在
家
、
構
佛
檀
、
不
可
求
利
用
事
、

一
他
人
ハ
勿
論
、
親
類
之
好
雖
有
之
、
寺
院
坊
舎
女
人
不
可
拘
置
之
、
但
有
来

妻
帯
は
可
為
各
別
事
、

右
条
々
、
可
相
守
之
、

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

寺
社
法
の
対
象
と
な
る
宗
教
は
伝
統
的
七
宗
を
対
象
と
す
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
宗
派
の
宗
法
で
本
末
寺
の
秩
序
の
確
立
を
第
一
の
要
件
と
す
る
の

で
伝
統
的
宗
法
の
厳
格
な
維
持
を
求
め
、⽛
新
義
⽜
或
い
は
⽛
奇
怪
之
法
事
⽜

を
禁
止
す
る
。
そ
の
上
で
、
二
条
は
⽛
本
末
之
規
式
不
乱
之
⽜
こ
と
と
を
求

め
る
。
さ
ら
に
本
寺
は
末
寺
に
対
し
て
⽛
不
盡
之
沙
汰
⽜
を
す
る
こ
と
を
禁

止
す
る
。
第
三
条
は
檀
那
が
寺
の
為
に
尽
す
こ
と
に
対
し
、
僧
侶
の
間
で

⽛
争
う
べ
き
で
な
い
⽜
こ
と
を
諭さ

と

す
の
で
あ
る
。
三
条
は
本
末
寺
間
で
結
社

し
て
争
う
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
第
五
条
は
重
要
な
条
項
で
あ
り
、
国
法
に

背
く
者
は
直
ち
に
役
所
に
届
け
、
或
い
は
連
絡
と
報
告
を
義
務
づ
け
る
。
第

六
条
は
寺
社
の
修
理
を
⽛
軽
く
⽜
或
い
は
規
模
を
⽛
縮
少
⽜
す
べ
き
で
あ
る

と
求
め
る
。
第
七
条
は
寺
社
の
土
地
を
売
買
し
た
り
、
質
入
れ
す
る
こ
と
を

禁
止
す
る
。

要
す
る
に
、
寺
社
は
伝
統
の
定
め
を
守
り
続
け
、
幕
府
の
寺
社
政
策
に
従

い
、
さ
ら
に
檀
那
の
配
慮
を
優
先
し
、
ま
た
、
末
寺
の
住
職
の
任
命
に
つ
い

て
は
本
寺
と
檀
那
に
任ま

か

す
べ
き
で
あ
る
と
定
め
る
の
で
あ
る
。

幕
府
の
寺
社
政
策
は
こ
れ
ら
伝
統
的
宗
法
の
定
め
と
そ
の
現
状
維
持
に
重

点
を
置
き
、
新
し
い
寺
社
の
設
立
と
造
営
の
禁
止
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
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⚗

旧
地
で
の
寺
社
の
造
営
と
規
制

徳
川
幕
府
は
寺
社
数
の
現
状
維
持
を
寺
社
政
策
の
柱
の
一
つ
に
位
置
づ
け
、

新
地
で
の
寺
社
造
営
の
禁
止
と
十
八
年
経
る
旧
地
に
は
造
営
を
許
可
す
る
こ

と
を
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
七
月
に
次
の
よ
う
に
命
じ
る
。

一
一
八
三

元
禄
五
申
年
七
月

覚

只
今
迄
有
来
新
地
之
寺
院
は
御
赦
免
之
、
向
後
古
跡
同
意
ニ
被
仰
付
、
自
今
以

後
、
新
地
之
寺
院
堅
御
停
止
之
旨
被

仰
出
候
、

（⽛
徳
川
禁
令
考
⽜
第
五
帙
611
ｐ
)

同
じ
年
の
十
一
月
に
は
新
地
か
ら
古
跡
に
昇
格
し
た
所
に
伝
統
的
七
大
宗

派
寺
院
に
対
し
⽛
都
合
百
四
十
六
ヶ
寺
⽜
の
新
設
造
営
を
次
の
よ
う
に
許
可

し
、
幕
府
の
寺
社
政
策
を
実
施
し
た
。

徳
川
禁
令
考

第
五
帙

元
禄
五
年
十
一
月

新
地
を
古
跡
ニ
被
付
覚

天
台
宗

二
ヶ
寺

真
言
宗

四
ヶ
寺

禅
宗

四
十
九
ヶ
寺

十
五
ヶ
寺

一
ヶ
寺

五
山
派

大
徳
寺
派

内

浄
土
宗

三
十
ヶ
寺

五
ヶ
寺

廿
八
ヶ
寺

妙
心
寺
派

曹
洞
宗

一
向
宗

廿
ヶ
寺

三
十
八
ヶ
寺

日
蓮
宗

内
七
ヶ
寺

西

十
三
ヶ
寺

東

都
合
百
四
十
六
ヶ
寺

右
有
来
候
新
地
之
寺
院
今
度
古
跡
被
仰
付
候

向
後
新
地
取
立
候
儀
御
停
止
候

間
可
得
其
意
候
旨
寺
社
奉
行
中
江
老
中
牧
野
備
後
守
列
座
申
渡
之

（⽛
徳
川
禁
令
考
⽜
第
五
帙
37
頁
)

伝
統
的
七
大
宗
派
が
旧
地
に
な
っ
た
土
地
に
新
寺
社
を
造
営
す
る
こ
と
は

許
可
さ
れ
た
が
、
そ
の
造
営
寺
社
類
の
順
位
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

⑴
真
言
宗
四
十
九
ヶ
寺

⑴
禅
宗

四
十
九
ヶ
寺

⑵
曹
洞
宗
三
十
八
ヶ
寺

⑶
浄
土
宗
三
十
ヶ
寺

⑷
一
向
宗
廿
ヶ
寺

⑷
日
蓮
宗
廿
ヶ
寺

⑸
天
台
宗
二
ヶ
寺

⚘

伝
統
的
七
大
宗
派
の
本
末
寺
間
序
列
と
宗
法

徳
川
幕
府
は
寺
社
政
策
と
し
て
本
寺
と
末
寺
と
の
伝
統
的
序
列
と
優
位
に

あ
る
本
寺
の
定
め
、
本
寺
の
規
則
、
学
頭
、
別
当
の
指
示
、
命
令
、
修
業
方

法
、
年
数
、
宗
法
に
従
う
こ
と
を
法
律
で
命
じ
る
。
伝
統
的
七
大
宗
派
の
本

末
寺
序
列
と
そ
の
宗
法
に
つ
い
て
次
に
検
討
す
る
。

㈠
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
二
）
の
関
東
天
台
宗
の
法
度

関
東
天
台
宗
は
第
一
条
で
本
末
寺
間
の
上
下
序
列
に
つ
い
て
⽛
諸
末
寺

不
レ
可
レ
有
レ
背
二
本
寺
之
命
一
事
⽜
と
宗
法
で
固
く
戒
め
て
、
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

慶
長
十
八
年
丑
年
八
月
廿
八
日

関
東
天
台
宗
法
度

一
諸
末
寺
不
レ
可
レ
有
レ
背
二
本
寺
之
命
一
事

一
不
レ
遂
二
関
東
本
寺
衆
議
一
而
従
二
山
門
一
直
不
レ
可
レ
受
二
証
文
一
事
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一
一
山
之
学
頭
別
当
并
衆
徒
有
下
任
二
雅
意
一
族
上
者
於
二
本
寺
一
速
可
レ
遂
二
裁

許
一
事

（⽛
徳
川
禁
令
考
⽜
第
五
帙
65
─
66
頁
)

徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策
は
本
末
寺
間
序
列
へ
の
秩
序
あ
る
伝
統
的
編
成
を

持
続
す
る
際
、
同
時
に
、
人
的
序
列
の
編
成
を
も
伝
統
的
世
襲
制
の
継
続
を

原
理
原
則
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
二
条
は
本
寺
の
学
頭
、
別
当
そ
し
て
末
寺

の
住
職
、
衆
徒
間
の
身
分
的
な
意
義
申
立
に
対
し
て
⽛
本
寺
の
裁
許
⽜
を
優

先
す
る
こ
と
を
定
め
て
、
本
末
寺
間
の
身
分
的
序
列
の
上
下
関
係
を
規
定
し

て
い
る
。

徳
川
幕
府
は
本
末
寺
間
の
紛
争
、
掟
書
、
身
分
、
裁
許
に
つ
い
て
本
寺
の

決
定
、
定
め
を
優
先
す
る
寺
社
政
策
を
🄐
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
と
🄑
寛

保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
次
々
と
命
じ
、
本
末
寺
間
の
上
下
編
成
の
秩
序
化

と
身
分
的
序
列
化
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

🄐
一
一
九
二

享
保
七
寅
年
九
月

此
度
諸
宗
本
山
よ
り
諸
寺
院
へ
掟
書
指
出
候
、
依
之
自
今
法
事
之
節
ハ
勿
論
、

常
々
饗
応
等
軽
く
可
取
計
候
間
、
俗
家
に
お
い
て
鹿
末
之
仕
方
と
被
存
間
敷

候
、
惣
て
法
事
を
始
、
其
外
寺
院
に
懸
合
候
儀
は
、
本
寺
之
掟
を
被
承
合
候

て
可
然
候
、
為
心
得
相
達
候
以
上
、

🄑
一
二
一
三

寛
保
元
酉
年
十
一
月

諸
宗
之
寺
院
本
末
論
、
或
録
役
座
階
法
系
住
番
世
牌
等
其
外
法
義
ニ
掛
リ
候

公
事
訴
訟
ハ
、
其
録
所
、
触
頭
、
本
寺
等
ニ
て
逐
一
吟
味
、
依
怙
贔
屓
無
之
、

可
令
裁
断
事
ニ
候

（⽛
徳
川
禁
令
考
⽜
第
五
帙
616
─
622
頁
)

伝
統
的
七
宗
派
は
徳
川
幕
府
の
成
立
を
契
機
に
し
て
、
近
世
仏
教
政
策
と

し
て
伝
統
的
本
末
寺
編
成
を
維
持
し
、
持
続
化
す
る
方
針
を
固
め
、
徳
川
幕

府
の
寺
社
政
策
の
行
政
機
関
と
し
て
の
組
織
と
し
て
機
能
さ
せ
る
べ
く
、
徳

川
幕
府
か
ら
寺
社
経
営
へ
の
財
政
・
金
融
的
援
助
を
受
け
て
、
経
営
基
盤
の

確
立
に
全
力
を
注
ご
う
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
次
に
、
伝
統
的
七
大
宗
派
の

本
末
寺
間
の
垂
直
的
編
成
と
上
下
序
列
に
つ
い
て
宗
法
を
取
り
あ
げ
る
が
、

そ
の
順
序
は
、
⑴
関
東
浄
土
宗
、
⑵
浄
土
宗
、
⑶
真
言
宗
、
⑷
禅
宗
、
そ
し

て
⑸
永
平
寺
の
順
と
な
る
。

⑴
慶
長
二
酉
年
九
月

関
東
浄
土
宗
法
度

一
従
二
前
々
一
本
末
以
二
当
位
之
意
趣
一
不
レ
可
レ
背
二
本
寺
一
事

一
諸
檀
所
之
学
徒
帰
二
当
院
一
以
後
於
二
他
門
他
法
一
者
可
レ
被
レ
処
二
厳
科
一

之
旨
入
寺
之
時
一
紙
可
レ
被
二
申
付
一
候

⑵
元
和
元
卯
年
七
月

浄
土
宗
諸
法
度

一
末
々
之
諸
寺
家
者
従
二
其
本
寺
一
可
レ
致
二
仕
置
一

若
有
二
理
不
尽
沙

汰
一
者
可
レ
為
二
本
寺
私
曲
一
事

⑶
元
和
元
卯
年
七
月

真
言
宗
諸
法
度
醍
醐
寺
江
被
下
之

一
諸
末
寺
可
レ
守
二
本
寺
之
法
度
一

若
有
二
法
流
不
レ
絶
儀
一
者
不
レ
求
二
他

流
一
可
レ
糺
二
自
門
濫
触
一
自
由
之
企
於
レ
有
レ
之
者
可
レ
改
一
易
寺
領
二
事

一
新
儀
之
僧
積
二
廿
ヶ
年
学
問
功
一
遂
二
住
山
三
ヶ
年
一
其
後
帰
国
法
談
可
レ

為
二
一
會
一
但
数
年
住
山
之
人
不
レ
有
二
教
道
器
量
之
誉
一
者
任
二
能
化
之

許
一
可
レ
令
二
常
々
法
談
執
行
一
事

⑷
禅
宗

慶
長
十
七
子
年
五
月
廿
八
日
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曹
洞
宗
法
度

一
不
レ
在
二
三
十
年
修
業
成
就
之
僧
一
不
レ
可
レ
立
二
法
幢
一
事

一
不
レ
遂
二
二
十
年
修
行
一
者
不
レ
可
レ
致
二
江
湖
頭
一
事

一
寺
中
追
放
之
悪
比
丘
於
二
諸
山
一
不
レ
可
レ
有
二
許
容
一
事

一
致
二
江
湖
頭
一
之
儀
不
レ
経
二
五
年
一
并
修
行
未
熟
之
僧
不
レ
可
二
転
衣
一
事

一
諸
末
寺
不
レ
可
レ
違
二
背
本
寺
之
法
度
一
事

元
和
元
年
七
月

⑸
永
平
寺
諸
法
度

一
開
山
忌
越
前
一
国
之
諸
末
寺
不
レ
残
可
二
出
仕
一

一
日
本
曹
洞
下
之
末
流
如
二
先
規
一
守
二
当
寺
之
家
訓
一
事

こ
れ
ら
伝
統
的
七
大
宗
派
は
ほ
ゞ
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
か
ら
寛
保
元

年
（
一
七
四
三
）
に
か
け
て
本
末
寺
の
序
列
編
成
と
身
分
的
上
下
関
係
を
確

立
し
、
徳
川
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
行
政
的
末
端
機
構
と
し
て
確
立
し

て
い
る
。
と
り
わ
け
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
で
の
改
め
は
末
寺
の
寺
請
手
形
の

発
行
に
よ
っ
て
在
町
の
隅
々
に
於
て
実
施
さ
れ
、
全
国
的
調
査
を
可
能
と
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

徳
川
幕
府
の
全
国
的
な
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
が
末
寺
の
寺
請
け
制
に
よ
っ
て

全
国
的
に
実
施
さ
れ
た
の
は
伝
統
的
七
大
宗
派
の
全
国
的
発
展
を
背
景
に
す

る
の
で
あ
り
、
今
や
寺
社
は
大
名
の
地
域
支
配
と
重
な
り
合
う
よ
う
に
全
国

的
組
織
と
し
て
発
達
す
る
こ
と
で
、
一
方
で
幕
府
と
の
共
同
政
策
を
担
い
、

他
方
で
政
教
一
致
体
制
の
発
達
で
幕
府
の
宗
教
・
政
治
体
制
を
担
う
強
靭
な

宗
教
集
団
と
し
て
機
能
す
る
。
こ
う
し
た
伝
統
的
七
大
宗
派
の
発
展
は
末
寺

の
全
国
的
な
配
置
に
よ
っ
て
可
能
に
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
末
寺
へ

の
支
配
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
本
寺
の
宗
教
的
且
つ
政
治
的
な
意
図
は
宗
教

の
発
展
の
上
か
ら
不
可
欠
な
要
請
と
な
る
。

⑴
関
東
浄
土
宗
の
宗
法
は
末
寺
に
対
し
て
本
寺
に
⽛
背
く
⽜
べ
か
ら
ず
と

定
め
、
さ
ら
に
、
学
僧
の
他
宗
門
で
の
修
学
を
⽛
厳
科
⽜
の
対
象
と
し
て
禁

止
す
る
。
本
寺
は
僧
修
業
を
義
務
づ
け
、
僧
侶
の
育
成
及
び
住
職
の
末
寺
へ

の
派
遣
を
本
寺
の
定
め
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

⑵
浄
土
宗
の
宗
法
は
末
寺
の
本
寺
へ
の
従
属
を
定
め
、
そ
の
上
で
、
末
寺

に
⽛
私
曲
⽜
を
押
し
つ
け
る
こ
と
を
本
寺
に
対
し
て
戒
め
て
い
る
。

⑶
真
言
宗
の
定
め
は
二
条
か
ら
成
り
、
一
条
目
は
末
寺
は
本
寺
の
宗
法
に

背
か
ず
、
法
流
を
絶た

や
さ
ぬ
よ
う
に
本
寺
で
修
業
を
務
め
る
べ
き
で
あ
る
と

規
定
す
る
。
第
二
条
は
本
寺
で
の
二
十
年
間
の
学
問
修
業
を
積
み
、
末
寺
の

三
ヶ
年
の
住
職
を
務
め
る
定
め
で
あ
る
。

⑷
曹
洞
宗
法
度
は
一
条
で
本
寺
で
の
⽛
三
十
年
修
業
⽜
を
義
務
づ
け
る
。

二
条
は
修
業
が
二
十
年
の
場
合
、
そ
の
僧
侶
は
⽛
江
湖
頭
⽜
に
就
任
で
き
な

い
定
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
条
は
末
寺
が
本
寺
の
法
度
に
違
反
行
為
す
る

こ
と
を
禁
じ
る
本
寺
優
位
の
条
項
で
あ
る
。

⑸
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
永
平
寺
諸
法
度
は
古
い
宗
法
で
、
二
条
か

ら
成
っ
て
い
る
。
第
一
条
は
本
寺
の
開
山
忌
に
は
末
寺
全
て
の
参
加
を
義
務

づ
け
、
本
末
寺
間
の
組
織
的
・
身
分
的
上
下
関
係
の
規
律
を
定
め
、
次
の
二

条
で
は
、
末
寺
の
本
寺
宗
法
の
定
め
を
厳
守
す
る
こ
と
を
求
め
る
内
容
で
あ

る
。以

上
の
よ
う
に
、
本
末
寺
間
秩
序
と
上
下
関
係
が
本
寺
の
宗
法
で
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
問
題
と
な
る
の
は
伝
統
的
七
大

宗
派
の
寺
院
経
営
の
安
定
と
健
全
性
で
あ
る
。
こ
の
寺
社
経
営
を
安
定
さ
せ

る
た
め
に
徳
川
幕
府
は
農
耕
地
、
山
林
及
び
町
内
地
等
の
土
地
を
与
え
（
＝

寄
付
）
る
朱
印
状
を
発
行
す
る
寺
社
政
策
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
。

Ⅱ
部

徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策
─
国
免
助
成
策

⚑

国
免
助
成
策
─
朱
印
状
に
よ
る
神
領
・
寺
領
の
下
付

徳
川
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
を
寺
社
と
の
共
同
政
策
で
本
末
寺
の
全
国
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内
組
織
を
通
し
て
全
国
的
規
模
で
実
施
し
、
檀
那
寺
の
寺
請
制
で
国
民
一
人

一
人
ま
で
改
め
る
の
に
全
力
を
注
ぐ
。
こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
は
徳
川
幕
府

の
成
立
期
か
ら
崩
壊
期
迄
の
二
百
六
十
年
余
り
に
実
施
さ
れ
、
効
果
を
あ
げ

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
徳
川
幕
府
と
寺
社
と
の
共
同
政
策
は
、
同
時
に
神

仏
習
合
に
基
づ
く
政
教
一
致
体
制
を
確
立
し
、
徳
川
幕
府
の
政
治
基
盤
の
確

立
に
寄
与
す
る
。
か
く
て
、
徳
川
幕
府
の
強
靭
化
に
寄
与
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
徳
川
幕
府
は
代
り
に
寺
社
経
営
の
安
定
と
発
展
に
寄
与
す
べ
く
財
政
・

金
融
の
資
金
援
助
と
資
金
調
達
を
通
し
て
寺
社
経
営
の
安
定
に
務
め
る
。
こ

の
寺
社
経
営
の
安
定
と
発
達
を
促
進
す
る
た
め
、
徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策
は

🄐
寺
社
の
小
修
理
へ
の
援
助
と
、
🄑
大
破
・
焼
失
・
造
営
の
大
修
理
へ
の
援

助
と
の
二
つ
に
分
け
て
対
応
し
よ
う
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
初
に
㈠
の

小
破
の
修
理
に
対
す
る
幕
府
の
援
助
・
支
援
を
取
り
上
げ
る
。

徳
川
幕
府
は
㈠
神
社
と
㈡
寺
と
に
分
け
て
、
朱
印
状
と
そ
の
土
地
下
付
を

行
な
う
。
こ
の
朱
印
状
の
土
地
は
寺
社
の
小
破
に
対
応
し
て
そ
の
修
理
料
金

を
見
込
で
多
め
の
土
地
を
下
付
す
る
。
最
初
に
㈠
神
社
か
ら
次
に
取
り
上
げ

る
。㈠

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
の
⽛
諸
社
禰
宣
神
主
法
度
⽜
の
四
条
で
⽛
神

社
小
破
之
時
其
相
応
常
々
可
レ
加
二
修
理
一
事
⽜
と
定
め
る
。
そ
し
て
三
条
は

⽛
神
領
一
切
不
レ
可
二
売
買
一
事
⽜
と
朱
印
状
に
基
づ
く
⽛
神
領
⽜
の
売
買
、
質

入
れ
を
禁
令
と
す
る
。
ま
た
、
一
条
は
禰
宣
、
神
主
の
学
問
修
業
を
義
務
づ

け
て
い
る
。
学
問
、
勤
務
へ
の
怠
慢
は
⽛
可
レ
取
二
放
神
職
一
⽜
と
、
解
雇
を

含
め
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

寛
文
五
年
七
月

諸
社
禰
宣
神
主
法
度

定

一
諸
社
之
禰
宣
神
主
等
専
学
二
神
祗
道
一
所
二
其
敬
一
之
神
体
彌
可
二
存
知
一
之

有
来
神
事
祭
禮
可
レ
勤
レ
之
向
後
於
レ
令
二
怠
慢
一
者
可
レ
取
二
放
神
職
一
事

一
無
位
之
社
人
可
レ
着
二
白
張
一
其
外
之
装
束
者
以
二
吉
田
之
許
状
一
可
レ
着
レ

之
一
神
領
一
切
不
レ
可
二
売
買
一
事

附
不
レ
可
レ
入
二
干
質
物
一
事

一
神
社
小
破
之
時
其
相
応
常
々
可
レ
加
二
修
理
一
事

右
之
条
々
可
二
堅
守
𥏶

之
若
違
犯
之
輩
於
レ
有
レ
之
者
隨
二
科
之
軽
重
一
可
二
沙

汰
一
者
也

（⽛
徳
川
禁
令
考
⽜
第
四
帙
10
頁
)

同
じ
寛
文
五
年
の
⽛
寺
社
所
領
朱
印
⽜
は
伊
勢
神
宮
を
含
め
て
十
二
通
の

朱
印
状
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
伊
勢
神
宮
の
土
地
下
付
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

㈠
大
神
宮
領
伊
勢
國
多
氣
郡
齋
宮
郷
中
村
上
野
村
竹
川
村
四
箇
村
三
千
四
百
石

度
會
郡
有
全
村
百
四
拾
石
都
合
三
千
五
百
四
拾
石
事
任
元
和
三
年
九
月
七
日

先
判
之
旨
兩
宮
全
収
納
永
不
可
有
相
違
之
状
如
件

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

御
朱
印

（⽛
徳
川
禁
令
考
⽜
第
四
帙
152
頁
)

㈠
十
二
通
の
内
の
一
通
が
こ
の
伊
勢
神
宮
（
内
宮
と
外
宮
）
へ
の
朱
印
状

で
伊
勢
国
の
う
ち
合
計
三
千
五
百
四
拾
石
を
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
伊

勢
神
宮
へ
の
領
地
（
神
領
）
と
し
て
下
付
し
、
小
破
へ
の
修
理
料
を
含
む
も

の
で
あ
る
。
こ
の
伊
勢
神
宮
の
他
に
、
神
社
は
㈡
鹿
嶋
大
明
神
社
、
㈢
熱
田

大
宮
、
㈣
加
茂
社
・
春
日
社
、
㈤
鹿
嶋
三
嶋
住
吉
社
の
計
五
神
社
で
、
次
の

朱
印
状
下
付
と
な
っ
て
い
る
。

㈡
鹿
嶋
大
明
神
社
領
常
陸
國
鹿
嶋
郡
之
内
所
々
散
有
都
合
貳
千
石
事
幷
社
中
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面
々
居
屋
敷
諸
役
等
免
除
任
慶
長
七
年
十
月
廿
六
日
之
目
録
元
和
三
年
三
月

廿
五
日
寛
永
十
三
年
十
一
月
九
日

先
判
之
旨
永
不
可
有
相
違
者
可
抽
國
家
安
全
之
悃
祈
者
也
仍
如
件

御
朱
印

㈢
熱
田
大
宮
司
領
尾
張
國
愛
智
郡
野
並
郷
七
百
拾
七
石
事
幷
山
林
竹
木
等
免
除

任
寛
永
五
年
七
月
廿
七
日
同
十
三
年
十
一
月
九
日
爾
先
判
之
旨
進
止
永
不
可

有
相
違
者
也
仍
如
件

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

御
朱
印

㈣
甲
斐
國
賀
茂
春
日
兩
社
領
山
梨
郡
加
茂
村
之
内
三
拾
石
五
斗
餘
事
幷
社
中
竹

木
諸
役
等
免
除
任
天
正
十
一
年
四
月
十
九
日
寛
永
十
九
年
九
月
十
七
日
兩
先

判
之
旨
永
不
可
有
相
違
者
也

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

御
朱
印

㈤
鹿
嶋
三
嶋
住
吉
社
領
相
摸
國
愛
甲
郡
林
郷
之
内
壹
石
五
斗
任
天
正
十
九
年
十

一
月
日
元
和
三
年
十
一
月
十
三
日
寛
永
十
三
年
十
一
月
九
日
先
判
之
旨
永
不

可
有
相
違
者
也

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

御
朱
印

（⽛
徳
川
禁
令
考
⽜
第
五
帙
152
─
153
)

こ
れ
ら
神
領
と
な
る
朱
印
状
に
よ
り
下
附
さ
れ
る
土
地
（
石
数
）
の
大
小

を
見
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

㈠
伊
勢
神
宮
─
三
千
五
百
四
拾
石

㈡
鹿
嶋
大
明
神
社
─
貳
千
石

㈢
熱
田
大
宮
社
─
七
百
拾
七
石

㈣
甲
斐
国
賀
茂
社
・
春
日
社
─
三
拾
石
五
斗

㈤
鹿
嶋
三
嶋
住
吉
社
─
壱
石
五
斗

こ
れ
ら
五
社
の
神
領
の
中
に
は
山
林
を
含
ま
な
い
故
、
小
規
模
な
神
領
と

な
っ
て
い
る
。
山
林
は
何
万
、
何
千
坪
に
及
ん
で
い
る
が
、
神
領
の
土
地
は

年
貢
の
米
穀
を
中
心
に
す
る
も
の
で
寺
社
経
営
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

次
に
寺
社
に
つ
い
て
下
付
さ
れ
る
土
地
＝
寺
領
の
大
小
を
以
下
見
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

⚒

寺
の
小
破
に
対
す
る
幕
府
の
朱
印
状
の
下
付

こ
れ
は
次
の
七
通
と
な
る
。

㈥
比
叡
山
延
暦
寺
領
近
江
國
滋
賀
郡
之
内
所
々
都
合
五
千
石
事
任
慶
長
十
三
年

七
月
十
七
日
同
八
月
八
日
寛
永
十
三
年
十
一
月
九
日
先
判
幷
目
録
之
旨
永
不

可
有
相
違
者
可
抽
國
家
安
泰
之
梱
祈
之
状
如
件

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

右
大
臣
正
二
位
源
朝
臣

御
書
判

㈦
当
院
領
山
城
國
愛
宕
郡
所
々
散
在
都
合
七
百
三
石
貳
斗
餘
内
五
百
石
方
丈
領

貳
百
三
石
貳
斗
餘
役
者
方

事
幷
寺
中
門
前
守
護
使
不
入
山
林
竹
木
諸
役
等
免
除
任
慶
長
八
年
十
月
六
日

元
和
三
年
七
月
廿
一
日
寛
永
十
三
年
十
一
月
九
日
先
判
之
旨
永
不
可
有
相
違

之
状
如
件

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

御
朱
印

知

恩

院

㈧
金
剛
峯
寺
領
紀
伊
國
伊
都
那
賀
兩
郡
之
内
七
千
五
百
石
者
衆
徒
中
可
支
配

之
幷
青
嚴
寺
領
貳
千
石
内
千
石
可
爲
碩
學
領
都
合
九
千
五
百
石
事
任
元
和
三

年
九
月
十
一
日
寛
永
十
年
四
月
十
八
日
兩
先
判
之
旨
永
不
可
有
相
違
者
也
仍
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如
件寛

文
五
年
七
月
十
一
日

高
野
山衆

徒

中

㈨
当
寺
領
下
總
國
郡
葛
飾
郡
市
川
郷
國
府
臺
村
百
廿
八
石
五
斗
餘
幷
寺
中
門
前

境
内
山
林
六
万
七
千
七
百
七
拾
五
坪
事
内
貳
拾
石
者
所
載
于
天
正
十
九
年
十

一
月
日
寛
永
十
年
四
月
十
八
日
兩
先
判
之
舊
領
也
其
外
者
境
内
之
替
地
充
行

之
訖
金
収
納
永
不
可
有
相
違
者
佛
法
興
隆
無
怠
慢
可
勤
任
者
也
仍
如
件

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

御
朱
印

總

寧

寺

㈩
相
摸
國
高
座
郡
岩
瀬
之
内
五
拾
石
之
事
任
天
正
十
九
年
十
一
月
日
元
和
三
年

三
月
廿
七
日
寛
永
十
三
年
十
一
月
九
日
先
判
之
旨
大
長
寺
全
収
納
永
不
可
有

相
違
者
也

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

御
朱
印

➘
山
城
國
愛
宕
郡
従
五
條
三
條
迄
之
間
五
斗
事
任
元
和
元
年
七
月
廿
七
日
寛
永

十
三
年
十
一
月
九
日
兩
先
判
之
旨
大
恩
寺
全
収
納
永
不
可
有
相
違
者
也

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

御
朱
印

➙
山
城
國
久
世
郡
平
川
村
百
九
十
八
石
五
斗
乙
訓
郡
圓
明
寺
村
之
内
百
拾
五
石

清
水
村
之
内
三
拾
石
紀
伊
部
吉
祥
院
村
之
内
四
拾
三
石
六
斗
餘
都
合
三
百
八

拾
七
石
餘
幷
藪
等
之
事
元
和
三
年
九
月
七
日
先
判
之
旨
に
ま
か
せ
永
相
違
あ

る
へ
が
ら
さ
る
の
状
如
件

筆
者

飯

高

七

兵

衛

寛
文
五
年
九
月
廿
一
日

御
朱
印

寳
鏡
寺
の
御
か
た
へ

（⽛
徳
川
禁
考
令
⽜
第
五
帙
154
─
155
)

寺
領
の
分
類
は
神
領
と
同
じ
よ
う
に
土
地
の
大
小
を
次
の
よ
う
に
定
め
て

い
る
。

㈥
比
叡
山
延
暦
寺
─
五
千
石

㈦
知
恩
院
─
七
百
三
石
貳
斗

㈧
金
剛
峯
寺
─
九
千
五
百
石

㈨
総
寧
寺
─
百
廿
八
石
：
山
林
六
万
七
千
七
百
七
十
五
坪

㈩
大
長
寺
─
五
拾
石

➘
大
恩
寺
─
五
斗

➙
實
鏡
寺
─
三
百
八
拾
七
石

➚
吉
祥
院
─
三
百
八
拾
七
石

以
上
寺
社
の
朱
印
状
十
三
通
の
神
領
、
寺
領
を
見
て
見
る
と
、
土
地
規
模

の
大
小
格
差
が
大
き
く
、
大
小
の
順
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

⚑
金
剛
峯
寺
─
九
千
五
百
石

⚒
比
叡
山
延
暦
寺
─
五
千
石

⚓
伊
勢
神
宮
─
三
千
五
百
四
十
石

⚔
鹿
嶋
大
明
神
社
─
貳
千
石

⚕
熱
田
大
宮
社
─
七
百
拾
七
石

⚖
知
恩
院
─
七
百
三
石

⚗
實
鏡
寺
─
三
百
八
拾
七
石

⚘
総
寧
寺
─
百
廿
八
石

⚙
大
長
寺
─
五
拾
石

10
甲
斐
国
賀
茂
社
・
春
日
社
─
三
拾
石
五
斗

11
鹿
嶋
三
嶋
住
吉
社
─
壱
石
五
斗

12
大
恩
寺
─
五
斗
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朱
印
状
十
二
通
に
記
載
さ
れ
る
神
領
と
寺
領
と
を
比
較
す
る
と
、
神
領
よ

り
も
寺
領
の
方
が
朱
印
状
の
土
地
の
大
規
模
さ
を
誇
っ
て
い
る
。
神
領
の
伊

勢
神
宮
が
三
千
五
百
石
に
対
し
、
金
剛
峯
寺
は
九
千
五
百
石
、
次
の
比
叡
山

延
暦
寺
は
五
千
石
と
伊
勢
神
宮
の
三
千
五
百
石
を
大
き
く
上
廻
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
徳
川
幕
府
は
寺
に
重
点
を
置
く
寺
社
政
策
に
全
力
を
注
い
で

い
る
と
見
做
す
こ
と
が
出
来
る
。

徳
川
幕
府
は
寺
社
の
大
破
、
焼
失
そ
し
て
造
営
等
の
大
規
模
な
災
害
、
大

火
及
び
地
震
、
台
風
等
に
よ
る
損
害
の
場
合
に
、
国
免
と
し
て
の
修
理
、
造

営
、
再
建
の
助
成
と
し
て
大
規
模
な
①
勧
化
、
②
勧
化
＋
そ
の
他
、
③
格
別

之
訳
、
④
作
業
普
請
、
⑤
⽛
そ
の
他
⽜（
下
附
金
、
貸
付
金
）
そ
し
て
⑥
富
興

行
等
に
よ
る
寺
社
再
建
助
成
策
を
実
施
す
る
。

こ
れ
ら
の
大
規
模
な
国
免
の
助
成
策
は
徳
川
幕
府
の
①
確
立
期
（
万
治
二

年
（
一
六
五
九
）～
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）、
②
過
渡
期
前
半
（
寛
保
四
年
）

一
七
四
三
）～
宝
暦
九
年
（
一
七
五
八
）、
③
過
渡
期
後
半
（
宝
暦
七
年
（
一

七
五
七
）～
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
そ
し
て
、
④
崩
壊
期
（
天
明
八
年
）（
一

七
八
八
）～
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
と
三
期
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
の
分
析
対
象
時
期
は
第
一
期
の
確
立
期
と
第
四
期
の
崩
壊
期
と
を

比
較
し
、
そ
の
時
代
の
特
質
、
と
り
わ
け
寺
社
の
大
規
模
助
成
資
金
調
達
方

法
を
類
型
化
し
、
資
料
分
析
と
図
表
と
を
組
合
わ
せ
て
実
証
分
析
す
る
。

⚓

確
立
期
の
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
と
資
料
分
析

Ａ
-⚑

図
表
-⚑
⽛
万
治
二
年
～
寛
保
三
年
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法

一
覧
表
⽜
の
分
析

次
頁
の
図
表
-⚑
は
万
治
二
年
～
寛
保
三
年
に
お
け
る
寺
社
修
理
資
金
調

達
方
法
の
一
覧
表
で
あ
る
。
国
免
許
可
の
寺
社
修
理
件
数
は
合
計
二
十
七
件

（
番
号
⚑
～
27
）
で
あ
る
。
こ
の
二
十
七
件
の
寺
社
は
大
破
修
復
の
資
金
を

国
免
許
可
助
成
方
法
（
①
の
勧
化
か
ら
⑥
の
富
興
行
）
に
よ
っ
て
調
達
す
る

ケ
ー
ス
を
一
覧
表
に
し
て
い
る
。
こ
の
一
覧
表
の
合
計
の
所
で
は
二
十
六
件

の
資
本
調
達
の
集
計
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
①
勧
化
は
十
五
件
（
五
十

八
％
）
②
勧
化
＋
そ
の
他
は
三
件
（
一
一
％
）、
③
⽛
格
別
之
訳
⽜
と
④
⽛
作

業
普
請
＋
そ
の
他
⽜
は
共
に
零
、
⑤
⽛
そ
の
他
⽜
は
四
件
（
一
五
％
）、
そ
し

て
⑥
⽛
富
興
行
⽜
は
四
件
（
一
五
％
）
等
の
内
訳
と
な
る
。
こ
の
結
果
、
確

立
期
に
お
け
る
寺
社
の
大
規
模
な
大
破
に
対
す
る
修
理
資
金
調
達
方
法
は
一

位
が
①
勧
化
の
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
位
は
⑤
⽛
そ
の
他
⽜
と
⑥
の
⽛
富
興

行
⽜（
そ
れ
ぞ
れ
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
り
、
そ
し
て
三
位
は
⽛
勧
化
＋
そ

の
他
⽜
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

Ａ
-⚒

確
立
期
の
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
の
類
型
と
そ
の
資
料

分
析

図
表
-⚑
は
最
後
の
項
目
に
お
い
て
合
計
し
て
い
る
。
資
本
調
達
方
法
の

区
分
は
①
勧
化
か
ら
⑥
富
興
行
ま
で
⚖
項
目
に
分
類
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

資
料
は
こ
の
区
分
類
型
①
～
⑥
毎
に
集
計
さ
れ
て
い
る
。
資
料
内
容
は
複
雑

で
あ
る
。
幕
府
へ
の
申
請
が
一
度
は
否
定
さ
れ
、
そ
の
後
復
活
（
③
特
別
之

訳
）
さ
れ
て
い
る
場
合
も
見
出
さ
れ
る
。
⑤
の
⽛
そ
の
他
⽜
は
貸
付
金
、
下

附
金
、
借
付
金
、
利
子
に
よ
る
修
理
資
金
の
方
法
を
定
め
、
祠
堂
金
貸
付
に

代
る
も
の
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
中
小

寺
社
で
は
祠
堂
金
貸
付
に
よ
る
利
子
（
一
割
）
収
入
で
寺
社
経
営
の
安
定
と

そ
の
維
持
費
用
に
し
て
い
る
。

Ａ
-⚓

確
立
期
資
本
調
達
方
法
の
類
型

資
料
は
⽝
御
触
書
寛
保
集
成
⽞
か
ら
集
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

①
勧
化
の
資
料
16
件
の
分
析

勧
化
の
寺
社
は
次
の
16
件
で
あ
る
。

⚑
京

興
福
寺

⚒
河
州

譽こ
ん

田た

八
幡
宮

⚓
摂
州

天
王
寺
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図
表
-1

万
治
二
年
1659～

寛
保
三
年
（
1743）

寺
社
修
理
資
金
調
達
方
法
一
覧
表

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

1
享
保
七
年

1722
一
一
九
一

熊
野
三
山
権
現
社

紀
州

大
破
勘
定
奉
行

勧
化
＋
寄
附
之
品

＋
人
馬
之
御
朱
印

2

2
享
保
十
年

1725
一
一
九
三

南
都
興
福
寺

京
焼
失

○
1

3
一
一
九
四

出
雲
大
社

出
雲
国

造
営

勧
化
＋
寄
附
品

2
4

享
保
十
五
年
1730

一
一
九
八

仁
和
寺

京
修
復

○
富
突

6
5

一
一
九
九

譽
田
八
幡
社

河
州

修
営

（
助
力
）

○
勧
化
＋
寄
附
品

2
6

一
二
〇
〇

天
王
寺

摂
州

修
補

○
1

7
享
保
十
七
年
1732

一
二
〇
二

六
孫
王
社

京
修
復

○
勧
化
＋
修
復
料

2
8

一
二
〇
四

南
都
興
福
寺

京
造
立

（
助
力
）

○
富
突

6
9

享
保
十
八
年
1733

一
二
〇
五

仁
和
寺

京
○
富
突

6
10

一
二
〇
六

三
嶋
大
明
神
社

豆
州

小
破
勘
定
奉
行

拝
借
金
三
〇
〇
両
＋

都
合
四
百
四
拾
両
余

之
金
子
在
方
之
借
附
、

壱
ヶ
年
之
利
金
二
又

其
年
之
修
復
相
済
候

5

11
享
保
二
十
年
1735

一
二
〇
七

仙
波
御
宮

仙
波

修
復

5
12

一
二
〇
八

南
都
興
福
寺

京
金
貳
百
両
渡
候
、
貸

置
、
年
々
其
利
金
を

以
小
破
之
繕
可
之
事

○
富

6

13
元
文
三
年

1738
一
二
〇
九

譽
田
八
幡
宮

河
州

○
1

14
元
文
四
年

1739
一
二
一
一

羅
漢
寺

江
戸
本
所

米
五
百
俵
被
下
、
当

冬
結
制
一
夏
相
勤

5

15
元
文
五
年

1740
一
二
一
二

譽
田
八
幡
宮

河
州

破
損

○
再
勧
化

1
16

寛
保
二
年

1742
一
二
一
四

天
王
寺

摂
州

修
補

○
1

17
㈠
一
二
一
六
日
御
崎
社

雲
州

大
破

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

18
㈡

三
嶋
明
神
社

豆
州

大
破

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

19
㈢

護
持
院

江
戸
大
塚
大
破

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

20
㈠
一
二
一
七
西
大
寺
金
剛
院

南
部

再
興

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

21
㈡

壺
井
権
現
八
幡
社

河
州

修
復

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

22
㈢

一
宮
神
社

遠
州

修
復

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

23
一
二
一
八

清
瀧
寺

遠
州

大
破
勘
定
奉
行

金
百
両
被
下
寺
社
修

復料
金
之
内
よ
り
可
被

相
渡
候

5

24
寛
保
三
年

1743
一
二
二
〇

南
宮
神
社

濃
州

大
破

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

25
一
二
二
二

三
輪
明
神
社

大
和
国

大
破

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

26
一
二
二
三

法
輪
寺

嵯
峨

大
破

○
1

27
一
二
二
四

清
水
寺

京
大
破

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

合
計27

27
計

15
4

─
─

4
4

不
明0



⚔
河
州

譽
田
八
幡
宮

⚕
河
州

譽
田
八
幡
宮

⚖
摂
州

天
王
寺

⚗
雲
州

日
御
崎
社

⚘
豆
州

三
嶋
明
神
社

⚙
江
戸

護
持
院

10
京

西
大
寺

金
剛
院

11
河
州

壺
井
権
現
社
・
八
幡
社

12
遠
州

一
宮
明
神
社

13
濃
州

南
宮
神
社

14
京

東
福
寺

15
大
和
国

三
輪
明
神
社

16
-⚑
嵯
峨

法
輪
寺

16
-⚒
京

清
水
寺

中
小
寺
社
の
私
的
勧
化
に
対
し
て
国
免
勧
化
の
許
可
を
得
る
の
は
主
要
に

門
跡
、
由
緒
あ
る
寺
社
そ
し
て
伝
統
的
七
大
宗
派
の
本
末
社
等
に
限
定
さ
れ

て
い
る
。
本
末
社
の
役
僧
、
修
業
僧
そ
し
て
世
話
役
等
が
地
域
の
信
者
、
旦

那
及
び
信
仰
者
に
⽛
寺
社
奉
行
之
連
印
之
勧
化
状
持
参
⽜
の
形
式
を
踏
ま
え
、

熊
野
三
山
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
十
年
連
続
し
て
巡
歴
を
重
ね
、
或
い
は

十
ヶ
国
、
二
十
ヶ
国
を
勧
化
遍
歴
を
す
る
。
高
令
の
役
僧
は
途
中
で
病
に
冒

さ
れ
て
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
或
い
は
地
方
の
代
官
に
勧
化
の
中
止

を
命
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
勧
化
へ
の
人
気
の
無
い
場
合
、
思
っ
て
い
る
以
上

に
寄
付
金
、
鳥
目
、
信
物
等
を
集
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
生
じ
る
。
こ
う
し
た

不
運
な
、
そ
し
て
信
心
の
薄
い
地
域
、
人
々
に
会
っ
た
り
、
少
な
い
寄
進
し

か
な
い
場
合
に
、
寺
社
は
再
勧
化
の
願
い
を
勘
定
奉
行
、
町
奉
行
、
地
方
奉

行
等
に
願
い
出
る
。

本
来
、
寺
社
の
修
理
、
造
営
は
寺
社
の
旦
那
衆
に
資
金
を
割
当
て
そ
の
寄

進
で
行
な
わ
れ
る
私
的
勧
化
や
奉
加
帳
へ
の
寄
進
、
或
い
は
分
担
金
を
集
め

る
こ
と
で
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
祠
堂
金
貸
付
の
よ
う
に
広
域
村
落
、
町
に
高

利
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
（
一
割
）
の
利
子
収
入
で
小
修
理
を
す
る
か
、
さ
ら

に
、
前
述
し
た
朱
印
状
で
下
付
さ
れ
た
農
地
の
年
貢
収
入
を
当
て
る
か
、
同

様
の
朱
印
状
で
の
広
大
な
山
林
か
ら
の
木
材
を
利
用
し
て
修
理
を
す
る
か
、

の
選
択
と
な
る
。

し
か
し
、
大
規
模
な
寺
社
の
大
破
、
焼
失
、
台
風
、
地
震
及
び
津
波
は
こ

う
し
た
小
規
模
な
、
且
つ
私
的
な
中
小
寺
社
に
お
け
る
旦
那
の
経
済
力
の
及

ば
な
い
場
合
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
事
情
に
加
え
、
徳
川
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
か
ら
寺
社
の
共

同
政
策
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
の
共
同
政
策
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
も
、

寺
社
経
営
の
健
全
さ
と
繁
栄
と
を
不
可
避
の
条
件
に
す
る
の
で
あ
る
。
ま
さ

に
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
行
政
政
策
と
し
て
の
本
末
寺
の
寺
請
制
は
不
受
不

施
の
異
端
派
対
策
に
と
っ
て
も
不
可
欠
な
寺
社
政
策
と
な
る
。

寺
社
の
旦
那
制
を
苦
境
に
陥
し
入
れ
る
こ
と
は
幕
府
の
国
民
国
家
論
か
ら

も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
態
で
あ
る
。

①
勧
化
の
資
料
16
件

⚑

①
一
一
九
三

享
保
十
巳
年
九
月

南
都
興
福
寺
燒
失
之
伽
藍
造
立
ニ
付
諸
國
勧
化
之
事
、
一
乘
院
御
門
跡
、
大

乘
院
御
門
跡
よ
り

公
儀
え
被
相
願
候
付
て
、
今
度
勧
化
之
儀
被

仰
出
之
、

従

公
儀
も
御
寄
附
之
品
有
之
候
、
依（
一
）

之
諸
大
名
幷
御
旗
本
之
面
々
且
寺
社

町
方
、
其
外
御
料
私
領
國
々
在
々
所
々
え
も
、
興
福
寺
伽
藍
造
立
勧
化
之
儀
、

彼
寺
之
僧
来
春
よ
り
巡
行
い
た
し
、
可
相
進
候
間
、
被
存
其
趣
、
志
之
輩
は

寄
進
之
儀
可
有
之
候
、
勿
論
志
無
之
者
ニ
は
、
押
て
す
ゝ
め
候
之
儀
、
堅
く

無
用
ニ
候
、
猶
勧
化
之
状
ニ
書
載
之
候
以
上
、

九
月
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図
表
-1

万
治
二
年
1659～

寛
保
三
年
（
1743）

寺
社
修
理
資
金
調
達
方
法
一
覧
表

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

1
享
保
七
年

1722
一
一
九
一

熊
野
三
山
権
現
社

紀
州

大
破
勘
定
奉
行

勧
化
＋
寄
附
之
品

＋
人
馬
之
御
朱
印

2

2
享
保
十
年

1725
一
一
九
三

南
都
興
福
寺

京
焼
失

○
1

3
一
一
九
四

出
雲
大
社

出
雲
国

造
営

勧
化
＋
寄
附
品

2
4

享
保
十
五
年
1730

一
一
九
八

仁
和
寺

京
修
復

○
富
突

6
5

一
一
九
九

譽
田
八
幡
社

河
州

修
営

（
助
力
）

○
勧
化
＋
寄
附
品

2
6

一
二
〇
〇

天
王
寺

摂
州

修
補

○
1

7
享
保
十
七
年
1732

一
二
〇
二

六
孫
王
社

京
修
復

○
勧
化
＋
修
復
料

2
8

一
二
〇
四

南
都
興
福
寺

京
造
立

（
助
力
）

○
富
突

6
9

享
保
十
八
年
1733

一
二
〇
五

仁
和
寺

京
○
富
突

6
10

一
二
〇
六

三
嶋
大
明
神
社

豆
州

小
破
勘
定
奉
行

拝
借
金
三
〇
〇
両
＋

都
合
四
百
四
拾
両
余

之
金
子
在
方
之
借
附
、

壱
ヶ
年
之
利
金
二
又

其
年
之
修
復
相
済
候

5

11
享
保
二
十
年
1735

一
二
〇
七

仙
波
御
宮

仙
波

修
復

5
12

一
二
〇
八

南
都
興
福
寺

京
金
貳
百
両
渡
候
、
貸

置
、
年
々
其
利
金
を

以
小
破
之
繕
可
之
事

○
富

6

13
元
文
三
年

1738
一
二
〇
九

譽
田
八
幡
宮

河
州

○
1

14
元
文
四
年

1739
一
二
一
一

羅
漢
寺

江
戸
本
所

米
五
百
俵
被
下
、
当

冬
結
制
一
夏
相
勤

5

15
元
文
五
年

1740
一
二
一
二

譽
田
八
幡
宮

河
州

破
損

○
再
勧
化

1
16

寛
保
二
年

1742
一
二
一
四

天
王
寺

摂
州

修
補

○
1

17
㈠
一
二
一
六
日
御
崎
社

雲
州

大
破

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

18
㈡

三
嶋
明
神
社

豆
州

大
破

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

19
㈢

護
持
院

江
戸
大
塚
大
破

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

20
㈠
一
二
一
七
西
大
寺
金
剛
院

南
部

再
興

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

21
㈡

壺
井
権
現
八
幡
社

河
州

修
復

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

22
㈢

一
宮
神
社

遠
州

修
復

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

23
一
二
一
八

清
瀧
寺

遠
州

大
破
勘
定
奉
行

金
百
両
被
下
寺
社
修

復料
金
之
内
よ
り
可
被

相
渡
候

5

24
寛
保
三
年

1743
一
二
二
〇

南
宮
神
社

濃
州

大
破

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

25
一
二
二
二

三
輪
明
神
社

大
和
国

大
破

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

26
一
二
二
三

法
輪
寺

嵯
峨

大
破

○
1

27
一
二
二
四

清
水
寺

京
大
破

○
（
助
力
）
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

合
計27

27
計

15
4

─
─

4
4

不
明0



⚒

①
一
一
九
九

享
保
十
五
戌
年
十
月

河
州
譽
田
八
幡
宮
修
營
付
て
、
江
戸
五
幾
内
勧
化
之
事
、
今
度
社
僧
共
相
願

候
通
被

仰
出
之
、
公
儀
よ
り
も
御
寄
附
之
品
有
之
候
、
依
之
江
戸
は
諸
大

名
御
旗
本
之
面
々
幷
諸
家
中
寺
社
町
方
、
五
幾
内
は
在
々
所
々
御
料
私
領
共

勧
化
之
儀
、
来
春
よ
り
社
僧
共
巡
行
可
相
勧（
三
）

候
間
、
志
之
輩
ハ
寄
進
可
有
之

候
、
勿
論
志
無
之
者
ニ
は
、
押
て
勧
候
儀
、
堅
無
用
に
候
、
猶
勧
化
之
状
ニ

書
載
候
條
、
可
被
存
其
趣
候
以
上
、

十
月

右
之
通
、
可
被
相
觸
候
、

⚓

①
一
二
〇
〇

享
保
十
五
戌
年
十
二
月

覺

一
摂
州
天
王
寺
修
補（
四
）

付
て
、
諸
國
勧
化
之
事
、
今
度
社
僧
共
相
願
候
通
被

仰
出
之
、
公
義（
五
）

よ
り
も
御
寄
附
之
品
有
之
候
、
依
之
諸
大
名
幷
御
旗
本
之

面
々
且
寺
社
町
方
、
其
外
御
料
私
領
國
々
在
々
所
々
え
も
勧
化
之
儀
、
社

僧
共
来
春
よ
り
巡
行
い
た
し
、
可
相
勧
候
間
、
被
存
其
趣
、
志
之
輩
は
寄

進
之
儀
可
有
之
候
、
勿
論
志
無
之
者
ニ
は
、
押
て
勧
候
儀
、
堅
無
用
ニ
候
、

猶
勧
化
之
状
ニ
書
載
之
候
事
、

一
社
僧
共
諸
國
巡
行
之
節
、
在
々
所
々
に
て
人
馬
滯
無
之
樣
ニ
、
御
料
は
御

代
官
、
私
領
は
領
主
幷
地
頭
よ
り
可
被
申
付
候
事
、
一
諸
國
巡
行
勧
化
い

た
し
候
中
、
所
に
よ
り
不
勝
手
之
場
所
は
、
其
所
之
奉
行
所
御
代
官
、
領

主
幷
地
頭
え
取
集
之
儀
相
願
、
勧
化
物
は
於
江
戸
請
取
候
樣
致
度
旨
相
願

候
之
條
、
右
之
通
に
可
被
心
得
候
事
、

以
上

十
二
月

右
之
通
、
可
被
相
觸
候
、

⚔

①
一
二
〇
九

元
文
三
午
年
二
月

河
州
譽
田
八
幡
宮
先
年
享
保
十
五
年

公
儀
よ
り
も
御
寄
附
之
品
有
之
、
其

上
江
戸
五
幾
内
勧
化
被

仰
付
處
に
、
勧
化
物
集
り
兼
、
未
正
遷
宮
不
相
調

付
、
今
度
願
之
通
、
諸
國
勧
化

御
免
被
成
候
條
、
信
仰
の
輩
ハ
物
の
多
少

に
よ
ら
す

其
分
限
ニ
應
し
、
今
明
年（
一
）

迄
ニ
寄
進
す
へ
き
旨
被

仰
出
候
、

今
度
ハ
諸
國
巡
行
不
致
候
間
、
御
料
ハ
御
代
官
、
私
領
は
地
頭
幷
寺
社
領
之

者
も
近
邊
之
御
代
官
、
地
頭
取
集
、
江
戸
ハ
南
本
所
御
船
藏
前
、
大
坂
ハ
豊

後
町
勧
化
所
迄
可
差
越
候
、
尤
先
達
て
相
觸
候
通
、
志
無
之
者
ニ
は
、
押
て

勧
候
儀
、
堅
可
爲
無
用
候
、
右
之
通
、
可
被
相
觸
候
、

二
月

⚕

①
一
二
一
二

元
文
五
申
年
六
月

河
州
譽
田
八
幡
宮
就
破
損
、
享
保
十
五
年

公
儀
よ
り
も
御
寄
附
之
品
有
之
、

其
上
江
戸
五
幾
内
勧
化
被

仰
付
候
處
、
勧
化
物
不
足
に
て
正
遷
宮
不
相
濟

候
付
、
去
々
午
年
願
之
通
、
諸
國
勧
化
、
御
免
被
成
、
午
年
よ
り
去
未
年
迄

に
寄
進
す
へ
き
旨
被

仰
出
、
段
々
寄
附
も
有
之
候
處
、
諸
國
共
過
半
勧
化

物
集
り
兼
、
今
以
正
遷
宮
不
相
調
候
、
依
之
相
殘
候
國
々
、
信
仰
之
輩
は
物

之
多
少
に
よ
ら
す
、
其
分
限
に
應
し
、
今
年
中
寄
進
い
た
す
へ
く
候
、
相
殘

候
國
々
御
料
私
領
幷
寺
社
領
共
に
、
去
午
年
之
通
相
心
得
、
当
地
諸
國
町
方

は
其
所
之
奉
行
所
又
は
御
代
官
所
え
、
向
寄
次
第
取
集
、
江
戸
ハ
南
本
所
御

船
藏
前
、
大
坂
ハ
豊
後
町
勧
化
所
迄
可
差
越
候
、
尤
先
達
て
相
觸
候
通
、
志

無
之
者
に
は
、
押
て
勧
候
儀
、
堅
可
爲
無
用
候
、

右
之
通
、
可
被
相
觸
候
、

六
月

⚖

①
一
二
一
四

寛
保
二
戌
年
三
月

申

渡

一
摂
州
天
王
寺
修
補
ニ
付
、
勧
化
之
事
、
去
ル
戌
年
申
渡
置
候
處
、
諸
國
巡
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行
ニ
付
、
御
当
地
町
方
勧
化
当
年
迄
及
延
引
候
、
依
之
今
度
奉
加
帳
ニ
て

可
相
勧
候
間
、
先
達
て
申
渡
置
候
通
、
寄
進
可
有
之
候
、
勿
論
志
無
之
者

ニ
は
、
押
て
勧
候
儀
無
用
候
、

三
月

⚗

①
一
二
一
六

寛
保
二
戌
年
五（
一
）

月

（
一
）

雲
州
日
御
崎

三
位
撿
校

出
雲
國

因
幡
國

伯
耆
國

播
磨
國

備
前
國

安
藝
國

石
見
國

右
、
日
御
崎
社
及
大
破
候
付
、
修
復
爲
助
力
、
勧
化

御
免
、
寺
社
奉
行
連

印
之
勧
化
状
持
參
、
来
亥
年
よ
り
丑
年
迄
、
御
料
私
領
寺
社
領
在
町
可
致
巡

行
間
、
志
之
輩
ハ
物
の
多
少
ニ
よ
ら
す
、
可
致
寄
進
旨
、
御
料
は
御
代
官
、

私
領
ハ
領
主
、
地
頭
よ
り
可
申
渡
候
、

①
（
二
）

豆
州
三
嶋
明
神
神
主

矢
田
部

伊
織

伊
豆
國

駿
河
國

甲
斐
國

相
摸
國

武
藏
國

上
野
國

下
野
國

⚘

右
三
嶋
明
神
社
及
大
破
候
付
、
修
復
爲
助
力
、
勧
化

御
免
、
寺
社
奉
行

連
印
之
勧
化
状
持
參
、
当
戌
年
よ
り
子
年
迄
、
御
料
私
領
寺
社
領
在
町
可
致

巡
行
間
、
志
之
輩
は
物
之
多
少
ニ
よ
ら
す
、
可
致
寄
進
旨
、
御
料
ハ
御
代
官
、

私
領
ハ
領
主
、
地
頭
よ
り
可
申
渡
候
、

①
（
三
）

大

塚

護
持
院
権
僧
正

⚙

右
、
筑
波
山
社
堂
及
大
破
候
付
、
修
復
爲
助
力
、
常
陸
一
國
勧
化
御
免
、

寺
社
奉
行
連
印
之
勧
化
状
持
參
、
当
戌
年
よ
り
亥
年
迄
御
料
私
領
寺
社
領
在

町
可
致
巡
行
間
、
志
之
輩
ハ
物
之
多
少
ニ
よ
ら
す
、
可
致
寄
進
旨
、
御
料
ハ

御
代
官
、
私
領
ハ
領
主
、
地
頭
よ
り
可
申
渡
候
、

10

①
一
二
一
七

寛
保
二
戌
年
五
月

（
一
）

南
部
西
大
寺

金

剛

院

山
城
國

大
和
國

河
内
國

和
泉
國

摂
津
國

右
、
金
剛
院
伽
藍
再
興
爲
助
力
、
勧
化

御
免
、
寺
社
奉
行
連
印
之
勧
化
状

持
參
、
当
戌
六
月
よ
り
来
ル
子
十
二
月
迄
御
料
私
領
寺
社
領
在
町
可
致
巡
行

候
之
間
、
志
之
輩
ハ
物
之
多
少
ニ
よ
ら
す
、
可
致
寄
進
旨
、
御
料
は
御
代
官
、

私
領
は
領
主
、
地
頭
よ
り
可
申
渡
候

（
二
）

河
州
壺
井
権
現
八
幡

兩
社
務

多
田
隱
岐
病
氣
代

多
田
如
研

11

①

山
城
國

大
和
國

河
内
國

和
泉
國

摂
津
國

右
、
河
州
壷
井
権
現
八
幡
兩
社
修
復
爲
助
力
、
勧
化

御
免
、
寺
社
奉
行
連

印
之
勧
化
状
持
參
、
去
酉
八
月
よ
り
来
亥
十
二
月
迄
糯
粉
守
施
し
、
御
料
私

領
寺
社
領
在
町
共（
一
）

可
致
巡
行
間
、
志
之
輩
は
物
之
多
少
ニ
よ
ら
す
、
可
致
寄
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進
旨
、
御
料
ハ
御
代
官
、
私
領
ハ
領
主
、
地
頭
よ
り
可
申
渡
候
、

（
三
）

遠
州
一
宮
神
主

鈴
木
彈
正

遠
江
國

駿
河
國

三
河
國

信
濃
國

同
州
天
宮
神
主

中
村
左
京

12

①

遠
江
國

駿
河
國

三
河
國

右
、
遠
州
一
宮
明
神
社
、
同
州
天
宮
明
神
社
修
復
爲
助
力
、
勧
化

御
免
、

寺
社
奉
行
連
印
之
勧
化
状
持
參
、
去
酉
十
月
よ
り
当
戌
十
二
月
迄
、
御
料
私

領
寺
社
領
在
町
可
致
巡
行
間（
一
）

、
志
之
輩
ハ
物
の
多
少
ニ
よ
ら
す
、
可
致
寄
進

旨
、
御
料
は
御
代
官（
二
）

、
私
領
ハ
領
主
よ
り
可
申
渡
候
、

13

①
一
二
二
〇

寛
保
三
亥
年
三
月

（
一
）

濃
州
南
宮
神
主

惣

代

美
濃
國

近
江
國

伊
勢
國

尾
張
國

加
賀
國

越
前
國

飛
驒
國

右
、
南
宮
神
社
及
大
破
候
付
、
修
復
爲
助
力
、
勧
化

御
免
、
寺
社
奉
行
連

印
之
勧
化
状
持
參
、
当
亥
年
よ
り
丑
年
迄
、
御
料（
八
）

私
領
寺
社
領
在
町
巡
行

可（
一
）

致
候（
二
）

間
、
志
之
輩
は
物
之
多
少
に
よ
ら
す
、
可
致
寄
進
旨
、
御
料
は
御

代
官
、
私
領
ハ
領
主
、
地
頭
よ
り
可
申
渡
候
、

（
二
）

京

都

東

福

寺

14

右
、
東
福
寺
伽
藍
及
大
破
候
付
、
修
復
爲
助
力
、
山
城
一
國
勧
化

御
免
、

寺
社
奉
行
連
印
之
勧
化
状
持
參
、
当
亥
六
月
よ
り
同
十
二
月
迄
、
御
料（
三
）

私
領

寺
社
領
在
町
可
致
巡
行
候
間
、
志
之
輩
ハ
物
之
多
少
ニ
よ
ら
す
、
可
致
寄
進

旨
、
御
料
ハ
御
代
官
、
私
領
は
領
主
、
地
頭
よ
り
可
被
申
渡
候
、

右
之
通
、
可
被
相
觸
候
、

三
月

15

①
一
二
二
二

寛
保
三
亥
年
八
月

大
和
國
三
輪
明
神

神
主
代

高
宮
民
部

山

城

近

江

河

内

摂

津

和

泉

伊

勢

右
、
三
輪
社
及
大
破
候
ニ（
八
）

付
、
修
復
爲
助
力
、
勧
化

御
免
、
寺
社
奉
行
連

印
之
勧
化
状
持
參
、
来
子
年
よ
り
寅
年
迄
、
御
料（
九
）

私
領
寺
（
一
〇
）

社
領
在
町
可
致

巡
行
候
間
、
志
之
輩
ハ
物
の
多
少
に
よ
ら
す
、
可
致
寄
進
旨
、
御
料（
一
）

は
御
代

官
、
私
領
ハ
領
主
、
地
頭
よ
り
可
被
申
渡
候
、

右
之
通
、
可
被
相
觸
候
、
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八
月

16
-⚑

①
一
二
二
三

寛
保
三
亥
年
八
月

嵯
峨
法
輪
寺
堂
舎
大
破
ニ
付
、
今
度
任
先
規
例
、
諸
國
勧
化
之

綸
旨

被
下
置
之
、
従

公
儀
も
御
銀
被
下
候
、
其
上
爲
勧
化
、
諸
國
巡
行
す

へ
き
筈
之
處
、
失
脚
多
相
掛
り
、
年
月
を
經
候
て
は
、
却
て
修
造
之
爲
ニ

不
相
成
、
難
義（
二
）

之
事
ニ
付
、
於
江
戸
屋
敷
々
相
廻
り
申
度
旨
相
願
候
、
依

之
願
之
通
被

仰
出
候
間
、
可
被
存
其
趣
候
、

一
当
表
屋
敷
之
分
え
は
、
法
輪
寺
役
僧
相
廻
、
勧
化
之
儀
可（
三
）

申
達
候
、
其
外

頭
支
配
有
之
分
え
ハ
、
其
頭
支
配
え
相
廻
り
、
組
中
支
配
之
面
々
幷
其
家

来
迄
え
も
勧
化
帳
相
廻
候
樣
ニ
仕
度
旨
、
法
輪
寺
申
候
間
、
寄
進
之
儀
可

有
之
候
、
委
細
ハ
勧
化
之
状
ニ
書
載
有
之
事
、

一
勧
化
物
之
事
、
来
子
年
中
迄
ニ
法
輪
寺
請（
四
）

取
候
樣
仕
度
旨
可
申
事
、

一
万
石
以
下
之
面
々
、
知
行
所
え（
五
）

は
向（
六
）

寄
御
代
官
よ
り
勧
化
帳（
七
）

差
廻
、
奉

加
も
御
代
官
中
よ
り
取
立
候
筈
ニ
候
事
、

一
勧
化
物
之
儀
、
京
都
ハ
法
輪
寺
自
坊
、
当
地
ハ
深
川
永
代
寺
地
中
勧
化
所

ニ
て
請
取
可
申
事
、

右
之
趣
、
向
々
え
相
達
候
樣
ニ
可
被
致
候
、

八
月

16
-⚒

①
一
二
二
四

寛
保
三
亥
年
九
月

京
清
水
寺

成

就

院

山

城

大

和

河

内

和

泉

摂

津

右
、
清
水
寺
伽
藍
修
復
爲
助
力
、
勧
化

御
免
、
寺
社
奉
行
連
印
之
勧
化
状

持
參
、
来
子
正
月
よ
り
来
ル
寅
十
二
月
迄
、
御
料（
八
）

私
領
寺
社
領
町
在
可
致
巡

行
候
間
、
志
之
輩
は
物
の
多
少
ニ
よ
ら
す
、
可
致
寄
進
旨
、
御
料（
九
）

ハ
御
代
官
、

私
領
ハ
領
主
、
地
頭
よ
り
可
申
渡
候
（
一
〇
）

、

右
之
通
、
可
被
相
觸
候
、

こ
の
確
立
期
段
階
で
の
寺
社
の
資
本
調
達
方
法
で
観
化
の
16
件
に
次
ぐ
⚔

件
で
第
二
位
に
な
る
の
が
⽛
国
免
富
興
行
⽜
で
あ
る
。
次
頁
に
図
表
-⚒
が
示

さ
れ
る
。

こ
の
確
立
期
の
国
免
助
成
型
資
本
調
達
方
法
を
特
徴
づ
け
て
い
る
第
二
の

点
は
国
免
勧
化
に
次
い
で
多
い
富
興
行
四
件
の
重
要
性
で
あ
る
。

勧
化
の
変
形
と
し
て
発
達
す
る
富
興
行
は
大
部
分
私
的
な
小
規
模
な
展
開

を
遂
げ
て
い
た
。
国
免
富
興
行
の
大
規
模
な
発
達
は
熊
野
三
山
に
よ
っ
て
切

り
開
か
れ
、
漸
次
全
国
へ
展
開
す
る
。
こ
う
し
た
私
的
な
小
規
模
な
私
的
富

突
と
国
免
富
興
行
と
は
次
の
図
表
-⚒
に
要
約
さ
れ
る
。

②
富
興
行
の
資
料
⚔
件

⚑
京

仁
和
寺
─
享
保
十
五
年

⚒
奈
良

興
福
寺
─
享
保
十
七
年

⚓
京

仁
和
寺
─
享
保
十
八
年

⚔
奈
良

興
福
寺
─
享
保
二
十
年

⑥
一
一
九
八

享
保
十
五
戌
年
四
月

申

渡

⚑
一
仁
和
寺
御
門
跡
御
屋
形
向
御
修
復
爲
助
力
、
御
当
地
於
護
國
寺
三
ヶ
年
之

間
、
正
五
九
月
昆マ
ヽ

沙
門
天
富（
二
）

突
之
儀
、
御
願
之
處
、
相
濟
、
来
月
廿
三
日

よ
り
始
候
間
、
町
中
右
之
趣
可
相
心
得
候
、
此
旨
各
方
よ
り
町
々
不
洩
樣

ニ
可
申
達
候
以
上
、
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四
月

⑥
一
二
〇
四

享
保
十
七
子
年
六
月

申

渡

⚒
一
南
都
興
福
寺
伽
藍
造
立
爲
助
力
、
淺
草
觀
音
地
中
ニ
お
ゐ
て
、
十
ヶ
年
之

間
、
三
月
七
月
十
一
月
昆マ
ヽ

沙
門
天
富
突
被

仰
付
度
旨
、
一
乘
院
御
門
跡
、

大
乘
院
御
門
跡
御
願
之
通
相
濟
、
其
段
申
渡
、
来
月
廿
四
日
よ
り
始
り（
一
）

申

候
、
町
中
若
胡
亂
に
も
可
存
候
間
、
寄
々
申
聞
候
樣
ニ
と
の
御
事
ニ
候
、

右
之
趣
可
相
心
得
候
、
此
旨
各
方
よ
り
町
々
不
洩
樣
可
被
申
達
候
以
上
、

六
月

⑥
一
二
〇
五

享
保
十
八
丑
年
三
月

申

渡

仁
和
寺

御

門

跡

⚓
右
富
突
、
只
今
迄
於
護
國
寺
正
五
九
月
廿
三
日
致
興
行
候
得
共
、
当
年
五
月

よ
り
申
年
正
月
迄
、
深
川
永
代
寺
境
内
ニ
て
只
今
之
通
致
興
行
候
、

三
月

⑥
一
二
〇
八

享
保
二
十
卯
年
七
月

申

渡

⚔
一
南
都
興
福
寺
富
来
ル
廿
四
日
致
興
行
候
、
依
之
御
当
地
町
中
え
相
賦
り
候

富
札
、
町
々
家
主
店
借
り
裏
店
迄
、
志
有
之
者
え
行
渡
候
樣
ニ
致
度
旨
、

興
福
寺
役
人
相
願
候
、

七
月

図
表
-⚒
及
び
資
料
②
の
⚔
件
よ
り
国
免
富
興
行
は
主
に
仁
和
寺
と
興
福

寺
の
二
寺
社
で
そ
れ
ぞ
れ
各
年
で
実
施
さ
れ
、⽛
昆
沙
門
天
突
⽜
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
し
か
も
三
ヶ
年
、
或
い
は
十
ヶ
年
の
長
期
で
一
年
一
度
づ
つ
の
開
催

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
江
戸
に
於
い
て
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

③
⽛
勧
化
＋
そ
の
他
⽜
の
⚓
件
資
料

勧
化
＋
そ
の
他
は
①
の
勧
化
に
準
じ
る
も
の
で
あ
り
、
本
来
勧
化
に
含
ま

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
寺
社
の
資
本
調
達
方
法

は
①
勧
化
16
件
と
こ
の
③
の
⚓
件
と
を
合
計
す
れ
ば
、
十
九
件
と
な
り
、
国

免
の
合
計
二
十
六
件
の
う
ち
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
国
免
勧
化
の
割
合

が
大
規
模
修
繕
へ
の
資
本
調
達
の
大
部
分
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
ど
う

し
て
こ
の
よ
う
に
高
い
割
合
を
占
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
徳
川
幕
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図表-2 万治二年～寛保三年 富興行の成立期

番号 発行年 寺社名 国
地方 私立と国免（＊）

第
一
期
（
12
件
)

1 寛文十一年 1671 願成寺 美濃
2 元禄 四年 1691 出雲大社 出雲国
3 十三年 1700 谷中感応寺 江戸
4 宝永 二年 1705 横島八幡 備中国
5 眞鍋嶋成願寺 備中国
6 享保十二年 1727 興福寺 大和国
7 十五年 1730 国免 仁和寺 京＊ （国免一一九八）
8 十六年 1731 興福寺 奈良＊ 国免（一二〇四）
9 谷中感応寺 江戸
10 十七年 1732 興福寺 奈良＊ 国免（一二〇五）
11 十八年 1733 毘沙門天 江戸
12 仁和寺 京＊ 国免（一二〇八）
(第
二
期
)

＝
0 十九年 1734 谷中感応寺 江戸



府
は
八
代
吉
宗
の
時
代
で
あ
り
、
確
立
期
に
相
当
す
る
中
で
の
勧
化
の
大
き

な
役
割
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
問
題
と
な
る
の
は
熊
野
三
山
の
特
権
的
扱
い
で
あ
る
。
こ
う
し
た
熊

野
三
山
の
扱
い
は
横
綱
級
の
待
遇
の
中
で
進
め
ら
れ
る
。
特
別
扱
い
の
最
大

の
根
拠
は
御
三
家
の
筆
頭
で
あ
る
紀
州
藩
に
よ
る
最
大
の
後
見
役
の
支
援
に

依
る
の
で
あ
り
、
全
国
へ
の
手
配
に
要
約
さ
れ
る
。
㈠
熊
野
三
山
か
ら
江
戸

へ
の
勧
化
は
⽛
人
馬
え
御
朱
印
⽜
に
よ
っ
て
人
足
、
駅
宿
泊
、
荷
物
馬
へ
の

無
料
の
使
用
を
特
権
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
㈡
江
戸
の
諸
大
名
へ
の
紀
州

藩
に
よ
る
幹
施
で
奉
加
帳
へ
の
寄
進
に
よ
り
集
金
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
㈢
勧

化
へ
の
寄
進
は
紀
州
藩
に
よ
っ
て
集
金
さ
れ
る
奉
加
帳
と
寄
進
分
を
蔵
屋
敷

で
渡
す
手
配
を
次
の
よ
う
に
す
る
。
つ
ま
り
、⽛
紀
井
殿
蔵
屋
敷
家
来
迄
差

越
候
樣
仕
度
⽜
と
。

熊
野
三
山
の
勧
化
は
⑴
⽛
公
儀
よ
り
も
御
寄
附
之
品
有
之
候
⽜
に
プ
ラ
ス

の
国
免
勧
化
と
な
る
ゆ
え
、
①
の
単
純
勧
化
に
較
べ
プ
ラ
ス
の
寄
附
分
を
加

え
る
こ
と
で
②
の
勧
化
＋
そ
の
他
へ
属
す
こ
と
と
な
る
。

出
雲
国
大
社
の
勧
化
は
造
営
費
用
の
調
達
を
勧
化
に
求
め
、
江
戸
で
の
大

名
、
旗
本
、
在
町
の
信
者
へ
の
巡
行
旅
行
と
な
る
。

京
六
孫
王
社
も
出
雲
国
大
社
と
同
様
に
神
社
の
国
免
勧
化
で
あ
り
、
主
に

⽛
清
和
源
氏
之
万
石
以
上
之
輩
⽜
へ
の
寄
附
に
よ
る
助
力
を
願
う
の
で
あ
る
。

資
料
三
件
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

②
一
一
九
一

享
保
七
寅
年
四
月

（
一
）

万
石
以
上
え（
一
）

渡

覺
熊
野
三
山
権
現
社
大
破
ニ
付
、
今
度

公
儀
よ
り
も
御
寄
附
之
品
有
之
候
、

其
上
爲
勧
化
、
人
馬
之

御
朱
印
被
下
置
、
諸
國
可
巡
行
筈
之
處
、
御
朱

印
致
頂
戴
巡
行
候
ハ
ヽ
、
其
所
々
に
て
も
費
有
之
、
且
三
山
之
輩
も
經
年

月
、
旁
及
難
儀
候
付
、
於
江
戸
屋
敷
々
相
廻
り
申
度
旨
内
存
相
願
候
、
依

之
願
之
通
、
被
仰
出
候
間
、
可
被
存
其
趣
候
、

一
右
三
山
之
輩
当
地
諸
大
名
之
屋
敷
々
え
相
廻
り
、
寄
進
之
儀
可
申
候
、
其

上
家
中
之
面
々
町
在
寺
社
等
ニ
至
ま
て
、
勧
化
之
儀
直
々
其
屋
敷
々
ニ
て

申
達
、
勧
化
帳
差
置
、
江
戸
屋
敷
中
幷
領
内
え
被
差
廻
候
樣
致
度
旨
可
相

頼
候
間
、
無
滯
樣
ニ
可
被
申
付
候
、
尤
信
向
之
輩
は
寄
進
之
儀
可
有
之
候
、

勿
論
志
無
之
者
に
、
押
て
す
ゝ
め
候
儀
堅
く
無
用
候
、
委
細
は
勧
化
之
状（
二
）

ニ
書
載
有
之
事
、

一
右
勧
化
物
之
事
、
江
戸
ニ
て
奉
加
有
之
分
は
、
当
寅
四
月
よ
り
同
八
月
迄

之
内
⽛
ニ（
三
）

⽜、
三
山
之
輩
相
廻
り
、
請
取
候
樣
仕
度
由
可
申
事
、

一
領
内
に
て
取
集
候
分
は
、
江
戸
幷
京
、
大
坂
之
屋
敷
々
え
、
当
寅
十
月
朔
日

よ
り
来
卯
三
月
晦
日
迄
之
内
、
右
奉
加
請
取
ニ
相
廻
り
可
申
候
條
、
其
砌

渡
候
樣
仕
度
旨
可
申
事
、

一
上
方
向
寄
ニ
て
京
、
大
坂
ニ
屋
敷
無
之
面
々
は
、
彼
地
ニ
有
之
紀
伊
殿
藏

屋
敷
家
来
迄
差
越
候
樣
仕
度
旨
可
申
事
、

右
之
通
、
可
被
相
心
得
候
、
猶
又
被
承
合
度
儀
も
候
ハ
ヽ
、
松
平
對
馬
守
、

駒
木
根
肥
後
守
、
兩
人
之
内
え
可
被
聞
合
候
以
上
、

四
月

②
一
一
九
四

享
保
十
巳
年
十
二
月

出
雲
國
大
社
造
營
ニ
付
て
、
諸
國
勧
化
之
事
、
今
度
社
家
之
者
共
相
願
候
通

被

仰
出
之
、

公
儀
よ
り
も
御
寄
附
之
品
有
之
候
、
依
之
諸
大
名
幷
御
旗

本
之
面
々
且
寺
社
町
方
、
其
外
御
料
私
領
國
々
在
々
所
々
え
も
勧
化
之
儀
、

社
家
之
者
共
来
春
よ
り
巡
行
い
た
し
、
可
相
勧
候
間
、
被
存
其
趣
、
志
之
輩

は
寄
進
之
儀
可
有
之
候
、
勿
論
志
無
之
者
ニ
は
、
押
て
す
ゝ
め
候
儀
、
堅
無

用
ニ
候
、
猶
勧
化
之
状
ニ
書
載
之
候
以
上
、

十
二
月
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②
一
二
〇
二

享
保
十
七
子
年
五
月

京
六
孫
王
社
之
儀
、
公
儀
よ
り
御
修
復
被

仰
付
、
御
修
復
料
を
も
被
下
た

る
事
候
、
右
社
之
儀
、
元
祿（
一
）

年
中
御
建
立
被

仰
出
、
新
規
同
然
之
社
故
、

旦
家
之
助
力
曾
て
無
之
ニ
付
、
相
續
候
樣
有
之
度
、
此
度
清
和
源
氏
之
万
石

以
上
之
輩
え
、
遍
照
心
院
南
谷
勧
化
相
願
候
筈
ニ
候
條
、
助
力
有
之
樣
可
被

致
候
、
万
石
以
下
も
可
相
廻
候
間
、
志
次
第
助
力
可
有
之
候
、

右
之
通
、
寄
々
可
被
達
候
以
上
、

五
月

④
⽛
そ
の
他
⽜
⚔
件
の
資
料

こ
の
⽛
そ
の
他
⽜
の
資
本
調
達
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
国
免

勧
化
、
国
免
富
興
行
、
国
役
普
請
と
比
べ
異
質
な
資
本
調
達
方
法
と
云
え
る

も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
寺
社
の
祠
堂
金
貸
付

に
類
似
す
る
資
金
調
達
方
法
で
あ
る
。
そ
の
典
型
と
し
て
一
二
〇
六
の
豆
州

三
嶋
大
明
神
社
へ
の
修
復
資
金
調
達
方
法
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
し
か
も
、
国

免
と
し
て
行
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
こ
の
資
金
調
達
方
法
の
特
異
性
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
幕
府
は
三
嶋
大
明
神
社
小
破
修
復
の
四
百
四
拾
両
を
⽛
寺
社

御
修
復
除
金
之
内
⽜
か
ら
⽛
借
附
⽜
ら
れ
る
国
庫
資
金
＝
国
免
借
附
金
と
な

る
。
一
度
こ
の
国
家
資
金
を
受
取
っ
た
神
主
は
、
次
に
豆
州
代
官
斉
藤
喜
六

郎
へ
渡
す
。
代
官
が
こ
の
国
家
資
金
四
百
四
拾
両
を
恐
ら
く
一
割
（
一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
）
の
高
利
で
在
町
に
貸
付
け
、
一
年
の
利
金
（
四
拾
四
両
）
を

小
修
理
費
用
と
し
て
交
附
し
、
三
嶋
大
明
社
の
経
営
を
支
え
る
仕
組
み
と
な

る
。
国
免
借
金
の
利
金
は
幕
府
→
代
官
→
三
嶋
大
明
神
社
の
小
破
修
理
資
金

の
循
還
を
毎
年
繰
り
返
し
て
融
資
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
の
仙
波
御
宮
の
修
復
資
金
調
達
も
三
嶋
大
明
神
社
と
同
じ
祠
堂
金
貸
付

に
よ
る
利
金
で
修
復
費
用
に
廻
し
て
神
社
経
営
の
健
全
性
を
維
持
さ
せ
よ
う

と
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
即
ち
、⽛
今
度
金
貳
百
両
相
渡
候
間
、
領䀝

分䀝

之䀝

貸䀝

置䀝

、

年
々
其
利
金
を
以
小
破
之
繕
可
被
到
候
⽜
と
。

し
か
し
、
江
戸
本
所
羅
漢
寺
は
前
二
者
と
相
違
す
る
特
殊
な
ケ
ー
ス
と
言

え
る
。
と
い
う
の
も
、
羅
漢
寺
は
⽛
寺
領
檀
家
も
無
之
⽜
故
、⽛
八
州
勧
化
⽜

へ
の
願
い
を
無
理
と
考
え
、
そ
の
代
り
、⽛
御
米
五
百
俵
被
下
置
⽜
る
こ
と
で

寺
社
の
経
営
困
難
を
打
解
す
る
資
金
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。

な
お
、
四
件
目
の
清
瀧
寺
の
ケ
ー
ス
は
最
も
厳
し
い
資
金
調
達
方
法
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
清
瀧
寺
が
⽛
三
ヶ
国
勧
化
を
行
う
の
は
無
理
で
あ
る
の
で
、

幕
府
は
⽛
寺
社
修
復
料
金
之
内
よ
り
可
被
相
渡
候
⽜
と
国
免
の
財
政
資
金
を

交
附
（
金
百
両
）
す
る
が
、
以
後
自
力
で
（
＝
御
佛
供
料
之
内
を
以
、
年
々

の
け
置
）
修
復
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。

以
上
の
よ
う
に
⽛
そ
の
他
⽜
の
資
金
調
達
方
法
は
幕
府
の
財
政
・
金
融
の

中
か
ら
資
金
を
提
供
し
、
修
復
資
金
調
達
す
る
国
免
の
特
異
な
ケ
ー
ス
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
ケ
ー
ス
と
相
違
す
る
国
の
丸
抱
え
の
資
金
調
達
方
法
と
云

え
る
。

⽛
そ
の
他
⽜
の
ケ
ー
ス
は
ま
さ
に
直
接
の
国
家
介
入
に
よ
る
修
復
資
金
調

達
方
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
以
下
そ
の
資
料
を
揚
げ
検
討
材
料
と
す

る
。⑤

一
二
〇
六

享
保
十
八
丑
年
七
月

豆
州
三
嶋
大
明
神

神

主

三
嶋
大
明
神
社
小
破
修
復
之
た
め
、
金
三
百
兩
拝
借
被

仰
付
候
、
右
拝
借

金
三
百
兩
豆
州
御
代
官
齋
藤
喜
六
郎
え
相
渡
候
間
、
有
来
殘
金
百
四
拾
兩
餘

も
喜
六
郎
請
取
之
、
都
合
四
百
四
拾
兩
余
之
金
子
在
方
え
借
附
候
筈
ニ
候
、

右
壹
ヶ
年
之
利
金
ニ
て
其
年
之
修
復
相
濟
候
樣
ニ
い
た
し
、
利
金
よ
り
修
復

高
多
き
分
は
、
翌
年
え
差
延
可
申
候
、
尤
利
金
ニ
て
其
年
之（
二
）

修
復
入
用
餘
り

候
は
、
元
金
え
相
加
、
借
附
候
樣
ニ
可
仕
旨
、
御
勘
定
奉
行
よ
り
喜
六
郎
え

申
渡
候
間
、
神
主
え
被
申
渡
右
之
趣
、
神
主
且
喜
六
郎
よ
り
請
取（
三
）

取
置
可
申

候
、
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但
、
右
拝
借
金
三
百
兩
は
寺
社
御
修
復
除
金
之
内
ニ
て
、
拝
借
被

仰
付

候
、
委
細
御
勘
定
奉
行
可
被
談
候
、

七
月

⑤
一
二
〇
七

享
保
二
十
卯
年
三
月

御
勘
定
奉
行
え

仙
波

御
宮
御
修
復
之
儀
、
今
度
金
貳
百
兩
相
渡
候
間
、
領
分
え
貸
置
、

年
々
其
利
金
を
以
小
破
之
繕
可
被
致
候
、
勿
論
大
破
之
節
は
御
修
復
可
被

仰
付
候
、
尤
喜
多
院
ニ
も
相
達
候
間
、
御
破
損
之
儀
申
出
之
節
被
相
伺
不
及
、

可
被
申
付
候
、
遣
方
等
壹
ケ
年
切
ニ
勘
定
仕
立
、
御
勘
定
所
え
可
被
差
出
候
、

委
細
は
寺
社
奉
行
、
御
勘
定
奉
行
え
可
被
談
候
、

右
之
通
、
秋
元
但
馬
守
え
相
達
候
間
、
被
得
其
意
、
金
子
可
被
相
渡
候
、

三
月

⑤
一
二
一
一

元
文
四
未
年
六
月

御
勘
定
奉
行
え

本

所

羅

漢

寺

結
制
去
々
年
去
年
も
令
執
行
候
處
、
此
以
後
打
續
執
行
難
成
候
付
て
、
武
士

方
幷
關
八
州
勧
化
之
儀
相
願
候
得
共
、
此
儀
は
難
成
事
ニ
候
、
然
共
結
制
之

事
は
宗
體
第
一
之
儀
候
得
は
、
致
執
行
度
段
尤
之
事
ニ
候
、
寺
領
檀
家
も
無

之
ニ
付
て
、
其
旨
を
申
上
候
處
、
今
般
御
米
五
百
俵
被
下
置
候
間
、
当
冬
結

制
一
夏
相
勤
、
右
御
米
之
余
分
を
以
又
四
年
目
ニ
一
度
相
勤
可
申
候
、
如
此

後
々
迄
、
結
制
絶
不
申
候
樣
可
致
候
、
度
々

御
腰
被
爲
掛（
一
）

候
寺
之
儀
付
て
、

別
段
を
以
右
之
通
御
米
被
下
置
候
、

右
之
通
、
大
岡
越
前
守
え
申
渡
候
間
、
可
被
談
候
、

六
月

⑤
一
二
一
八

寛
保
二
戌
年
五
月

御
勘
定
奉
行
え

遠
州
豐
田
郡
二
俣
村

清

瀧

寺

右
、
清
瀧
寺
相
願
候

信
康
樣
御
廟
幷
御
位
牌
所
及
大
破
、
自
力（
三
）

難
叶
付
て
、

遠
州
駿
州
三
州
、
三
ヶ
國
勧
化

御
免
之
事
、

公
儀
よ
り
願
之
通
被

仰
付
候
筋
ニ
無
之
候
、
自
分
ニ
て
勧
化
可
仕
は
勝

手
次
第
ニ
候
、
右
大
破
之
由
ニ
付
、
金
百
兩
被
下
候
、
向
後

公
儀
よ
り
御

構
有
之
間
敷
候
間
、
御
佛
供
料
之
内
を
以
、
年
々
の
け
置
、
修
復
仕
候
樣
可

被
申
渡
候
、

右
之
通
、
申
渡
候
間
、
寺
社
修
復
料
金
之
内
よ
り
可
被
相
渡
候
、
之
候
間
、

勧
化
難
成
由
斷
申
所
々
も
候
段
相
聞
候
、
私
之
勧
化
相
留
メ（
五
）

候
義（
六
）

は
、
領

主
心
次
第
ニ
候
、
従

公
儀
御
免
之
上
、
諸
國
巡
行
之
事
ニ
候
條
、
寺
社
奉

行
連
印
之
勧
化
状
持
參
候
寺
社
之
輩
え
は
、
志
次
第
可
致
勧
化
旨
、
御
料（
七
）

ハ

御
代
官
、
私
領
は
領
主
、
地
頭
よ
り
兼
て
可
申
聞
置
候
、

右
之
通
、
可
被
相
觸
候
、

⚔

過
渡
期
の
資
本
調
達
方
法
の
類
型
と
図
表
分
析

こ
の
章
で
扱
う
過
渡
期
と
は
⑴
寛
保
四
年
（
一
七
四
三
）
～
宝
暦
九
年

（
一
七
五
八
）
の
前
半
期
と
⑵
宝
暦
九
年
（
一
七
五
八
）
～
天
明
七
年
（
一
七

八
七
）
の
後
半
期
の
二
時
期
か
ら
成
る
。
過
渡
期
と
は
前
述
し
た
①
確
立
期

と
③
崩
壊
期
と
の
間
に
挟
ま
れ
た
時
期
を
指
す
の
で
あ
る
。

過
渡
期
に
お
け
る
国
免
助
成
型
資
本
調
達
方
法
は
次
頁
の
図
表
-⚓
寺
社

修
理
資
金
調
達
方
法
一
覧
表
を
中
心
に
分
析
さ
れ
る
。
そ
の
際
資
料
掲
示
は

省
略
し
、
過
渡
期
の
特
質
を
分
析
す
る
点
に
重
点
を
置
く
。

Ｂ
-⚐

寛
保
四
年
～
宝
暦
九
年
に
お
け
る
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法

の
類
型
と
特
質
に
つ
い
て
─
前
半
の
分
析
を
中
心
に

過
渡
期
前
半
の
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
は
次
の
図
表
-⚓
の
一
覧
表
に
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図
表
-3

寛
保
四
年
（
1743）

～
宝
暦
九
年
（
1758）

寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
一
覧
表

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

1
延
享
元
年

1744
八
八
一

浅
間
豊
積
社

駿
河

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

2
八
八
二

天
王
寺

摂
州

破
損

○
1

3
八
八
八

浅
草
大
護
院

江
戸

造
立

○
1

4
延
享
二
年

1745
八
八
九

法
輪
寺

京
嵯
峨
大
破

○
1

5
八
九
〇

八
九
一

亀
戸
天
神
社

江
戸

焼
失
勘
定
奉
行

勧
化
＋
金
貳
百
両

御
寄
附
被
遊
候

2

6
八
九
二

三
嶋
明
神
社

豆
州

造
営
勘
定
奉
行

御
寄
附
金
千
両
之
儀

は
寺
社
修
復
料
之
内

ニ
て
可
被
相
渡
候

5

7
八
九
三

三
嶋
大
明
神
社

豆
州

焼
失

○
1

8
八
九
四

光
雲
寺

山
城
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

9
八
九
七

法
輪
寺

京
○

再
勧
化

1
10

延
享
三
年

1746
八
九
八

一
宮
抜
鉾
大
神
社

上
野
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

11
九
〇
〇

薬
師
寺

南
都

再
興

○
1

12
九
〇
一

芝
明
神
社

江
戸

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

13
九
〇
二

三
嶋
大
明
神
社

豆
州

焼
失

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

14
九
〇
三

物
部
大
明
神
社

石
見
国

類
焼

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

15
九
〇
四

多
賀
大
明
神
社

江
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

16
九
〇
五

住
吉
神
社

摂
州

破
損

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

17
九
〇
六

平
岡
明
神
社

河
内
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

18
九
〇
七

南
都
西
大
寺

京
修
営

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

19
延
享
四
年

1747
九
〇
八

熊
野
権
現
本
社

遠
江
国

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

20
九
〇
九

国
分
寺

駿
府

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

21
九
一
一

天
台
宗
東
福
寺

江
戸

再
建

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

22
九
一
二

松
應
寺

三
州

修
復
寺
社
奉
行

一
銀
百
枚
、
一
榑
木

万
枚
一
銀
三
拾
枚
、
被
下

之

5

23
九
一
四

八
幡
社

上
野
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

24
九
一
五

白
山
社

北
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

25
九
一
六

三
嶋
大
明
神
社

豆
州

造
営
寺
社
奉
行

○
富
突

（
拾
ヶ
年
）

材
木
百
本

6

26
九
一
七

住
吉
明
神
社

摂
州

修
復

○
1

27
延
享
五
年

1748
九
二
四

八
幡
社

下
總
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

28
九
二
五

眞
福
寺

三
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

29
寛
延
元
年

1748
九
二
六

不
動
院

武
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

30
九
二
七

三
芳
野
天
神
社

仙
波

修
復
勘
定
奉
行

小
普
請
奉

行

一
式
請
負
ニ

成
候
小
普
請
方
可

差
遣
候

4

31
寛
延
二
年

1749
九
二
九

一
宮
簸
河
明
神
社

武
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

32
九
三
〇

金
地
院

京
修
復
勘
定
奉
行

修
復
料
、
金
百
両
被

下
5

33
九
三
一

富
士
浅
間
社

駿
河
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

34
九
三
二

済
松
寺

江
戸
牛
込
再
興
勘
定
奉
行

白
銀
貳
百
枚
被
下

5
35

九
三
四

神
田
明
神
社

江
戸
神
田
修
復
勘
定
奉
行

修
復
料
、
金
貳
百
両

被
下

5

36
九
三
七

壺
井
権
現
社

河
州

大
破

○
1

37
寛
延
三
年

1750
九
三
八

圓
福
寺

京
修
復
勘
定
奉
行

金
百
両
・
寺
社
修
復

料
之
内
ニ
て
可
被
相

渡
候

5

38
九
三
九

黄
檗
宗
瑞
聖
寺

江
戸
白
銀
類
焼

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

39
＊
九
四
〇
寛
延
四
年
四
月
御
免
勧
化
之
儀
、
数
多
願
出
候
、
譯
も
無
之
分
今
後
取
上
ニ
不
及
→
寺
社
政
策
の
新
し
い
定
め

40
九
四
一

大
光
院

新
田

修
復
寺
社
奉
行

金
五
百
両
・
榑
木
五

千
挺
被
下

5

41
寛
延
四
年

1751
九
四
四

熊
野
権
現
社

遠
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

42
九
四
五

傳
通
院

江
戸
小
石

川
修
復
勘
定
奉
行

白
銀
三
百
枚
被
下

5

43
九
四
六

金
剛
王
院

相
州
箱
根
大
破

○
1

44
九
四
七

梅
宮
社

山
城
国

大
破

○
1

45
九
四
八

大
山
不
動
社

相
州

大
破

○
1

46
宝
暦
元
年

1751
九
四
九

六
所
明
神
社

三
州

修
復
寺
社
奉
行

勧
化
＋
銀
百
枚
被

下
2

47
九
五
〇

六
所
明
神
社

三
河
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

48
宝
暦
二
年

1752
九
五
一

大
鳥
五
社
明
神
社

和
泉
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

49
九
五
二

宝
生
寺

和
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1
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図
表
-3

寛
保
四
年
（
1743）

～
宝
暦
九
年
（
1758）

寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
一
覧
表

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

1
延
享
元
年

1744
八
八
一

浅
間
豊
積
社

駿
河

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

2
八
八
二

天
王
寺

摂
州

破
損

○
1

3
八
八
八

浅
草
大
護
院

江
戸

造
立

○
1

4
延
享
二
年

1745
八
八
九

法
輪
寺

京
嵯
峨
大
破

○
1

5
八
九
〇

八
九
一

亀
戸
天
神
社

江
戸

焼
失
勘
定
奉
行

勧
化
＋
金
貳
百
両

御
寄
附
被
遊
候

2

6
八
九
二

三
嶋
明
神
社

豆
州

造
営
勘
定
奉
行

御
寄
附
金
千
両
之
儀

は
寺
社
修
復
料
之
内

ニ
て
可
被
相
渡
候

5

7
八
九
三

三
嶋
大
明
神
社

豆
州

焼
失

○
1

8
八
九
四

光
雲
寺

山
城
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

9
八
九
七

法
輪
寺

京
○

再
勧
化

1
10

延
享
三
年

1746
八
九
八

一
宮
抜
鉾
大
神
社

上
野
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

11
九
〇
〇

薬
師
寺

南
都

再
興

○
1

12
九
〇
一

芝
明
神
社

江
戸

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

13
九
〇
二

三
嶋
大
明
神
社

豆
州

焼
失

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

14
九
〇
三

物
部
大
明
神
社

石
見
国

類
焼

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

15
九
〇
四

多
賀
大
明
神
社

江
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

16
九
〇
五

住
吉
神
社

摂
州

破
損

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

17
九
〇
六

平
岡
明
神
社

河
内
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

18
九
〇
七

南
都
西
大
寺

京
修
営

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

19
延
享
四
年

1747
九
〇
八

熊
野
権
現
本
社

遠
江
国

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

20
九
〇
九

国
分
寺

駿
府

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

21
九
一
一

天
台
宗
東
福
寺

江
戸

再
建

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

22
九
一
二

松
應
寺

三
州

修
復
寺
社
奉
行

一
銀
百
枚
、
一
榑
木

万
枚
一
銀
三
拾
枚
、
被
下

之

5

23
九
一
四

八
幡
社

上
野
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

24
九
一
五

白
山
社

北
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

25
九
一
六

三
嶋
大
明
神
社

豆
州

造
営
寺
社
奉
行

○
富
突

（
拾
ヶ
年
）

材
木
百
本

6

26
九
一
七

住
吉
明
神
社

摂
州

修
復

○
1

27
延
享
五
年

1748
九
二
四

八
幡
社

下
總
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

28
九
二
五

眞
福
寺

三
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

29
寛
延
元
年

1748
九
二
六

不
動
院

武
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

30
九
二
七

三
芳
野
天
神
社

仙
波

修
復
勘
定
奉
行

小
普
請
奉

行

一
式
請
負
ニ

成
候
小
普
請
方
可

差
遣
候

4

31
寛
延
二
年

1749
九
二
九

一
宮
簸
河
明
神
社

武
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

32
九
三
〇

金
地
院

京
修
復
勘
定
奉
行

修
復
料
、
金
百
両
被

下
5

33
九
三
一

富
士
浅
間
社

駿
河
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

34
九
三
二

済
松
寺

江
戸
牛
込
再
興
勘
定
奉
行

白
銀
貳
百
枚
被
下

5
35

九
三
四

神
田
明
神
社

江
戸
神
田
修
復
勘
定
奉
行

修
復
料
、
金
貳
百
両

被
下

5

36
九
三
七

壺
井
権
現
社

河
州

大
破

○
1

37
寛
延
三
年

1750
九
三
八

圓
福
寺

京
修
復
勘
定
奉
行

金
百
両
・
寺
社
修
復

料
之
内
ニ
て
可
被
相

渡
候

5

38
九
三
九

黄
檗
宗
瑞
聖
寺

江
戸
白
銀
類
焼

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

39
＊
九
四
〇
寛
延
四
年
四
月
御
免
勧
化
之
儀
、
数
多
願
出
候
、
譯
も
無
之
分
今
後
取
上
ニ
不
及
→
寺
社
政
策
の
新
し
い
定
め

40
九
四
一

大
光
院

新
田

修
復
寺
社
奉
行

金
五
百
両
・
榑
木
五

千
挺
被
下

5

41
寛
延
四
年

1751
九
四
四

熊
野
権
現
社

遠
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

42
九
四
五

傳
通
院

江
戸
小
石

川
修
復
勘
定
奉
行

白
銀
三
百
枚
被
下

5

43
九
四
六

金
剛
王
院

相
州
箱
根
大
破

○
1

44
九
四
七

梅
宮
社

山
城
国

大
破

○
1

45
九
四
八

大
山
不
動
社

相
州

大
破

○
1

46
宝
暦
元
年

1751
九
四
九

六
所
明
神
社

三
州

修
復
寺
社
奉
行

勧
化
＋
銀
百
枚
被

下
2

47
九
五
〇

六
所
明
神
社

三
河
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

48
宝
暦
二
年

1752
九
五
一

大
鳥
五
社
明
神
社

和
泉
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

49
九
五
二

宝
生
寺

和
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1
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番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

50
九
五
五

鹿
島
社

常
陸
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

51
九
五
六

護
持
院

江
戸
大
塚
大
破

○
1

52
宝
暦
三
年

1753
九
五
八

木
門
寺

江
戸
池
上
破
損
勘
定
奉
行

修
復

白
銀
百
枚
被
下

5
53

九
五
九

金
剛
王
院

相
州
箱
根
大
破

○
1

54
九
六
一

六
所
明
神
社

三
河
国

大
破

○
1

55
九
六
三

大
鳥
五
社
明
神
社

和
泉
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

56
宝
暦
四
年

1754
九
六
四

多
賀
大
明
神
社

江
州

修
復

○
1

57
九
六
五

伊
賀
八
幡
社

三
州

大
破

○
1

58
九
六
六

薬
師
堂

駿
府

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

59
九
六
七

善
光
寺

甲
州

焼
失

松
材
木
三
百
本
被
下

5
60

九
六
八

万
福
寺

城
州
宇
治

寺
社
奉
行

別
段
之
訳
を

以
、
銀
百
貫

目
拝
借

3

61
九
六
九

通
宝
寺

河
州

大
破
寺
社
奉
行

修
復
料
、
銀
百
五
拾

枚
被
下

5

62
宝
暦
六
年

1756
九
七
二

京
大
仏
殿

京
大
破

○
1

63
九
七
三

鹿
島
社

常
陸
国

大
破

○
1

64
宝
暦
七
年

1757
九
七
五

一
宮
抜
鉾
大
神
社

上
野
国

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

65
九
七
六

大
樹
寺
、
信
光
明
寺

三
州

破
損
寺
社
奉
行

御
除
榑
木
被
下

5
＊
㈠
金
三
百
両
・
榑
木
貳
万
五
千
三
百
挺
大
樹
寺
・
金
貳
百
両
・
榑
木
貳
千
両
信
光
明
寺
…
修
復
仕
候
様

5
㈡
寺
社
政
策
…
出
願
候
寺
社
多
数
有
之
…
際
限
無
之
事
候
様
…
寺
社
之
格
合
を
以
、
勧
化
・
御
免
被
仰
付
候
又
、
御
由
緒
之
軽
重
ニ
応
じ
候

㈢
金
三
百
両
、
三
州
大
樹
寺
被
下

5
㈣
金
千
五
百
四
拾
四
両
、
榑
木
六
万
挺
、
駿
州
浅
間
諸
堂
社
破
損
ニ
付
被
下

5
66

九
七
七

高
野
山
大
徳
院

紀
州

修
復
寺
社
奉
行

銀
五
百
枚
被
下

5
67

九
八
二

世
良
田
御
宮

上
州

修
復
寺
社
奉
行

金
三
百
両
被
下

5
68

宝
暦
八
年

1758
九
八
三

鹿
嶋
社

常
陸
国

修
復

○
1

69
九
八
五

泉
湧
寺

京
祠
堂
金
之
貸
付
に
由

る
利
子
は
格
別
之
御

寄
付
ニ
て
、
貸
付
、

利
潤
を
以
御
法
用
も

相
務
候

→
寺
社
政
策
の
方
針

5

＊
九
八
六
寺
社
政
策
の
方
針
…
公
儀
よ
り
御
修
復
被
仰
付
候
場
所
々
并
御
金
榑
木
類
被
下
或
は
勧
化
開
帳
等
御
免
、
助
力
を
以
到
修
復
候
個
所
々
共
…
相
調
、
相
糺
可
被
差
出
候

1
70

九
八
七

京
大
仏
殿

京
大
破

○
1

合
計

72
50

2
1

1
16

1
72



要
約
さ
れ
る
。

図
表
-⚓
の
⽛
寛
保
四
年
～
宝
暦
九
年
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
一
覧
表
⽜

は
国
免
の
①
勧
化
、
②
勧
化
＋
そ
の
他
、
③
格
別
之
訳
、
④
作
業
普
請
＋
そ

の
他
、
⑤
そ
の
他
、
そ
し
て
⑥
富
興
行
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
分
布
の
傾
向
と

集
中
度
を
表
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
図
表
-⚓
の
分
類
（
①
～
⑥
）
毎
の
分
布

と
集
中
度
か
ら
、
こ
の
過
渡
期
前
半
の
時
代
傾
向
と
趨
勢
と
を
抽
出
す
る
こ

と
が
で
き
、
次
の
三
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
点
は
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
の
特
徴
を
抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

こ
の
過
渡
期
前
半
の
調
査
寺
社
数
は
合
計
七
十
二
件
で
あ
る
。
そ
の
内
訳

は
調
査
数
の
大
き
さ
か
ら
順
位
付
け
て
み
る
と
次
の
結
果
と
な
る
。

①
勧
化
─
五
十
件
（
割
合
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
）

②
そ
の
他
─
十
六
件
（
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
）

③
勧
化
＋
そ
の
他
二
件
（
三
パ
ー
セ
ン
ト
）

④
11
⽛
格
別
之
訳
⽜
一
件
（
一
パ
ー
セ
ン
ト
）

④
12
⽛
作
業
普
請
⽜
一
件
（
一
パ
ー
セ
ン
ト
）

④
13
⽛
富
興
行
⽜
一
件
（
一
パ
ー
セ
ン
ト
）

以
上
の
よ
う
に
、
過
渡
期
前
半
の
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
の
類
型
別
順

位
は
①
勧
化
の
五
十
件
（
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
、
確
立
期
の
六
九
パ
ー
セ

ン
ト
と
同
じ
率
で
あ
る
、
こ
の
点
で
、
国
免
勧
化
は
確
立
期
と
過
渡
期
と
同

じ
傾
向
を
示
し
、
徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策
の
本
質
を
垣
間
み
る
思
い
で
あ
る
。

徳
川
幕
府
は
国
免
勧
化
を
通
し
て
寺
社
修
理
資
本
調
達
を
大
衆
基
盤
の
国
民

に
求
め
、
寺
社
経
営
を
国
民
的
基
盤
に
根
づ
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
こ
こ
に
近
世
仏
教
は
大
衆
＝
国
民
基
盤
の
上
に
、
と
り
わ
け
家
父
長
制

家
族
の
檀
家
＝
旦
那
制
度
に
信
仰
基
盤
の
確
立
を
計
ろ
う
と
す
る
。
ま
さ
に
、

徳
川
幕
府
は
近
世
仏
教
の
大
衆
基
盤
の
確
立
を
推
進
す
る
た
め
に
国
免
勧
化

を
確
立
す
る
こ
と
に
全
力
を
注
ぐ
の
に
努
め
る
。
国
免
勧
化
は
私
的
、
民
間

の
勧
化
と
相
違
し
、
国
の
許
可
＝
国
免
と
し
て
⽛
寺
社
奉
行
連
印
之
勧
化
状

持
参
⽜
の
条
件
を
付
す
る
の
で
あ
る
。

確
立
期
の
図
表
-⚑
で
の
国
免
勧
化
状
を
伴
う
の
は
十
五
件
の
う
ち
九
件

（
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
高
い
割
合
を
占
め
、
徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策
の
本
格

的
展
開
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
過
渡
期
前
半
で
の
国
免
勧
化
状
の
割
合

は
五
十
件
の
う
ち
二
十
九
件
で
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
ほ
ゞ
同
じ
高
い
割
合

と
な
っ
て
い
る
。

第
二
点
は
⽛
そ
の
他
⽜
の
十
六
件
で
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
確
立
期
の
四

件
と
比
べ
て
十
六
件
と
四
倍
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
確
立
期
の
⽛
そ
の

他
⽜
は
祠
堂
金
貸
付
の
性
格
と
特
徴
を
現
わ
し
て
い
た
が
、
こ
の
過
渡
期
前

半
で
は
、
貸
付
金
に
よ
る
利
金
で
の
修
復
を
す
る
よ
り
む
し
ろ
修
復
料
と
榑

木
、
木
材
の
下
附
と
の
組
合
わ
せ
へ
の
移
行
を
現
わ
し
始
め
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
時
期
の
⽛
そ
の
他
⽜
は
金
百
両
の
下
附
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
小
額
の
金

額
を
、
特
に
百
両
前
後
の
下
附
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
点
は
、
富
興
行
が
一
件
と
な
り
、
確
立
期
の
四
件
か
ら
の
急
減
で
あ

る
。
八
代
吉
宗
か
ら
九
代
家
重
へ
の
移
行
期
で
あ
り
、
年
貢
の
減
額
を
目
指

し
て
の
農
民
一
揆
が
頻
発
し
始
め
、
高
利
、
或
い
は
賭
博
禁
令
、
贅
沢
へ
の

規
制
が
見
ら
れ
始
め
た
こ
と
が
富
興
行
の
国
免
へ
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

Ｂ
-⚑

宝
暦
九
年
～
天
明
七
年
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
の
類
型
と

特
質
─
過
渡
期
後
半

Ｂ
-⚑
-⚑

過
渡
期
後
半
の
分
析

過
渡
期
後
半
の
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
は
次
の
図
表
-⚔
の
一
覧
表
に

示
さ
れ
る
。

Ｂ
-⚒

こ
の
過
渡
期
後
半
に
お
け
る
世
界
史
の
動
向

宝
暦
七
年
か
ら
天
明
七
年
ま
で
の
三
十
年
間
に
将
軍
は
九
代
家
重
、
十
代

家
治
へ
と
代
り
、
対
外
的
に
ロ
シ
ア
の
東
方
政
策
に
よ
る
樺
太
、
カ
ム

チ
ャ
ッ
カ
、
ア
ラ
ス
カ
、
ア
ム
ー
ル
河
沿
岸
そ
し
て
蝦
夷
地
、
北
方
四
島
へ

経営論集（北海学園大学）第 20 巻第 4号徳川幕府経営史序説（大場）

(35)

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

50
九
五
五

鹿
島
社

常
陸
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

51
九
五
六

護
持
院

江
戸
大
塚
大
破

○
1

52
宝
暦
三
年

1753
九
五
八

木
門
寺

江
戸
池
上
破
損
勘
定
奉
行

修
復

白
銀
百
枚
被
下

5
53

九
五
九

金
剛
王
院

相
州
箱
根
大
破

○
1

54
九
六
一

六
所
明
神
社

三
河
国

大
破

○
1

55
九
六
三

大
鳥
五
社
明
神
社

和
泉
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

56
宝
暦
四
年

1754
九
六
四

多
賀
大
明
神
社

江
州

修
復

○
1

57
九
六
五

伊
賀
八
幡
社

三
州

大
破

○
1

58
九
六
六

薬
師
堂

駿
府

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

59
九
六
七

善
光
寺

甲
州

焼
失

松
材
木
三
百
本
被
下

5
60

九
六
八

万
福
寺

城
州
宇
治

寺
社
奉
行

別
段
之
訳
を

以
、
銀
百
貫

目
拝
借

3

61
九
六
九

通
宝
寺

河
州

大
破
寺
社
奉
行

修
復
料
、
銀
百
五
拾

枚
被
下

5

62
宝
暦
六
年

1756
九
七
二

京
大
仏
殿

京
大
破

○
1

63
九
七
三

鹿
島
社

常
陸
国

大
破

○
1

64
宝
暦
七
年

1757
九
七
五

一
宮
抜
鉾
大
神
社

上
野
国

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

65
九
七
六

大
樹
寺
、
信
光
明
寺

三
州

破
損
寺
社
奉
行

御
除
榑
木
被
下

5
＊
㈠
金
三
百
両
・
榑
木
貳
万
五
千
三
百
挺
大
樹
寺
・
金
貳
百
両
・
榑
木
貳
千
両
信
光
明
寺
…
修
復
仕
候
様

5
㈡
寺
社
政
策
…
出
願
候
寺
社
多
数
有
之
…
際
限
無
之
事
候
様
…
寺
社
之
格
合
を
以
、
勧
化
・
御
免
被
仰
付
候
又
、
御
由
緒
之
軽
重
ニ
応
じ
候

㈢
金
三
百
両
、
三
州
大
樹
寺
被
下

5
㈣
金
千
五
百
四
拾
四
両
、
榑
木
六
万
挺
、
駿
州
浅
間
諸
堂
社
破
損
ニ
付
被
下

5
66

九
七
七

高
野
山
大
徳
院

紀
州

修
復
寺
社
奉
行

銀
五
百
枚
被
下

5
67

九
八
二

世
良
田
御
宮

上
州

修
復
寺
社
奉
行

金
三
百
両
被
下

5
68

宝
暦
八
年

1758
九
八
三

鹿
嶋
社

常
陸
国

修
復

○
1

69
九
八
五

泉
湧
寺

京
祠
堂
金
之
貸
付
に
由

る
利
子
は
格
別
之
御

寄
付
ニ
て
、
貸
付
、

利
潤
を
以
御
法
用
も

相
務
候

→
寺
社
政
策
の
方
針

5

＊
九
八
六
寺
社
政
策
の
方
針
…
公
儀
よ
り
御
修
復
被
仰
付
候
場
所
々
并
御
金
榑
木
類
被
下
或
は
勧
化
開
帳
等
御
免
、
助
力
を
以
到
修
復
候
個
所
々
共
…
相
調
、
相
糺
可
被
差
出
候

1
70

九
八
七

京
大
仏
殿

京
大
破

○
1

合
計

72
50

2
1

1
16

1
72
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宝
暦
八
年
（
1758）

～
天
明
七
年
（
1787）

寺
社
修
理
資
金
調
達
方
法
一
覧
表

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

1
宝
暦
十
一
年
1761

二
〇
二
七

大
護
院

江
戸
浅
草
大
破
寺
社
奉
行

金
五
百
両
拝

借被
仰
付

3

2
二
〇
二
八

浅
間
新
宮
両
社

駿
州

修
復
料

勘
定
奉
行

①
五
年
金
弐
百
両
被

下②
被
下
候
弐
百
両
之

剰
余
を
以
テ
修
復
仕

候

5

3
宝
暦
十
二
年
1762

二
〇
三
八

観
理
院

大
破
寺
社
奉
行

金
五
百
両
被
下

5
4

二
〇
四
二

増
上
寺

江
戸

類
焼
寺
社
奉
行

御
霊
屋
御
修
復
料
溜

金
之
内
を
以
銀
三
百

六
拾
両
被
下

5

5
宝
暦
十
三
年
1763

二
〇
四
六

①
護
持
院
本
坊
并
堂

社
①
修
復

勘
定
奉
行

①
拝
借
金
五
千
両
を

以
致
修
復

5

6
②
筑
波
山
本
堂

②
修
復

勘
定
奉
行

②
此
度
金
貳
千
両
拝

借
被
仰
付

5

7
二
〇
五
一

神
田
明
神
社

江
戸
神
田
大
破
勘
定
奉
行

①
下
さ
っ
た
御
金
で

不
十
分

②
再
願
で
新
に
金
三

百
両
拝
借
へ

5

8
二
〇
五
四

黄
檗
万
福
寺

再
応
拝
借
金
願
（
銀

六
拾
貫
目
）

5

9
二
〇
五
五

済
松
寺

江
戸
牛
込
類
焼
寺
社
奉
行

銀
弐
百
枚
被
下
候

5
10

二
〇
五
六

増
上
寺

江
戸

大
破
寺
社
奉
行

御
修
復
料
溜
金
之
内

ニ
て
、
金
百
両
被
下

候

5

11
二
〇
六
〇

大
仏
殿
妙
法
院

京
大
破
勘
定
奉
行

三
ヶ
年
間
勧
化
＋

そ
の
寄
附
金
を
1

割
の
利
子
で
貸
付

け
へ

貸
付
金
七
百
四
拾
七

両
の
利
金
（
五
分
）

の
返
済
を
受
け
る
べ

き

2

12
二
〇
六
四

佛
光
寺

勘
定
奉
行

×
？
×

13
二
〇
六
五

金
輪
寺

王
子

修
復
寺
社
奉
行

金
百
両
被
下

候
3

14
二
〇
六
六

東
福
寺

京
修
復
寺
社
奉
行

銀
百
五
拾
枚

被
下

3

15
二
〇
六
七

増
上
寺

江
戸

修
復
寺
社
奉
行

御
修
復
料
溜
金
之
内

千
両
拾
か
年
賦
拝
借

仰
付
候

5

16
宝
暦
十
四
年
1764

二
〇
七
一

八
幡
社

河
州
譽
田
大
破
寺
社
奉
行

勧
化
＋
銀
五
拾
枚

被
下

2

17
二
〇
七
二

喜
多
院

武
州
仙
波
大
破
寺
社
奉
行

金
百
五
拾
六
両
貳
分

余
被
下

5

18
二
〇
七
四

江
島
本
宮
社

江
島

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

19
明
和
元
年

1764
二
〇
七
五

譽
田
八
幡
社

河
州
譽
田
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

20
二
〇
七
八

金
地
院

京
修
復
寺
社
奉
行

銀
五
百
八
拾

枚
被
下

3

21
二
〇
八
〇

傳
通
院

江
戸
小
石

川
修
復
寺
社
奉
行

白
銀
三
百
枚

被
下

3

22
二
〇
八
一

北
野
天
満
宮
社

京
修
復
寺
社
奉
行

勧
化
＋
白
銀
五
拾

枚
被
下

2

23
二
〇
八
二

京
都
大
佛
殿

京
大
破

●
諸
国
勧
化
集
方

少
分
散
此
度
再

勧
化

1

24
二
〇
八
三

済
松
寺

江
戸
牛
込
大
破
寺
社
奉
行

金
五
百
両
拝
借

七
ヶ
年
賦
返
納

5

25
二
〇
八
四

松
応
寺

三
州

取
賄
寺
社
奉
行

銀
六
拾
枚
被

下
3

26
明
和
二
年

1765
二
〇
八
八

大
徳
院

高
野

修
復
勘
定
奉
行

金
千
両
拝
借

被
仰
付
、
そ

の
一
部
を
貸

付
け
、
利
金

で
修
復
す
べ

く

3

27
二
〇
八
九

傳
通
院

江
戸
小
石

川
修
復
勘
定
奉
行

1
回
目
は
白

銀
三
百
枚
被

下2
回
目
は
格

別
之
訳
を
以
、

榑
木
千
挺
被

下

3

28
二
〇
九
〇

京
梅
宮
社

京
修
復
勘
定
奉
行

1
回
目
御
寄
付
銀
貳

百
枚
被
下

2
回
目
は
初
穂
物
を

以
修
復
仕

5

29
二
〇
九
一

松
梅
院

京
北
野

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

30
二
〇
九
二

梅
津
大
明
神
社

山
城
国

大
破

信
仰
之
衆
之
礼
産
砂

へ
の
寄
進
と
初
尾
を

受
け
る

5

31
二
〇
九
五

宝
壽
院

京
大
破

○
1

32
二
〇
九
六

平
泉
寺

越
前
国

修
復
勘
定
奉
行

勧
化
＋
銀
三
拾
枚

被
下

2

33
二
〇
九
七

金
輪
寺

王
子

修
復
勘
定
奉
行

①
金
百
両
被

下②
格
別
ニ
金

三
百
両
拝
借

3

34
二
〇
九
八

玄
成
院

越
前
国

平
泉
寺

大
破

勧
化
＋
修
復
料
御

寄
付
銀
被
下

2

35
二
〇
九
九

天
台
宗
東
福
寺

江
戸
麻
布
再
建

○
1

36
明
和
三
年

1766
二
一
〇
〇

日
御
崎
社

出
雲
国

大
破

○
1

37
＊
③

二
一
〇
五
11
月
公
儀
御
免
之
勧
化
ニ
は
無
之
放
、
自
今
ハ
⽛
寺
社
奉
行
連
判
之
印
状
持
参
ト
ス
ル
⽜→
勧
化
政
策
の
新
し
い
位
置
づ
け

38
二
一
〇
六

尊
勝
院

江
州

大
破

○
再
勧
化

1
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宝
暦
八
年
（
1758）

～
天
明
七
年
（
1787）

寺
社
修
理
資
金
調
達
方
法
一
覧
表

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

1
宝
暦
十
一
年
1761

二
〇
二
七

大
護
院

江
戸
浅
草
大
破
寺
社
奉
行

金
五
百
両
拝

借被
仰
付

3

2
二
〇
二
八

浅
間
新
宮
両
社

駿
州

修
復
料

勘
定
奉
行

①
五
年
金
弐
百
両
被

下②
被
下
候
弐
百
両
之

剰
余
を
以
テ
修
復
仕

候

5

3
宝
暦
十
二
年
1762

二
〇
三
八

観
理
院

大
破
寺
社
奉
行

金
五
百
両
被
下

5
4

二
〇
四
二

増
上
寺

江
戸

類
焼
寺
社
奉
行

御
霊
屋
御
修
復
料
溜

金
之
内
を
以
銀
三
百

六
拾
両
被
下

5

5
宝
暦
十
三
年
1763

二
〇
四
六

①
護
持
院
本
坊
并
堂

社
①
修
復

勘
定
奉
行

①
拝
借
金
五
千
両
を

以
致
修
復

5

6
②
筑
波
山
本
堂

②
修
復

勘
定
奉
行

②
此
度
金
貳
千
両
拝

借
被
仰
付

5

7
二
〇
五
一

神
田
明
神
社

江
戸
神
田
大
破
勘
定
奉
行

①
下
さ
っ
た
御
金
で

不
十
分

②
再
願
で
新
に
金
三

百
両
拝
借
へ

5

8
二
〇
五
四

黄
檗
万
福
寺

再
応
拝
借
金
願
（
銀

六
拾
貫
目
）

5

9
二
〇
五
五

済
松
寺

江
戸
牛
込
類
焼
寺
社
奉
行

銀
弐
百
枚
被
下
候

5
10

二
〇
五
六

増
上
寺

江
戸

大
破
寺
社
奉
行

御
修
復
料
溜
金
之
内

ニ
て
、
金
百
両
被
下

候

5

11
二
〇
六
〇

大
仏
殿
妙
法
院

京
大
破
勘
定
奉
行

三
ヶ
年
間
勧
化
＋

そ
の
寄
附
金
を
1

割
の
利
子
で
貸
付

け
へ

貸
付
金
七
百
四
拾
七

両
の
利
金
（
五
分
）

の
返
済
を
受
け
る
べ

き

2

12
二
〇
六
四

佛
光
寺

勘
定
奉
行

×
？
×

13
二
〇
六
五

金
輪
寺

王
子

修
復
寺
社
奉
行

金
百
両
被
下

候
3

14
二
〇
六
六

東
福
寺

京
修
復
寺
社
奉
行

銀
百
五
拾
枚

被
下

3

15
二
〇
六
七

増
上
寺

江
戸

修
復
寺
社
奉
行

御
修
復
料
溜
金
之
内

千
両
拾
か
年
賦
拝
借

仰
付
候

5

16
宝
暦
十
四
年
1764

二
〇
七
一

八
幡
社

河
州
譽
田
大
破
寺
社
奉
行

勧
化
＋
銀
五
拾
枚

被
下

2

17
二
〇
七
二

喜
多
院

武
州
仙
波
大
破
寺
社
奉
行

金
百
五
拾
六
両
貳
分

余
被
下

5

18
二
〇
七
四

江
島
本
宮
社

江
島

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

19
明
和
元
年

1764
二
〇
七
五

譽
田
八
幡
社

河
州
譽
田
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

20
二
〇
七
八

金
地
院

京
修
復
寺
社
奉
行

銀
五
百
八
拾

枚
被
下

3

21
二
〇
八
〇

傳
通
院

江
戸
小
石

川
修
復
寺
社
奉
行

白
銀
三
百
枚

被
下

3

22
二
〇
八
一

北
野
天
満
宮
社

京
修
復
寺
社
奉
行

勧
化
＋
白
銀
五
拾

枚
被
下

2

23
二
〇
八
二

京
都
大
佛
殿

京
大
破

●
諸
国
勧
化
集
方

少
分
散
此
度
再

勧
化

1

24
二
〇
八
三

済
松
寺

江
戸
牛
込
大
破
寺
社
奉
行

金
五
百
両
拝
借

七
ヶ
年
賦
返
納

5

25
二
〇
八
四

松
応
寺

三
州

取
賄
寺
社
奉
行

銀
六
拾
枚
被

下
3

26
明
和
二
年

1765
二
〇
八
八

大
徳
院

高
野

修
復
勘
定
奉
行

金
千
両
拝
借

被
仰
付
、
そ

の
一
部
を
貸

付
け
、
利
金

で
修
復
す
べ

く

3

27
二
〇
八
九

傳
通
院

江
戸
小
石

川
修
復
勘
定
奉
行

1
回
目
は
白

銀
三
百
枚
被

下2
回
目
は
格

別
之
訳
を
以
、

榑
木
千
挺
被

下

3

28
二
〇
九
〇

京
梅
宮
社

京
修
復
勘
定
奉
行

1
回
目
御
寄
付
銀
貳

百
枚
被
下

2
回
目
は
初
穂
物
を

以
修
復
仕

5

29
二
〇
九
一

松
梅
院

京
北
野

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

30
二
〇
九
二

梅
津
大
明
神
社

山
城
国

大
破

信
仰
之
衆
之
礼
産
砂

へ
の
寄
進
と
初
尾
を

受
け
る

5

31
二
〇
九
五

宝
壽
院

京
大
破

○
1

32
二
〇
九
六

平
泉
寺

越
前
国

修
復
勘
定
奉
行

勧
化
＋
銀
三
拾
枚

被
下

2

33
二
〇
九
七

金
輪
寺

王
子

修
復
勘
定
奉
行

①
金
百
両
被

下②
格
別
ニ
金

三
百
両
拝
借

3

34
二
〇
九
八

玄
成
院

越
前
国

平
泉
寺

大
破

勧
化
＋
修
復
料
御

寄
付
銀
被
下

2

35
二
〇
九
九

天
台
宗
東
福
寺

江
戸
麻
布
再
建

○
1

36
明
和
三
年

1766
二
一
〇
〇

日
御
崎
社

出
雲
国

大
破

○
1

37
＊
③

二
一
〇
五
11
月
公
儀
御
免
之
勧
化
ニ
は
無
之
放
、
自
今
ハ
⽛
寺
社
奉
行
連
判
之
印
状
持
参
ト
ス
ル
⽜→
勧
化
政
策
の
新
し
い
位
置
づ
け

38
二
一
〇
六

尊
勝
院

江
州

大
破

○
再
勧
化

1
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徳川幕府経営史序説（大場）
番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

39
二
一
〇
七

山
王
社

山
王

大
破
寺
社
奉
行

①
銀
子
被
下

②
又
候
銀
子

百
枚
被
下

3

40
＊
④

二
一
〇
八
寺
社
政
策
は
勧
化
の
許
可
を
受
け
た
ら
⽛
材
木
被
下
候
儀
は
難
相
成
事
ニ
候
条
⽜
と
決
定
す
る
。

41
二
一
〇
九

金
地
院

京
修
復
寺
社
奉
行

①
御
宮
修
復

ニ
銀
五
百
八

拾
枚
被
下

②
格
別
に
銀

七
貫
五
百
四

拾
四
匁
四
分

被
下

3

42
二
一
一
〇

金
輪
寺

王
子

修
復
寺
社
奉
行

×
？

43
二
一
一
一

熊
野
権
現
社

遠
見
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

44
二
一
一
三

富
士
本
宮
浅
間
社

駿
河
国

大
破

○
1

45
明
和
四
年

1767
二
一
一
四

金
地
院

京
出
火
勘
定
奉
行

銀
五
拾
両
被
下

5
46

二
一
一
五

教
学
院

京
愛
宕

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

47
二
一
一
九

多
賀
大
明
神
社

江
州

大
破

○
再
勧
化

1
48

二
一
二
〇

富
士
浅
間
社

駿
河
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

49
二
一
二
一

満
徳
寺

大
破
勘
定
奉
行

金
百
両
被
下
＋
自
分

ニ
修
復
シ

5

50
二
一
二
二

清
瀧
寺

遠
州

大
破
勘
定
奉
行

①
修
復
用
御
金
被
下

②
今
回
は
金
百
両
被

下

5

51
二
一
二
三

東
福
寺

江
戸
麻
布
修
復
勘
定
奉
行

1
回
目
は
勧
化
・
2

回
目
は
銀
五
拾
枚

被
下

2

52
二
一
二
四

豊
蔵
坊

八
幡

大
破
勘
定
奉
行

①
銀
五
拾
枚

被
下
②
格
別
ニ
此

度
銀
百
枚
被

下

3

53
二
一
二
五

浅
間
之
社

駿
河
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

54
二
一
二
六

富
士
本
宮
浅
間
社

駿
州

修
復
寺
社
奉
行

①
勧
化
＋
銀
三
拾

枚
被
下

2

55
二
一
二
七

大
仏
殿

京
修
復
勘
定
奉
行

金
三
千
両
拝

借
3

56
明
和
五
年

1768
二
一
三
五

天
徳
寺

江
戸
西
久

保
類
焼
勘
定
奉
行

御
寄
付
、
銀

五
百
枚
被
下

3

57
二
一
三
八

宝
生
寺

大
和
国

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

58
二
一
四
二

大
光
院

大
阪
新
田
大
破
勘
定
奉
行

①
銀
三
百
枚
榑
木
三

千
挺
被
下
②
自
分
ニ

て
銀
三
百
枚
被
下

5

59
二
一
四
三

神
田
明
神
社

江
戸
神
田
修
復
勘
定
奉
行

5

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

60
明
和
六
年

1769
二
一
四
九

金
剛
王
院

相
州
箱
根
大
破

○
1

61
二
一
五
一

譽
田
八
幡
宮

河
州

大
破

○
1

62
二
一
五
二

大
光
院

大
阪
新
田
大
破

格
別
之
訳
を

以
、
銀
三
百

枚
榑
木
三
千

挺
被
下

3

63
明
和
七
年

1770
二
一
五
六

惣
持
院

玄
陽
院

駿
府

大
破
勘
定
奉
行

御
修
復
料
溜
金
之
内
、

金
百
両
と
同
五
拾
両

被
下

5

64
二
一
五
七

金
剛
王
院

相
州
箱
根
大
破

○
○
一
ヶ
年

六
度
富
興

行

6

65
二
一
五
九

弁
財
天
社

江
戸
本
所
大
破

×
66

二
一
六
〇

興
因
寺

甲
州
山
梨

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

67
＊
二
一
六
四
御
修
理
溜
金
拂
底
…
取
計
方
致
勘
弁
候
の
寺
社
政
策
と
な
る

×
68

二
一
六
八

東
福
寺

江
戸
麻
布
再
建

○
1

69
二
一
六
九

神
田
明
神
社

江
戸
神
田
大
破

惣
町
々
之
内
弐
百
弐

拾
町
は
一
ヶ
年
青
銅

拾
貳
銅
宛
七
ヶ
年
之

門
可
致
出
銭
候

5

70
＊

二
一
七
三

金
剛
院

京
大
破

○
1

71
明
和
八
年

1771
二
一
七
五

久
能
山
御
宮

駿
州

勘
定
奉
行

拝
借
金
を
以
、
御
修

復
被
仰
付
候
儀
は
難

相
成
候

5

72
二
一
七
八

建
長
寺

相
州
鎌
倉
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

73
二
一
八
〇

南
宮
寺
社

濃
州

大
破

勧
化
＋
銀
三
百
枚

被
下

2

74
＊

二
一
八
一
寺
社
諸
拝
借
之
儀
、
堂
社
御
寄
付
等
之
儀
、
此
度
御
倹
約
ニ
付
…
御
沙
汰
ニ
不
被
及
…

＊
75

二
一
八
二

日
御
崎
社

出
雲
国

大
破

○
1

76
二
一
八
三

増
上
寺

江
戸

旱
損
勘
定
奉
行

格
別
之
譯
を

以
金
六
百
両

拝
借
被
仰

3

77
二
一
八
四

熊
野
権
現
社

遠
江
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

78
二
一
八
五

霊
源
寺

京
大
破

○
1

79
二
一
八
六

大
沼
山
稲
荷
社

羽
州

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

80
二
一
八
九

黄
檗
宗
萬
福
寺

山
城
国
宇

治
大
破

○
1

81
二
一
九
一

金
剛
院

京
愛
宕

大
破

○
1

82
明
和
九
年

1772
二
一
九
四

黄
檗
宗
萬
福
寺

山
城
国
宇

治
大
破

○
1

83
二
一
九
九

金
地
院

京
類
焼
勘
定
奉
行

銀
百
枚
被
下

5



経営論集（北海学園大学）第 20 巻第 4号徳川幕府経営史序説（大場）

(39)

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

39
二
一
〇
七

山
王
社

山
王

大
破
寺
社
奉
行

①
銀
子
被
下

②
又
候
銀
子

百
枚
被
下

3

40
＊
④

二
一
〇
八
寺
社
政
策
は
勧
化
の
許
可
を
受
け
た
ら
⽛
材
木
被
下
候
儀
は
難
相
成
事
ニ
候
条
⽜
と
決
定
す
る
。

41
二
一
〇
九

金
地
院

京
修
復
寺
社
奉
行

①
御
宮
修
復

ニ
銀
五
百
八

拾
枚
被
下

②
格
別
に
銀

七
貫
五
百
四

拾
四
匁
四
分

被
下

3

42
二
一
一
〇

金
輪
寺

王
子

修
復
寺
社
奉
行

×
？

43
二
一
一
一

熊
野
権
現
社

遠
見
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

44
二
一
一
三

富
士
本
宮
浅
間
社

駿
河
国

大
破

○
1

45
明
和
四
年

1767
二
一
一
四

金
地
院

京
出
火
勘
定
奉
行

銀
五
拾
両
被
下

5
46

二
一
一
五

教
学
院

京
愛
宕

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

47
二
一
一
九

多
賀
大
明
神
社

江
州

大
破

○
再
勧
化

1
48

二
一
二
〇

富
士
浅
間
社

駿
河
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

49
二
一
二
一

満
徳
寺

大
破
勘
定
奉
行

金
百
両
被
下
＋
自
分

ニ
修
復
シ

5

50
二
一
二
二

清
瀧
寺

遠
州

大
破
勘
定
奉
行

①
修
復
用
御
金
被
下

②
今
回
は
金
百
両
被

下

5

51
二
一
二
三

東
福
寺

江
戸
麻
布
修
復
勘
定
奉
行

1
回
目
は
勧
化
・
2

回
目
は
銀
五
拾
枚

被
下

2

52
二
一
二
四

豊
蔵
坊

八
幡

大
破
勘
定
奉
行

①
銀
五
拾
枚

被
下
②
格
別
ニ
此

度
銀
百
枚
被

下

3

53
二
一
二
五

浅
間
之
社

駿
河
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

54
二
一
二
六

富
士
本
宮
浅
間
社

駿
州

修
復
寺
社
奉
行

①
勧
化
＋
銀
三
拾

枚
被
下

2

55
二
一
二
七

大
仏
殿

京
修
復
勘
定
奉
行

金
三
千
両
拝

借
3

56
明
和
五
年

1768
二
一
三
五

天
徳
寺

江
戸
西
久

保
類
焼
勘
定
奉
行

御
寄
付
、
銀

五
百
枚
被
下

3

57
二
一
三
八

宝
生
寺

大
和
国

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

58
二
一
四
二

大
光
院

大
阪
新
田
大
破
勘
定
奉
行

①
銀
三
百
枚
榑
木
三

千
挺
被
下
②
自
分
ニ

て
銀
三
百
枚
被
下

5

59
二
一
四
三

神
田
明
神
社

江
戸
神
田
修
復
勘
定
奉
行

5

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

60
明
和
六
年

1769
二
一
四
九

金
剛
王
院

相
州
箱
根
大
破

○
1

61
二
一
五
一

譽
田
八
幡
宮

河
州

大
破

○
1

62
二
一
五
二

大
光
院

大
阪
新
田
大
破

格
別
之
訳
を

以
、
銀
三
百

枚
榑
木
三
千

挺
被
下

3

63
明
和
七
年

1770
二
一
五
六

惣
持
院

玄
陽
院

駿
府

大
破
勘
定
奉
行

御
修
復
料
溜
金
之
内
、

金
百
両
と
同
五
拾
両

被
下

5

64
二
一
五
七

金
剛
王
院

相
州
箱
根
大
破

○
○
一
ヶ
年

六
度
富
興

行

6

65
二
一
五
九

弁
財
天
社

江
戸
本
所
大
破

×
66

二
一
六
〇

興
因
寺

甲
州
山
梨

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

67
＊
二
一
六
四
御
修
理
溜
金
拂
底
…
取
計
方
致
勘
弁
候
の
寺
社
政
策
と
な
る

×
68

二
一
六
八

東
福
寺

江
戸
麻
布
再
建

○
1

69
二
一
六
九

神
田
明
神
社

江
戸
神
田
大
破

惣
町
々
之
内
弐
百
弐

拾
町
は
一
ヶ
年
青
銅

拾
貳
銅
宛
七
ヶ
年
之

門
可
致
出
銭
候

5

70
＊

二
一
七
三

金
剛
院

京
大
破

○
1

71
明
和
八
年

1771
二
一
七
五

久
能
山
御
宮

駿
州

勘
定
奉
行

拝
借
金
を
以
、
御
修

復
被
仰
付
候
儀
は
難

相
成
候

5

72
二
一
七
八

建
長
寺

相
州
鎌
倉
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

73
二
一
八
〇

南
宮
寺
社

濃
州

大
破

勧
化
＋
銀
三
百
枚

被
下

2

74
＊

二
一
八
一
寺
社
諸
拝
借
之
儀
、
堂
社
御
寄
付
等
之
儀
、
此
度
御
倹
約
ニ
付
…
御
沙
汰
ニ
不
被
及
…

＊
75

二
一
八
二

日
御
崎
社

出
雲
国

大
破

○
1

76
二
一
八
三

増
上
寺

江
戸

旱
損
勘
定
奉
行

格
別
之
譯
を

以
金
六
百
両

拝
借
被
仰

3

77
二
一
八
四

熊
野
権
現
社

遠
江
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

78
二
一
八
五

霊
源
寺

京
大
破

○
1

79
二
一
八
六

大
沼
山
稲
荷
社

羽
州

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

80
二
一
八
九

黄
檗
宗
萬
福
寺

山
城
国
宇

治
大
破

○
1

81
二
一
九
一

金
剛
院

京
愛
宕

大
破

○
1

82
明
和
九
年

1772
二
一
九
四

黄
檗
宗
萬
福
寺

山
城
国
宇

治
大
破

○
1

83
二
一
九
九

金
地
院

京
類
焼
勘
定
奉
行

銀
百
枚
被
下

5
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番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

84
二
二
〇
〇

神
田
明
神
社

江
戸

類
焼
勘
定
奉
行

格
別
之
儀
を

以
、
銀
百
枚

被
下

3

85
安
永
二
年

1773
二
二
〇
六

傳
通
院

江
戸
小
石

川
大
破
寺
社
奉
行

別
段
之
訳
を

以
、
銀
貳
百

枚
被
下

3

86
二
二
〇
九

凌
雲
院

東
叡
山

焼
失
勘
定
奉
行

金
貳
百
両
被
下
、
并

金
三
百
両
拝
借

5

87
二
二
一
〇

天
王
寺

摂
州

大
破

○
1

88
二
二
一
五

幸
龍
寺

江
戸
浅
草
焼
失

格
別
之
訳
を

以
、
金
百
両

被
下
＋
自
分

ニ
て

3

89
二
二
一
七

近
津
大
明
神
社

奥
州
白
川

郷
修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

90
二
二
一
八

神
田
明
神
社

江
戸

焼
失
勘
定
奉
行

金
八
百
両
被
下
、
自

分
ニ
て

5

91
二
二
一
九

駿
府
惣
社
兼
浅
間
社

駿
府

出
火
勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
惣
持
院

之
百
両
玄
陽

院
之
五
拾
両

拝
借

3

92
安
永
三
年
二
二
二
一
＊
寺
社
修
復
等
之
た
め
、
在
町
役
人
共
よ
り
勧
物
取
集
…
在
町
共
迷
惑
可
致
候
ニ
付
…
以
来
難
相
成
→
寺
社
政
策
の
新
し
い
政
策

＊
93

二
二
二
二

浅
間
総
社

駿
府

類
焼
寺
社
奉
行

御
修
復
料
溜
り
金
之

内
を
以
、
御
再
建
被

仰
付
候
積

5

94
二
二
二
三

金
輪
寺

王
子

修
復
寺
社
奉
行

①
宝
暦
十
一
年
百
両

被
下
②
追
加
三
百
両
拝
借

③
此
度
御
金
五
拾
両

拝
借
之
願

5

95
二
二
二
七

伊
賀
八
幡
社

三
州
岡
崎
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

96
二
二
二
九

傳
通
院

江
戸
小
石

川
大
破
寺
社
奉
行

①
別
段
之
訳

を
以
銀
貳
百

枚
被
下

②
こ
の
お
金

を
貸
付
、
そ

の
利
金
を
以

て
取
繕
候
様

3

97
二
二
三
二

増
上
寺

江
戸

修
理
勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
御
修
理

料
溜
金
之
内
、

貳
百
五
拾
両

拝
借

3

98
二
二
三
三

金
剛
山
大
宿
坊

和
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

99
二
二
三
五

霊
源
寺

京
西
加
茂
大
破

○
1

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

101
二
二
三
六

圓
福
寺

京
愛
宕

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

102
二
二
三
八

山
中
八
幡
社

三
州

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

103
二
二
四
一

三
嶋
明
神
社

豆
州

修
復
勘
定
奉
行

修
復
金
之
内
、
百
貳

拾
五
両
三
分
相
渡
候

5

104
二
二
四
三

金
輪
寺

王
子

修
復
大
破
勘
定
奉
行

①
金
五
拾
両
拝
借

②
銀
百
枚
被
下

5

105
二
二
四
六

清
龍
寺

遠
州
二
俣
大
破
勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
金
百
両

被
下

3

106
安
永
四
年

1774
二
二
五
〇

三
嶋
明
神
社

豆
州

修
復
勘
定
奉
行

此
度
は
御
取
替
金
を

以
五
百
拾
七
両
相
渡

5

107
二
二
五
三

大
徳
院

高
野
山

大
破
勘
定
奉
行

勧
化
＋
御
手
当
銀

百
五
拾
枚
被
下

2

108
＊

二
二
五
四
祠
堂
金
等
之
名
目
ニ
て
貸
付
金
ハ
全
テ
公
儀
（
奉
行
所
）
之
差
出
し
、
代
り
に
奉
行
所
、
代
官
所
が
在
町
之
貸
付
、
取
立
相
渡
候
間
…
其
節
可
被
相
伺
候
←
寺
社
政
策
の
新
し
い
方

針
＊

109
二
二
六
一

林
光
院

東
叡
山

類
焼

格
別
之
訳
を

以
、
金
百
五

拾
両
拝
借

3

110
安
永
五
年

1775
二
二
六
六

黄
檗
海
福
寺

江
戸
深
川
再
建

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

111
二
二
六
八

二
之
宮
大
明
神
社

甲
州

造
営

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

112
二
二
七
〇

神
鳳
寺

和
泉
国

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

113
二
二
七
一

南
宮
寺
社

濃
州

大
破

○
再
勧
化

1
114

二
二
七
五

清
水
寺
成
就
院

京
修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

115
二
二
七
六

金
地
院

京
修
復
寺
社
奉
行

銀
子
四
百
枚
被
下
＋

自
分
ニ
て

5

116
二
二
七
七

王
子
権
現
并
稲
荷
社

京
大
破
寺
社
奉
行

①
明
和
三
年
金
三
百

両
拝
借

②
去
々
年
年
金
五
拾

両
拝
借

5

117
安
永
六
年

1776
二
二
七
九

愛
宕
圓
福
寺

京
修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

118
二
二
八
〇

大
山
寺

相
州

焼
失
勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
銀
百
枚

被
下

3

119
二
二
八
一

新
田
大
光
院

上
州

修
復
勘
定
奉
行

遷
座
為
御
手
当
銀
五

拾
枚
被
下

5

120
二
二
八
二

林
光
院

東
叡
山

類
焼
勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
先
達
へ

之
拝
借
金
共

金
千
両
拝
借

3

121
＊

二
二
八
三
以
来
は
遠
国
寺
社
御
修
復
壱
ヶ
年
御
入
用
高
定
置
、
難
拾
置
分
計
御
修
復
被
仰
付
候
→
寺
社
政
策
の
方
針

＊
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番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

84
二
二
〇
〇

神
田
明
神
社

江
戸

類
焼
勘
定
奉
行

格
別
之
儀
を

以
、
銀
百
枚

被
下

3

85
安
永
二
年

1773
二
二
〇
六

傳
通
院

江
戸
小
石

川
大
破
寺
社
奉
行

別
段
之
訳
を

以
、
銀
貳
百

枚
被
下

3

86
二
二
〇
九

凌
雲
院

東
叡
山

焼
失
勘
定
奉
行

金
貳
百
両
被
下
、
并

金
三
百
両
拝
借

5

87
二
二
一
〇

天
王
寺

摂
州

大
破

○
1

88
二
二
一
五

幸
龍
寺

江
戸
浅
草
焼
失

格
別
之
訳
を

以
、
金
百
両

被
下
＋
自
分

ニ
て

3

89
二
二
一
七

近
津
大
明
神
社

奥
州
白
川

郷
修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

90
二
二
一
八

神
田
明
神
社

江
戸

焼
失
勘
定
奉
行

金
八
百
両
被
下
、
自

分
ニ
て

5

91
二
二
一
九

駿
府
惣
社
兼
浅
間
社

駿
府

出
火
勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
惣
持
院

之
百
両
玄
陽

院
之
五
拾
両

拝
借

3

92
安
永
三
年
二
二
二
一
＊
寺
社
修
復
等
之
た
め
、
在
町
役
人
共
よ
り
勧
物
取
集
…
在
町
共
迷
惑
可
致
候
ニ
付
…
以
来
難
相
成
→
寺
社
政
策
の
新
し
い
政
策

＊
93

二
二
二
二

浅
間
総
社

駿
府

類
焼
寺
社
奉
行

御
修
復
料
溜
り
金
之

内
を
以
、
御
再
建
被

仰
付
候
積

5

94
二
二
二
三

金
輪
寺

王
子

修
復
寺
社
奉
行

①
宝
暦
十
一
年
百
両

被
下
②
追
加
三
百
両
拝
借

③
此
度
御
金
五
拾
両

拝
借
之
願

5

95
二
二
二
七

伊
賀
八
幡
社

三
州
岡
崎
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

96
二
二
二
九

傳
通
院

江
戸
小
石

川
大
破
寺
社
奉
行

①
別
段
之
訳

を
以
銀
貳
百

枚
被
下

②
こ
の
お
金

を
貸
付
、
そ

の
利
金
を
以

て
取
繕
候
様

3

97
二
二
三
二

増
上
寺

江
戸

修
理
勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
御
修
理

料
溜
金
之
内
、

貳
百
五
拾
両

拝
借

3

98
二
二
三
三

金
剛
山
大
宿
坊

和
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

99
二
二
三
五

霊
源
寺

京
西
加
茂
大
破

○
1

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

101
二
二
三
六

圓
福
寺

京
愛
宕

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

102
二
二
三
八

山
中
八
幡
社

三
州

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

103
二
二
四
一

三
嶋
明
神
社

豆
州

修
復
勘
定
奉
行

修
復
金
之
内
、
百
貳

拾
五
両
三
分
相
渡
候

5

104
二
二
四
三

金
輪
寺

王
子

修
復
大
破
勘
定
奉
行

①
金
五
拾
両
拝
借

②
銀
百
枚
被
下

5

105
二
二
四
六

清
龍
寺

遠
州
二
俣
大
破
勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
金
百
両

被
下

3

106
安
永
四
年

1774
二
二
五
〇

三
嶋
明
神
社

豆
州

修
復
勘
定
奉
行

此
度
は
御
取
替
金
を

以
五
百
拾
七
両
相
渡

5

107
二
二
五
三

大
徳
院

高
野
山

大
破
勘
定
奉
行

勧
化
＋
御
手
当
銀

百
五
拾
枚
被
下

2

108
＊

二
二
五
四
祠
堂
金
等
之
名
目
ニ
て
貸
付
金
ハ
全
テ
公
儀
（
奉
行
所
）
之
差
出
し
、
代
り
に
奉
行
所
、
代
官
所
が
在
町
之
貸
付
、
取
立
相
渡
候
間
…
其
節
可
被
相
伺
候
←
寺
社
政
策
の
新
し
い
方

針
＊

109
二
二
六
一

林
光
院

東
叡
山

類
焼

格
別
之
訳
を

以
、
金
百
五

拾
両
拝
借

3

110
安
永
五
年

1775
二
二
六
六

黄
檗
海
福
寺

江
戸
深
川
再
建

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

111
二
二
六
八

二
之
宮
大
明
神
社

甲
州

造
営

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

112
二
二
七
〇

神
鳳
寺

和
泉
国

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

113
二
二
七
一

南
宮
寺
社

濃
州

大
破

○
再
勧
化

1
114

二
二
七
五

清
水
寺
成
就
院

京
修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

115
二
二
七
六

金
地
院

京
修
復
寺
社
奉
行

銀
子
四
百
枚
被
下
＋

自
分
ニ
て

5

116
二
二
七
七

王
子
権
現
并
稲
荷
社

京
大
破
寺
社
奉
行

①
明
和
三
年
金
三
百

両
拝
借

②
去
々
年
年
金
五
拾

両
拝
借

5

117
安
永
六
年

1776
二
二
七
九

愛
宕
圓
福
寺

京
修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

118
二
二
八
〇

大
山
寺

相
州

焼
失
勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
銀
百
枚

被
下

3

119
二
二
八
一

新
田
大
光
院

上
州

修
復
勘
定
奉
行

遷
座
為
御
手
当
銀
五

拾
枚
被
下

5

120
二
二
八
二

林
光
院

東
叡
山

類
焼
勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
先
達
へ

之
拝
借
金
共

金
千
両
拝
借

3

121
＊

二
二
八
三
以
来
は
遠
国
寺
社
御
修
復
壱
ヶ
年
御
入
用
高
定
置
、
難
拾
置
分
計
御
修
復
被
仰
付
候
→
寺
社
政
策
の
方
針

＊
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徳川幕府経営史序説（大場）
番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

122
二
二
八
四

新
田
大
光
院

上
州

修
復
寺
社
奉
行

遷
座
為
御
手
当
、
銀

五
拾
枚
被
下

5

123
二
二
八
六

蓮
永
寺

駿
州
貞
松
類
焼
勘
定
奉
行

格
別
之
譯
を

以
、
銀
三
拾

枚
被
下

3

124
二
二
八
七

八
幡
社

甲
府

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

125
＊

二
二
八
八
高
野
山
、
古
義
眞
言
一
以
、
仁
和
寺
御
門
跡
末
寺
、
東
寺
之
末
寺
之
も
学
侶
老
分
よ
り
相
触
、
請
印
し
、
行
人
方
も
行
人
方
末
寺
之
分
相
触
段
請
印
致
す
べ
き
←
寺
社
政
策

＊
126

二
二
八
九

海
福
寺

江
戸
深
川
再
建

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

127
二
二
九
〇

大
徳
院

高
野

大
破

勧
化
＋
格
別
之
訳

を
以
、
金
千
両
拝

借

2

128
二
二
九
二

稱
念
寺

越
前
国

大
破

○
1

129
二
二
九
三

臨
済
寺

駿
府

大
破

○
1

130
安
永
七
年

1777
二
二
九
四

九
能
山

御
賄
方
不

足
ニ

付

勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
金
貳
百

三
拾
壱
両
壱

分
御
足
金
被

仰
候

3

131
二
二
九
八

清
龍
寺

遠
州
二
俣
大
破

勘
定
奉
行

①
去
ル
午
年
御
金
被

下②
今
回
ハ
又
金
百
両

被
下

5

132
二
二
九
九

観
理
院

山
王

大
破

勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
金
貳
百

両
被
下

3

133
二
三
〇
一

慶
光
院

伊
勢

類
焼

勘
定
奉
行

白
銀
三
百
枚
被
下

5
134

安
永
七
年

1778
二
三
〇
二

善
光
寺

信
州

修
復
勘
定
奉
行

御
霊
屋
分
金
百
両

被
下

歳
宮
分
金
百
五
拾
両

5

135
二
三
〇
三

高
野
山

高
野
山

大
破

勧
化
＋
金
千
両
拝

借
2

136
二
三
〇
五

神
田
明
神
社

江
戸

大
破
勘
定
奉
行

○
金
三
百

両
被
下

富
興
行

6

137
二
三
〇
六

三
芳
野
天
神
社

仙
波

修
復
勘
定
奉
行

御
修
復
一
式

請
負

4

138
二
三
〇
七

法
隆
寺

南
都

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

139
二
三
〇
八

神
鳳
寺

和
泉
国

修
復

○
再
勧
化

1
140

二
三
一
四

仙
波
御
宮

武
州

修
復
勘
定
奉
行

御
修
復
料
貸
付
利
金

百
五
拾
六
両
、
三
ヶ

年
被
下
＋
自
分
ニ
て

修
復
候
様

5

141
二
三
二
四

長
恩
寺

越
後
高
田
修
復

○
1

142
二
三
三
四

浅
間
神
社

駿
州

修
復

金
五
百
両
貸
渡

5
143

二
三
三
五

稱
念
寺

越
前
国

大
破

○
1

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

144
二
三
三
六

金
剛
寺

河
州
天
野

山
大
破

○
1

145
安
永
八
年

1779
二
三
三
七

熊
野
本
宮

焼
失

勧
化
＋
金
千
両
被

下
…
千
両
ハ
貸
付

置

2

146
二
三
四
四

一
ッ
目
弁
財
天

江
戸
本
所
修
復
寺
社
奉
行

○
富
興
行

6
147

二
三
四
八

護
持
院

江
戸
大
塚
修
復
勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
金
貳
千

両
拝
借

1

148
二
三
四
九

金
輪
寺

王
子

修
復
勘
定
奉
行

銀
五
枚
被
下
＋
自
分

ニ
て
修
復

5

149
二
三
五
〇

宇
都
宮
大
明
神
社

野
州

類
焼
寺
社
奉
行

勧
化
＋
修
理
料
溜

金
2

150
二
三
五
一

持
明
院

城
州

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

①
材
木
榑
木
等
被
下

②
銀
五
十
枚
被
下

5

151
二
三
五
三

浅
草
寺

江
戸
浅
草
類
焼
勘
定
奉
行

×
152

安
永
九
年

1780
二
三
五
四

愛
宕
山
本
社

京
大
破
寺
社
奉
行

①
勧
化
、
②
格
別

之
訳
を
以
テ
金
貳

千
両
拝
借
、
但
シ

お
金
を
全
者
町
奉

行
所
へ
差
出
し
、

年
一
割
之
積
貸
付

之
、
こ
の
利
益
以
、

修
復
ス
ベ
シ

③
別
ニ
勧
化
仰
付

2

153
二
三
五
五

香
取
神
社

下
總
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

154
二
三
五
六

多
田
院

摂
州

修
復
勘
定
奉
行

金
千
両
被
下

5
155

二
三
五
七

閑
田
院

遠
州

再
建

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

156
二
三
六
〇

武
田
八
幡
社

甲
州

造
営

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

157
二
三
六
二

愛
宕
本
社

京
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

158
二
三
六
四

六
孫
王
社

京
修
復
勘
定
奉
行

①
先
年
御
金
被
下

②
貸
付
金
等
も
有

③
修
復
料
金
三
百
両

被
下

5

159
二
三
六
五

亀
戸
天
神
社

江
戸

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

160
二
三
六
六

信
光
明
寺

三
州

修
復
勘
定
奉
行

金
拾
両
被
下

5
161

安
永
十
年

1781
二
三
六
七

八
幡
社

城
州

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

162
天
明
元
年

1781
二
三
六
八

宇
都
宮
大
明
神
社

野
州

焼
失

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

163
二
三
六
九

鶴
田
八
幡
社

相
州

修
復
寺
社
奉
行

④
御
修
復
御

手
伝
被
仰
付

4

164
二
三
七
〇

熊
野
本
宮
十
二
宮

紀
州

焼
失

○
1
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番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

122
二
二
八
四

新
田
大
光
院

上
州

修
復
寺
社
奉
行

遷
座
為
御
手
当
、
銀

五
拾
枚
被
下

5

123
二
二
八
六

蓮
永
寺

駿
州
貞
松
類
焼
勘
定
奉
行

格
別
之
譯
を

以
、
銀
三
拾

枚
被
下

3

124
二
二
八
七

八
幡
社

甲
府

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

125
＊

二
二
八
八
高
野
山
、
古
義
眞
言
一
以
、
仁
和
寺
御
門
跡
末
寺
、
東
寺
之
末
寺
之
も
学
侶
老
分
よ
り
相
触
、
請
印
し
、
行
人
方
も
行
人
方
末
寺
之
分
相
触
段
請
印
致
す
べ
き
←
寺
社
政
策

＊
126

二
二
八
九

海
福
寺

江
戸
深
川
再
建

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

127
二
二
九
〇

大
徳
院

高
野

大
破

勧
化
＋
格
別
之
訳

を
以
、
金
千
両
拝

借

2

128
二
二
九
二

稱
念
寺

越
前
国

大
破

○
1

129
二
二
九
三

臨
済
寺

駿
府

大
破

○
1

130
安
永
七
年

1777
二
二
九
四

九
能
山

御
賄
方
不

足
ニ

付

勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
金
貳
百

三
拾
壱
両
壱

分
御
足
金
被

仰
候

3

131
二
二
九
八

清
龍
寺

遠
州
二
俣
大
破

勘
定
奉
行

①
去
ル
午
年
御
金
被

下②
今
回
ハ
又
金
百
両

被
下

5

132
二
二
九
九

観
理
院

山
王

大
破

勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
金
貳
百

両
被
下

3

133
二
三
〇
一

慶
光
院

伊
勢

類
焼

勘
定
奉
行

白
銀
三
百
枚
被
下

5
134

安
永
七
年

1778
二
三
〇
二

善
光
寺

信
州

修
復
勘
定
奉
行

御
霊
屋
分
金
百
両

被
下

歳
宮
分
金
百
五
拾
両

5

135
二
三
〇
三

高
野
山

高
野
山

大
破

勧
化
＋
金
千
両
拝

借
2

136
二
三
〇
五

神
田
明
神
社

江
戸

大
破
勘
定
奉
行

○
金
三
百

両
被
下

富
興
行

6

137
二
三
〇
六

三
芳
野
天
神
社

仙
波

修
復
勘
定
奉
行

御
修
復
一
式

請
負

4

138
二
三
〇
七

法
隆
寺

南
都

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

139
二
三
〇
八

神
鳳
寺

和
泉
国

修
復

○
再
勧
化

1
140

二
三
一
四

仙
波
御
宮

武
州

修
復
勘
定
奉
行

御
修
復
料
貸
付
利
金

百
五
拾
六
両
、
三
ヶ

年
被
下
＋
自
分
ニ
て

修
復
候
様

5

141
二
三
二
四

長
恩
寺

越
後
高
田
修
復

○
1

142
二
三
三
四

浅
間
神
社

駿
州

修
復

金
五
百
両
貸
渡

5
143

二
三
三
五

稱
念
寺

越
前
国

大
破

○
1

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

144
二
三
三
六

金
剛
寺

河
州
天
野

山
大
破

○
1

145
安
永
八
年

1779
二
三
三
七

熊
野
本
宮

焼
失

勧
化
＋
金
千
両
被

下
…
千
両
ハ
貸
付

置

2

146
二
三
四
四

一
ッ
目
弁
財
天

江
戸
本
所
修
復
寺
社
奉
行

○
富
興
行

6
147

二
三
四
八

護
持
院

江
戸
大
塚
修
復
勘
定
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
金
貳
千

両
拝
借

1

148
二
三
四
九

金
輪
寺

王
子

修
復
勘
定
奉
行

銀
五
枚
被
下
＋
自
分

ニ
て
修
復

5

149
二
三
五
〇

宇
都
宮
大
明
神
社

野
州

類
焼
寺
社
奉
行

勧
化
＋
修
理
料
溜

金
2

150
二
三
五
一

持
明
院

城
州

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

①
材
木
榑
木
等
被
下

②
銀
五
十
枚
被
下

5

151
二
三
五
三

浅
草
寺

江
戸
浅
草
類
焼
勘
定
奉
行

×
152

安
永
九
年

1780
二
三
五
四

愛
宕
山
本
社

京
大
破
寺
社
奉
行

①
勧
化
、
②
格
別

之
訳
を
以
テ
金
貳

千
両
拝
借
、
但
シ

お
金
を
全
者
町
奉

行
所
へ
差
出
し
、

年
一
割
之
積
貸
付

之
、
こ
の
利
益
以
、

修
復
ス
ベ
シ

③
別
ニ
勧
化
仰
付

2

153
二
三
五
五

香
取
神
社

下
總
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

154
二
三
五
六

多
田
院

摂
州

修
復
勘
定
奉
行

金
千
両
被
下

5
155

二
三
五
七

閑
田
院

遠
州

再
建

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

156
二
三
六
〇

武
田
八
幡
社

甲
州

造
営

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

157
二
三
六
二

愛
宕
本
社

京
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

158
二
三
六
四

六
孫
王
社

京
修
復
勘
定
奉
行

①
先
年
御
金
被
下

②
貸
付
金
等
も
有

③
修
復
料
金
三
百
両

被
下

5

159
二
三
六
五

亀
戸
天
神
社

江
戸

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

160
二
三
六
六

信
光
明
寺

三
州

修
復
勘
定
奉
行

金
拾
両
被
下

5
161

安
永
十
年

1781
二
三
六
七

八
幡
社

城
州

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

162
天
明
元
年

1781
二
三
六
八

宇
都
宮
大
明
神
社

野
州

焼
失

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

163
二
三
六
九

鶴
田
八
幡
社

相
州

修
復
寺
社
奉
行

④
御
修
復
御

手
伝
被
仰
付

4

164
二
三
七
〇

熊
野
本
宮
十
二
宮

紀
州

焼
失

○
1
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徳川幕府経営史序説（大場）
番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

165
二
三
七
一

瀧
山
御
宮

三
州

修
復
寺
社
奉
行

④
御
修
復
相

済
4

166
天
明
二
年

1782
二
三
七
三

般
若
院

伊
豆

大
破
勘
定
奉
行

④
御
修
復
料

銀
三
拾
枚
被

下

4

167
二
三
七
五

多
田
院

摂
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

168
天
明
二
年
二
月

二
三
七
六

＊
寺
社
政
策
の
方
針
─
是
迄
寺
院
之
出
訴
は
、
本
寺
触
願
之
添
簡
を
以
奉
行
所
へ
罷
出
、
社
人
之
出
訴
は
添
簡
無
之
罷
出
候
、
①
寺
院
之
出
訴
は
御
代
官
、
領
主
、
地
頭
と
、
本
寺

觸
頭
両
添
簡
を
以
罷
出
、
社
人
之
出
訴
は
御
代
官
、
領
主
、
地
頭
之
添
簡
ニ
て
可
罷
出

＊

169
＊

170
二
三
七
八

亀
戸
天
神
社

江
戸

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

171
二
三
八
〇

神
護
寺

城
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

172
二
三
八
一

大
慈
寺

江
戸
大
塚
再
建

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

173
二
三
八
三

日
御
崎
社

出
雲
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

174
二
三
八
四

瑞
輪
寺

江
戸
谷
中
再
建

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

175
二
三
八
七

神
田
明
神
社

江
戸
神
田
造
営
寺
社
奉
行

①
御
手
当
金
被
下

②
富
興
行

③
特
別
之
訳
を
以
金

三
拾
両
被
下

5

176
二
三
八
八

多
田
院

摂
州

修
復
勘
定
奉
行

①
御
金
被
下
、
②

勧
化
、
③
現
米
五

十
石
被
下

2

177
二
三
八
九

富
士
山
社

駿
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

178
二
三
九
〇

養
源
院

京
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

179
二
三
九
一

金
輪
寺

京
王
子

修
復
寺
社
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
金
貳
百

両
拝
借

3

180
二
三
九
三

大
樹
寺

三
州

修
復
寺
社
奉
行

金
百
五
拾
両
被
下

5
181

二
三
九
四

金
地
院

大
破
寺
社
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
増
金
五

百
両
＋
榑
木

千
挺
被
下
＋

自
分
ニ
て

3

182
二
三
九
五

熊
野
本
宮
十
二
宮

紀
州

再
建

勧
化
＋
金
千
両
被

下
2

183
二
三
九
七

圓
覚
寺

相
州
鎌
倉
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

184
二
三
九
八

平
等
院

山
城
国
宇

治
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

185
二
三
九
九

大
信
寺

上
州
高
崎
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

186
天
明
三
年

1783
二
四
〇
一

大
通
寺

京
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

187
二
四
〇
三

武
州
惣
社

武
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

188
二
四
〇
五

傳
通
院

江
戸
小
石

川
修
復
寺
社
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
修
復
為

御
手
当
銀
三

百
枚
被
下

3

189
天
明
四
年

1784
二
四
〇
六

京
王
山
東
福
寺

京
修
復
町
奉
行

○
毎
月
壱

度求
居
年
之

間

6

190
二
四
〇
七

御
獄
山
大
権
現
社

甲
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

191
天
明
五
年

1785
二
四
一
一

傳
通
院

江
戸
小
石

川
大
破
寺
社
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
銀
百
枚

被
下

3

192
二
四
一
二

四
天
王
寺
法
幢
院

摂
州

大
破

○
1

193
天
明
六
年

1786
二
四
一
五

金
地
院

京
類
焼
寺
社
奉
行

御
普
請
被
仰

付
4

194
二
四
一
六

法
隆
寺
阿
弥
陀
院

南
都

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

195
二
四
一
七

大
念
仏
寺

摂
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

196
二
四
一
八

薬
師
寺

南
都

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

197
二
四
二
二

浅
草
寺

江
戸

修
復
寺
社
奉
行

格
別
之
御
沙

汰
を
以
、

壱
ヶ
年
金
千

両
、
米
五
百

俵
宛
年
々
御

手
当
被
下

3

198
天
明
七
年

1787
二
四
二
三

浄
智
寺

鎌
倉

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

199
二
四
二
四

松
尾
社

城
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

200
二
四
二
五

尊
勝
院

江
州

焼
失

○
1

201
二
四
二
七

黄
檗
万
福
寺

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

25
15

1
5

1
1

1
合
計

194
92

15
36

5
42

4
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番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

165
二
三
七
一

瀧
山
御
宮

三
州

修
復
寺
社
奉
行

④
御
修
復
相

済
4

166
天
明
二
年

1782
二
三
七
三

般
若
院

伊
豆

大
破
勘
定
奉
行

④
御
修
復
料

銀
三
拾
枚
被

下

4

167
二
三
七
五

多
田
院

摂
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

168
天
明
二
年
二
月

二
三
七
六

＊
寺
社
政
策
の
方
針
─
是
迄
寺
院
之
出
訴
は
、
本
寺
触
願
之
添
簡
を
以
奉
行
所
へ
罷
出
、
社
人
之
出
訴
は
添
簡
無
之
罷
出
候
、
①
寺
院
之
出
訴
は
御
代
官
、
領
主
、
地
頭
と
、
本
寺

觸
頭
両
添
簡
を
以
罷
出
、
社
人
之
出
訴
は
御
代
官
、
領
主
、
地
頭
之
添
簡
ニ
て
可
罷
出

＊

169
＊

170
二
三
七
八

亀
戸
天
神
社

江
戸

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

171
二
三
八
〇

神
護
寺

城
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

172
二
三
八
一

大
慈
寺

江
戸
大
塚
再
建

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

173
二
三
八
三

日
御
崎
社

出
雲
国

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

174
二
三
八
四

瑞
輪
寺

江
戸
谷
中
再
建

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

175
二
三
八
七

神
田
明
神
社

江
戸
神
田
造
営
寺
社
奉
行

①
御
手
当
金
被
下

②
富
興
行

③
特
別
之
訳
を
以
金

三
拾
両
被
下

5

176
二
三
八
八

多
田
院

摂
州

修
復
勘
定
奉
行

①
御
金
被
下
、
②

勧
化
、
③
現
米
五

十
石
被
下

2

177
二
三
八
九

富
士
山
社

駿
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

178
二
三
九
〇

養
源
院

京
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

179
二
三
九
一

金
輪
寺

京
王
子

修
復
寺
社
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
金
貳
百

両
拝
借

3

180
二
三
九
三

大
樹
寺

三
州

修
復
寺
社
奉
行

金
百
五
拾
両
被
下

5
181

二
三
九
四

金
地
院

大
破
寺
社
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
増
金
五

百
両
＋
榑
木

千
挺
被
下
＋

自
分
ニ
て

3

182
二
三
九
五

熊
野
本
宮
十
二
宮

紀
州

再
建

勧
化
＋
金
千
両
被

下
2

183
二
三
九
七

圓
覚
寺

相
州
鎌
倉
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

184
二
三
九
八

平
等
院

山
城
国
宇

治
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

185
二
三
九
九

大
信
寺

上
州
高
崎
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国地域
修
理
形
態
行
政
機
関

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他
③
格
別
之
訳
④
作
業
普
請

＋
そ
の
他

⑤
そ
の
他

⑥
富
興
行

類
型

186
天
明
三
年

1783
二
四
〇
一

大
通
寺

京
大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

187
二
四
〇
三

武
州
惣
社

武
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

188
二
四
〇
五

傳
通
院

江
戸
小
石

川
修
復
寺
社
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
修
復
為

御
手
当
銀
三

百
枚
被
下

3

189
天
明
四
年

1784
二
四
〇
六

京
王
山
東
福
寺

京
修
復
町
奉
行

○
毎
月
壱

度求
居
年
之

間

6

190
二
四
〇
七

御
獄
山
大
権
現
社

甲
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

191
天
明
五
年

1785
二
四
一
一

傳
通
院

江
戸
小
石

川
大
破
寺
社
奉
行

格
別
之
訳
を

以
、
銀
百
枚

被
下

3

192
二
四
一
二

四
天
王
寺
法
幢
院

摂
州

大
破

○
1

193
天
明
六
年

1786
二
四
一
五

金
地
院

京
類
焼
寺
社
奉
行

御
普
請
被
仰

付
4

194
二
四
一
六

法
隆
寺
阿
弥
陀
院

南
都

修
復

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

195
二
四
一
七

大
念
仏
寺

摂
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

196
二
四
一
八

薬
師
寺

南
都

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

197
二
四
二
二

浅
草
寺

江
戸

修
復
寺
社
奉
行

格
別
之
御
沙

汰
を
以
、

壱
ヶ
年
金
千

両
、
米
五
百

俵
宛
年
々
御

手
当
被
下

3

198
天
明
七
年

1787
二
四
二
三

浄
智
寺

鎌
倉

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

199
二
四
二
四

松
尾
社

城
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

200
二
四
二
五

尊
勝
院

江
州

焼
失

○
1

201
二
四
二
七

黄
檗
万
福
寺

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

25
15

1
5

1
1

1
合
計

194
92

15
36

5
42

4



の
探
検
、
植
民
地
、
開
拓
と
交
易
の
拡
大
を
求
め
つ
ゝ
、
日
本
と
の
交
易
を

指
向
し
始
め
る
。
他
方
、
欧
米
の
先
進
列
強
は
大
航
海
時
代
か
ら
産
業
革
命

へ
の
発
展
に
よ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
そ
し
て
日
本
へ
の
植
民
地
政
策
と

開
国
に
よ
る
貿
易
の
覇
権
を
目
指
し
、
植
民
地
戦
争
を
深
化
さ
せ
て
日
本
近

海
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
ス
ペ
イ
ン
は
南
ア
メ
リ
カ
か
ら

東
南
ア
ジ
ア
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
航
路
を
拡
大
し
、
東
方
貿
易
へ
の
進
出
を
目

ざ
し
た
。
対
抗
す
る
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
は
南
ア
フ
リ
カ
、
エ
ジ
プ
ト
の

ス
エ
ズ
運
河
、
地
中
海
を
中
心
に
東
南
ア
ジ
ア
へ
進
出
し
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

中
国
を
目
指
し
た
。
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
は
ア
フ
リ
カ
の
先
端
を
経
由
し
て
イ

ン
ド
へ
進
出
し
、
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
る
イ
ン
ド
の
植
民
地
支
配
を
経
て
阿

片
貿
易
で
中
国
と
の
三
角
貿
易
を
発
展
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
イ
ギ

リ
ス
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
徒
に
よ
る
北
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
民
を
確
立
し
、

移
民
を
拡
大
し
て
ア
メ
リ
カ
北
部
（
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
か
ら
東
部
、

南
部
へ
指
向
し
始
め
る
。
北
ア
メ
リ
カ
へ
の
植
民
は
ボ
ス
ト
ン
を
中
心
に
独

立
運
動
を
指
向
し
、
同
時
に
、
東
南
ア
ジ
ア
、
と
り
わ
け
中
国
、
日
本
沿
岸

に
接
近
し
、
貿
易
と
捕
鯨
と
を
通
し
て
日
本
近
海
へ
接
近
し
つ
つ
あ
っ
た
。

ま
さ
に
、
欧
米
、
ロ
シ
ア
の
先
進
列
強
は
近
代
的
兵
器
、
と
り
わ
け
大
型
軍

艦
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
大
砲
等
の
近
代
兵
器
の
力
で
植
民
地
支
配
と
交
易

を
拡
大
し
始
め
る
。
欧
米
は
植
民
地
市
場
へ
産
業
革
命
の
大
量
生
産
す
る
商

品
を
輸
出
し
、
代
り
に
資
源
・
食
料
そ
し
て
原
料
の
輸
入
を
目
ざ
す
。
し
か

し
、
イ
ギ
リ
ス
は
イ
ン
ド
へ
の
木
綿
を
輸
出
し
、
イ
ン
ド
の
阿
片
を
中
国
へ

輸
出
し
て
中
国
か
ら
茶
、
陶
器
を
輸
入
す
る
東
イ
ン
ド
会
社
の
三
角
貿
易
を

発
展
さ
せ
、
中
国
と
の
ア
ヘ
ン
戦
争
へ
一
歩
踏
み
出
そ
う
と
す
る
。

こ
う
し
た
世
界
史
に
お
け
る
資
本
の
原
始
的
蓄
積
過
程
か
ら
産
業
革
命
へ

の
幕
明
け
に
対
し
て
、
徳
川
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
と
連
動
す
る
鎖
国
政

策
を
強
化
し
、
長
崎
港
出
島
で
の
清
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
制
限
貿
易
を
続
け
る
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
清
の
唐
製
品
は
長
崎
港
出
島
で
の
入
札
制
に
よ
っ
て
物
価

高
騰
の
原
因
と
奢
侈
品
の
輸
入
と
で
国
内
に
物
価
高
と
奢
り
、
さ
ら
に
大
量

の
金
銀
銅
の
貿
易
支
払
い
に
よ
っ
て
国
内
の
貨
幣
量
不
足
と
品
質
低
下
と
を

も
た
ら
し
、
貨
幣
改
鋳
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
し
、
貨
幣
問

題
の
深
刻
化
は
時
代
毎
に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。
既
に
八
代
吉
宗
の
時
代
に
は
、

農
業
発
達
の
ピ
ー
ク
を
越
え
つ
つ
あ
っ
た
。
田
沼
意
次
は
こ
う
し
た
徳
川
幕

府
の
ピ
ー
ク
か
ら
不
況
へ
移
行
す
る
財
政
再
建
策
と
し
て
商
法
改
革
に
乗
り

出
す
。
こ
の
商
法
革
命
は
幕
府
の
財
政
収
入
を
増
加
し
て
、
経
営
を
安
定
さ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
株
仲
間
、
問
屋
、
組
合
は
営
業
税
と
し
て
冥

加
金
、
運
上
金
を
幕
府
に
献
上
し
、
そ
の
代
り
に
問
屋
と
仲
買
人
と
の
間
で
、

或
い
は
問
屋
と
仕
込
店
及
び
小
売
店
と
の
間
で
価
格
協
定
（
カ
ル
テ
ル
協

定
）、
さ
ら
に
取
引
収
益
（
口
銭
）
の
定
め
を
決
め
て
売
買
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
商
取
引
の
口
銭
を
中
心
と
す
る
カ
ル
テ
ル
価
格
協
定
は
商
品
経
済

の
秩
序
を
確
立
す
る
点
で
革
命
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
経
済
発
展
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
。

か
く
て
田
沼
意
次
の
商
法
改
革
は
徳
川
幕
府
の
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
プ

ラ
ス
の
面
を
有
し
た
が
、
と
同
時
に
、
営
業
税
に
よ
る
税
負
担
分
だ
け
物
価

上
昇
の
原
因
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
株
仲
間
、
問
屋
へ
の
加
入
は
制
限
さ
れ
、

家
内
工
業
者
、
小
商
品
生
産
者
、
非
株
小
売
業
者
及
び
農
民
商
品
生
産
者
層

等
は
町
裏
、
露
店
、
歩
き
売
り
、
軒
先
き
等
で
の
小
売
り
、
非
株
自
由
売
り

等
の
自
由
取
引
や
闇
取
引
等
の
普
及
に
よ
っ
て
規
制
の
対
象
と
な
り
、
小
商

品
生
産
者
層
の
反
発
を
大
き
く
す
る
結
果
を
招
き
、
商
品
流
通
＝
生
産
の
混

乱
、
物
価
上
昇
を
生
じ
る
原
因
と
な
っ
た
。
底
辺
で
の
営
業
の
自
由
、
小
商

品
生
産
者
層
の
農
村
で
の
生
産
活
動
等
は
都
市
の
前
期
的
資
本
＝
問
屋
、
株

仲
間
等
と
対
立
を
深
め
始
め
、
経
済
の
不
安
定
を
も
同
時
に
惹
起
す
る
原
因

と
化
し
、
商
法
革
命
の
負
の
側
面
を
拡
大
す
る
こ
と
と
も
な
る
。

田
沼
意
次
の
商
法
革
命
は
徳
川
幕
府
の
発
展
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ

ス
の
二
面
性
を
有
す
る
が
、
プ
ラ
ス
の
側
面
に
よ
っ
て
徳
川
幕
府
の
経
済
を

強
化
す
る
が
、
と
同
時
に
、
商
人
の
株
仲
間
、
問
屋
の
認
可
を
中
心
と
す
る

賄
賂
に
よ
る
汚
名
が
田
沼
意
次
の
失
脚
原
因
と
な
っ
た
。
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Ｂ
-⚓

過
渡
期
後
半
に
お
け
る
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
の
類
型
と

特
質

以
上
の
内
外
の
情
勢
を
踏
ま
え
て
過
渡
期
後
半
に
お
け
る
国
免
に
よ
る
寺

社
修
理
資
金
調
達
の
類
型
と
そ
の
特
質
を
結
論
づ
け
る
と
次
の
五
点
に
要
約

さ
れ
る
。

第
一
点
は
宝
暦
九
年
か
ら
天
明
七
年
ま
で
の
国
免
資
本
調
達
件
数
は
百
九

十
四
件
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
前
半
の
七
十
二
件
に
対
し
て

後
半
で
の
件
数
は
百
九
十
四
件
で
、
二
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
前
半
に

対
す
る
後
半
の
特
徴
は
こ
う
し
た
二
・
七
倍
の
高
い
増
加
件
数
の
多
さ
で
あ

る
。第

二
点
は
、
さ
ら
に
百
九
十
四
件
の
資
本
調
達
方
法
の
類
型
と
そ
の
特
徴

で
あ
る
。
百
九
十
四
件
の
資
本
調
達
方
法
の
類
型
毎
の
特
徴
を
概
観
す
る
な

ら
、
①
勧
化
は
九
十
二
件
と
な
り
、
全
体
に
対
し
て
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
割

合
で
あ
る
。
国
免
勧
化
は
過
渡
期
前
半
の
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
四
七

パ
ー
セ
ン
ト
と
実
に
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
点
は
、
国
免
勧
化
の
減
少
に
よ
っ
て
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
は
多

様
化
し
、
一
極
集
中
型
か
ら
多
角
型
へ
移
行
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

❟
二
番
目
に
多
い
寺
社
修
理
資
本
調
達
は
⑤
の
⽛
そ
の
他
⽜
の
四
十
二
件

（
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
る
。

➈
三
番
目
は
⽛
格
別
之
訳
⽜
の
三
十
六
件
（
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
）。

❷
四
番
目
は
⽛
勧
化
＋
そ
の
他
⽜
の
十
五
件
（
八
パ
ー
セ
ン
ト
）

❳
五
番
目
は
⽛
作
業
普
請
⽜
の
五
件
（
三
パ
ー
セ
ン
ト
）

❻
六
番
は
富
興
行
の
四
件
（
二
パ
ー
セ
ン
ト
）

国
免
勧
化
の
①
に
②
⽛
勧
化
＋
そ
の
他
⽜
を
合
計
す
る
と
、
勧
化
は
一
〇

七
件
と
な
り
、
全
体
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
が
、
前
半
期
の
①
勧
化
と

②
⽛
勧
化
＋
そ
の
他
⽜
の
合
計
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
べ
て
七
パ
ー
セ
ン
ト

の
低
さ
で
あ
る
。

第
四
点
は
国
免
勧
化
の
修
復
資
本
調
達
の
中
で
割
合
を
低
下
さ
せ
て
い
る

の
と
対
照
的
に
高
い
件
数
を
挙
げ
て
い
る
の
は
⑤
⽛
そ
の
他
⽜
の
四
十
二
件

（
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
③
の
⽛
格
別
之
訳
⽜
の
三
十
六
件
（
一
九
パ
ー
セ
ン

ト
）
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
③
⽛
格
別
之
訳
⽜
の
資
本
調
達
方
法
の
急
上
昇

は
①
の
国
役
勧
化
の
申
請
を
拒
否
す
る
が
、
し
か
し
寺
社
の
格
式
、
名
門
＝

名
声
、
伝
統
あ
る
門
跡
等
の
点
か
ら
⽛
格
別
之
訳
⽜
で
以
っ
て
国
庫
か
ら
❟

資
金
の
下
付
、
➈
増
金
＋
榑
木
の
支
給
、
❷
御
手
当
銀
三
百
両
の
下
付
、
❳

国
役
普
請
に
よ
る
修
理
の
実
施
等
の
増
加
と
な
る
。

第
五
点
は
⑥
富
興
行
の
四
件
と
増
加
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
一
件
目
は
二

三
〇
五
の
江
戸
神
田
明
神
社
の
富
興
行
で
あ
る
。
二
件
目
は
江
戸
本
所
一
ツ

目
弁
財
天
、
三
件
目
は
相
州
箱
根
金
剛
王
院
、
そ
し
て
四
件
目
は
京
五
山
東

福
寺
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
富
興
行
は
過
渡
期
後
半
に
お
い
て
復
活
し
、
確

立
期
の
四
件
と
同
数
に
な
っ
て
い
る
。

過
渡
期
は
前
半
の
国
免
勧
化
の
一
極
集
中
型
に
よ
る
寺
社
修
理
資
本
調
達

方
法
に
対
し
て
後
半
の
多
角
的
資
本
調
達
方
法
へ
移
行
し
、
徳
川
幕
府
の
寺

社
政
策
の
変
化
を
現
わ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
の

変
化
は
田
沼
意
次
の
商
法
革
命
に
よ
る
経
済
秩
序
の
確
立
と
問
屋
・
仲
買
の

口
銭
（
利
益
）
の
利
益
に
よ
る
景
気
拡
大
等
を
背
景
に
生
じ
た
の
で
あ
る
。

Ｂ
-⚔

過
渡
期
の
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
の
経
済
的
背
景

─
田
沼
意
次
と
水
野
忠
邦
と
の
対
比
─

イ

水
野
忠
邦
の
登
場
と
天
保
改
革
の
背
景

田
沼
意
次
の
商
法
改
革
と
唐
製
品
の
輸
入
と
が
大
衆
の
中
に
普
及
し
、
経

済
発
展
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
ら
大
衆
の
生
活
高
級
化
、
口
銭
に
よ
る
豪
商
、

富
商
の
輩
出
等
は
同
時
に
物
価
高
騰
と
高
級
品
の
普
及
を
生
じ
、
と
り
わ
け

農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
流
入
の
原
因
と
な
る
。
農
村
で
は
一
町
歩
の
小
農

と
二
町
歩
以
上
の
中
農
・
豪
農
と
の
格
差
を
生
み
、
土
地
の
質
入
れ
、
金
融

担
保
と
に
よ
っ
て
質
地
小
作
人
＝
地
主
制
、
豪
農
の
土
地
購
入
に
よ
る
地

主
＝
小
作
制
、
或
い
は
収
穫
米
を
折
半
す
る
分
益
小
作
制
等
が
発
展
す
る
。
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こ
う
し
た
農
村
で
の
地
主
制
の
発
展
は
小
農
を
中
心
と
す
る
純
粋
封
建
制
を

崩
壊
さ
せ
、
豪
農
・
富
農
を
中
心
に
す
る
地
主
制
へ
移
行
す
る
と
、
徳
川
幕

府
の
純
粋
封
建
制
の
崩
壊
か
ら
衰
退
へ
の
歩
み
を
強
め
る
原
因
と
化
す
る
。

田
沼
意
次
は
こ
う
し
た
徳
川
幕
府
の
小
農
主
義
か
ら
商
法
改
革
に
よ
る
商

工
業
体
制
へ
の
転
換
を
計
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。
次
の
松
平
定
信
は
こ

う
し
た
徳
川
幕
府
の
衰
退
を
回
復
し
、
復
興
す
る
た
め
に
田
沼
意
次
の
商
法

改
革
に
対
し
、
倹
約
令
と
農
村
復
帰
政
策
等
に
よ
っ
て
徳
川
幕
府
の
衰
退
を

回
復
し
よ
う
と
す
る
。

さ
ら
に
、
天
明
期
の
飢
饉
、
不
作
、
ロ
シ
ア
の
樺
太
及
び
蝦
夷
地
へ
の
進

出
と
開
拓
、
交
易
等
内
外
の
深
刻
な
状
勢
は
農
民
一
揆
、
米
騒
動
、
打
ち
壊

し
等
を
一
般
化
し
、
幕
府
を
衰
退
か
ら
崩
壊
へ
の
道
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
。

こ
う
し
た
徳
川
幕
府
の
危
機
を
救
う
た
め
に
水
野
忠
邦
は
天
保
の
改
革
に
乗

り
出
す
の
で
あ
っ
た
。

米
価
騰
貴
は
万
物
の
尺
度
の
た
め
万
物
の
高
騰
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
も

な
る
。
こ
の
物
価
騰
貴
に
輪
を
掛
け
た
の
は
貨
幣
改
鋳
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
西
洋
列
強
に
よ
る
日
本
海
沿
岸
へ
の
進
出
は
徳

川
幕
府
の
外
交
権
を
弱
め
、
朝
廷
の
外
交
権
を
高
め
る
結
果
と
な
り
、
こ
の

面
で
の
徳
川
幕
府
の
崩
壊
へ
の
引
き
金
と
な
り
、
攘
夷
論
へ
繋
が
る
。
こ
の

た
め
、
徳
川
幕
府
は
松
前
藩
か
ら
蝦
夷
地
を
上
知
さ
せ
、
直
接
奉
行
所
支
配

を
試
み
、
対
ロ
シ
ア
の
東
漸
へ
の
対
応
を
試
み
る
。

こ
う
し
た
内
外
か
ら
の
危
機
に
対
し
て
事
態
の
打
開
を
計
る
た
め
、
水
野

忠
邦
は
享
保
の
改
革
を
進
め
て
徳
川
幕
府
の
再
建
を
計
ろ
う
と
す
る
。
享
保

改
革
の
目
的
は
米
価
高
騰
に
原
因
す
る
諸
色
の
物
価
高
騰
を
引
き
下
げ
る
こ

と
で
あ
り
、
各
地
、
町
、
都
市
で
生
じ
る
農
民
一
揆
、
打
ち
壊
し
、
米
騒
動

の
沈
静
を
計
り
、
治
安
の
確
保
と
経
済
安
定
を
計
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
水
野
忠
邦
が
最
も
力
を
注
ぎ
、
天
保
改
革
の
中
心
に
位
置
づ
け
た
の
は

物
価
引
下
げ
政
策
と
し
て
の
株
仲
間
、
問
屋
の
解
散
で
あ
る
。

第
一
の
株
仲
間
、
問
屋
が
徳
川
幕
府
に
上
納
す
る
冥
加
金
、
運
上
金
等
を

廃
止
す
れ
ば
、
物
価
か
ら
こ
れ
ら
の
営
業
税
を
廃
止
す
る
分
だ
け
物
価
引
下

げ
と
な
る
。
第
二
の
点
は
大
阪
か
ら
の
江
戸
廻
り
荷
の
菱
垣
回
船
、
樽
前
回

船
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
商
品
は
大
阪
廿
四
組
問
屋
か
ら
江
戸
十
組
問
屋
へ
送

ら
れ
る
。
そ
の
際
、
大
阪
の
問
屋
は
江
戸
の
問
屋
へ
商
品
の
信
用
売
り
、
つ

ま
り
⽛
貸
勘
定
⽜
を
設
定
し
、
前
貸
し
を
す
る
前
期
的
資
本
の
貸
付
業
者
と

も
な
る
。
こ
う
し
た
大
阪
か
ら
江
戸
へ
の
商
品
廻
送
は
江
戸
問
屋
の
下
に
四

万
両
以
上
の
⽛
滞

金

と
ど
こ
お
り
き
ん

⽜
を
発
生
さ
せ
、
江
戸
問
屋
の
破
綻
を
不
可
避
に
す

る
危
機
と
な
っ
た
。
倒
産
寸
前
の
江
戸
十
組
問
屋
を
救
済
し
、
再
建
さ
せ
よ

う
と
し
て
水
野
忠
邦
は
株
仲
間
、
問
屋
の
解
散
を
命
じ
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
江
戸
十
組
問
屋
の
救
済
は
大
阪
の
二
十
四
問
屋
の
犠
牲
の
上

で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
株
仲
間
、
問
屋
の
解
散
は
こ
れ
ま

で
江
戸
廻
り
商
品
の
輸
送
で
繁
栄
し
て
い
た
⽛
天
下
の
台
所
⽜
大
阪
経
済
の

衰
退
を
引
起
こ
す
こ
と
と
な
る
。
か
く
て
大
阪
経
済
は
今
や
⽛
天
下
の
台

所
⽜
を
兵
庫
津
に
奪
わ
れ
、
衰
退
し
始
め
る
。
大
塩
平
八
郎
の
乱
は
こ
う
し

た
⽛
天
下
の
台
所
⽜
か
ら
転
落
し
、
衰
退
す
る
危
機
の
中
か
ら
大
阪
経
済
の

回
復
を
目
指
し
て
生
じ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
大
阪
東
奉
行
は
飢
饉
の
中
で

の
米
価
高
騰
で
米
不
足
に
よ
る
大
阪
の
苦
し
み
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
阪
廻
り

の
米
を
江
戸
へ
回
送
し
、
多
く
の
人
々
か
ら
憾う

ら

み
を
買
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
章
で
衰
退
か
ら
崩
壊
へ
移
行
し
た
の
は
、
第
一
に

水
野
忠
邦
に
よ
る
株
仲
間
、
問
屋
の
解
散
に
よ
っ
て
徳
川
幕
府
の
商
法
に
基

づ
く
封
建
制
経
済
を
崩
壊
し
、
自
由
主
義
経
済
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
明
治
維

新
へ
の
歩
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
徳
川
幕
府

の
経
済
基
盤
で
あ
る
⽛
天
下
の
台
所
⽜
大
阪
経
済
の
衰
退
は
徳
川
幕
府
の
経

済
的
崩
壊
を
伴
う
か
ら
で
あ
る
。
明
治
維
新
は
大
阪
か
ら
江
戸
＝
東
京
へ
の

経
済
中
心
地
の
移
行
を
伴
い
、
さ
ら
に
鉄
道
網
の
東
京
駅
へ
の
集
中
に
よ
っ

て
全
国
か
ら
の
商
品
、
半
製
品
そ
し
て
資
源
を
東
京
へ
回
送
し
、
軍
需
工
業

を
中
心
と
す
る
京
浜
工
業
地
帯
の
成
立
を
生
み
出
す
。
こ
こ
に
、
東
京
を
首

都
と
す
る
明
治
絶
対
王
政
の
経
済
基
盤
が
展
望
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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水
野
忠
邦
の
天
保
改
革
は
徳
川
幕
府
の
純
粋
封
建
制
か
ら
明
治
天
皇
中
心

の
絶
対
王
政
へ
の
移
行
を
育
む
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
徳
川
幕
府
の
崩
壊
を
内

包
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
天
保
改
革
の
歴
史
的
特
質
を
踏

ま
え
て
の
徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策
の
柱
と
な
る
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
の

類
型
と
そ
の
特
質
は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

⚕

崩
壊
期
の
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
の
類
型
と
特
質

崩
壊
期
の
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
の
類
型
と
特
質
は
次
頁
の
図
表
-⚕

と
な
る
。

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
か
ら
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
四
十
八
年
間

に
お
け
る
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
の
類
型
と
特
質
は
次
の
五
点
に
要
約
さ

れ
る
。

第
一
点
は
寺
社
修
理
資
本
調
達
の
件
数
合
計
は
百
四
十
三
件
で
、
過
渡
期

の
百
九
十
四
件
と
比
べ
て
五
十
一
件
の
減
少
で
、
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
り

方
で
あ
り
、
国
免
に
よ
る
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
の
崩
壊
を
象
徴
す
る
点

で
あ
る
。

第
二
点
は
富
興
行
が
零ゼ

ロ

と
な
り
、
国
免
富
興
行
の
崩
壊
現
象
を
示
す
と
い

う
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
民
間
の
富
興
行
は
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
寛
政

元
年
か
ら
天
保
十
二
年
迄
の
合
計
六
十
五
件
に
達
し
、
56
頁
の
図
表
-⚖
に

示
さ
れ
る
。

こ
の
図
表
-⚖
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
富
興
行
の
札
発
行
高
は
漸
次
増
加

し
続
け
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
南
都
大
乗
院
は
一
万
五
千
枚
の
札
発
行

で
銀
拾
貫
六
拾
貳
匁
（
金
百
六
拾
七
両
）
の
売
上
げ
と
な
っ
て
い
た
。
他
方
、

文
政
九
年
か
ら
天
保
八
年
に
か
け
て
の
紀
州
熊
野
三
山
の
発
行
札
数
は
文
政

九
年
（
一
八
〇
六
）
の
拾
八
万
枚
で
最
高
発
行
札
で
、
そ
の
売
上
高
は
銀
千

八
拾
貫
目
（
金
壱
万
六
千
八
百
七
十
五
両
）
と
最
大
を
誇
る
。
熊
野
三
山
は

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
十
二
万
枚
、
天
保
三
年
の
十
二
万
枚
、
天
保
八

年
の
八
万
六
千
四
百
枚
と
連
続
し
て
富
札
の
発
行
を
し
て
い
る
。

民
間
富
興
行
の
隆
盛
に
対
し
て
国
免
富
興
行
が
急
激
に
姿
を
消
し
始
め
た

の
は
徳
川
幕
府
の
倹
約
令
と
富
興
行
を
賭
博
行
為
と
見
做
す
こ
と
で
、
国
免

事
業
か
ら
外
す
傾
向
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
由
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
徳
川

幕
府
は
富
興
行
や
賭
博
を
奢
り
、
邪
悪
、
或
い
は
奢
侈
の
一
種
と
見
做
す
の

で
あ
り
、
風
俗
の
乱
れ
と
し
て
取
締
ま
り
、
倹
約
令
の
上
か
ら
も
禁
令
の
対

象
と
し
た
。
こ
う
し
た
取
締
り
、
禁
令
及
び
倹
約
令
の
上
か
ら
国
免
の
資
本

調
達
方
法
か
ら
富
興
行
へ
の
回
避
が
強
化
さ
れ
、
特
に
徳
川
幕
府
の
崩
壊
へ

の
中
で
取
締
ま
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
点
は
徳
川
幕
府
は
国
免
勧
化
の
数
を
減
少
さ
せ
、
出
来
る
だ
け
国
免

勧
化
を
避
け
る
傾
向
を
強
め
た
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
こ
の
崩
壊
期
に
入

る
と
、
国
免
勧
化
が
大
衆
基
盤
を
失
い
始
め
、
再
勧
化
の
増
加
に
伴
い
大
衆

の
信
仰
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
巡
行
す
る
勧
化
役
僧
は
強
制
的
に

寄
進
を
迫
り
、
大
衆
か
ら
嫌
悪
さ
れ
始
め
る
傾
向
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
大

衆
基
盤
か
ら
遊
離
す
る
国
免
勧
化
の
抑
制
と
減
少
へ
の
身
代
り
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
た
の
が
③
⽛
格
別
之
訳
⽜
と
④
⽛
国
役
普
請
＋
そ
の
他
⽜
の
五
件

で
合
計
十
二
件
と
な
る
。

第
四
点
は
⑤
⽛
そ
の
他
⽜
も
十
六
件
と
増
大
し
、
第
三
点
と
同
じ
国
免
勧

化
の
枠
か
ら
外
れ
た
の
を
救
済
す
る
た
め
、
こ
の
⑤
⽛
そ
の
他
⽜
を
適
用
し

よ
う
と
す
る
寺
社
政
策
の
方
針
転
換
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
崩
壊
期
の
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
は
全
体
に
停
滞
或

い
は
減
少
傾
向
を
強
め
つ
ゝ
、
国
免
勧
化
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
大
衆
基
盤

か
ら
の
支
持
を
失
い
、
崩
壊
を
深
め
る
の
で
あ
っ
た
。

総
括
と
展
望

㈠
徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策
─
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
と
寺
社
政
策
の
総
括

徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
実
施
の
た
め
、
寺
社
と
の

共
同
政
策
を
開
始
す
る
。
こ
の
徳
川
幕
府
と
寺
社
と
の
共
同
政
策
は
幕
府
の
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図
表
-5

天
明
八
年
（
1788）

～
天
保
七
年
（
1836）

寺
社
修
理
資
金
調
達
方
法
一
覧
表

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国
・
地
域

修
理
形
態

申
請
先

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他

③
格
別
之
訳

⑷
作
業
方
修

理
＋
そ
の
他

⑸
そ
の
他

⑹
富
興
行

類
型

1
天
明
八
年

1788
四
一
九
〇
第
一
惣
社
・
大
権

現
社

甲
斐
国

大
破

○
1

2
四
一
九
一
京
大
佛
殿

京
破
損

寺
社
奉
行

○
勧
化
・
富
興
行

2
3

四
一
九
五
稲
荷
社

山
城

大
破

大
目
付

○
1

4
四
二
〇
一
法
幢
院

摂
州

大
破

○
1

5
四
二
〇
五
金
剛
院

愛
宕

大
破

大
目
付

○
1

6
寛
政
元
年

1789
四
二
〇
七
大
念
佛
寺

摂
州

修
復

大
目
付

○
1

7
四
二
一
三
圓
福
寺

愛
宕

大
破

大
目
付

○
1

8
四
二
一
四
長
恩
寺

越
後
国

修
復

大
目
付

○
1

9
四
二
一
八
熊
野
権
現

遠
見
国

修
復

大
目
付

○
1

10
寛
政
二
年

1790
四
二
一
九
黄
檗
萬
福
寺

大
破

大
目
付

○
1

11
四
二
二
一

大
鐘
坊

別
当
池
西
坊

辻
之
坊

富
士
村

修
復

大
目
付

○
1

12
四
二
二
二
信
光
明
寺

三
州

水
損

勘
定
奉
行

○
御
供
養
米
御
普
請

（
国
役
）

2

13
四
二
二
三
妙
法
院
大
仏
殿

京
大
破

松
平
紀
伊
守

金
一
万
両
拝
借

→
諸
家
へ
貸
付

5

14
四
二
二
四

四
二
二
五
東
本
願
寺

京
類
焼

○
材
木
被
下
ニ
て
（
白

川
郷
）

2

15
＊
①

四
二
三
〇
富
之
義
は
箇
所
多
く
相
成
、
世
上
之
風
儀
ニ
も
拘
り
候
間
、
追
々
減
候
筈
ニ
候

千
両
被
下
＋
増
五
百

両
被
下

＊
政
策

16
寛
政
三
年

1791
四
二
四
二
高
月
院

三
州

修
復

寺
社
奉
行

千
両
＋
増
五
百
両
被

下
＋
自
力

5

17
四
二
四
三
覚
樹
王
院

江
戸
深
川

寺
取

建
・
再

建
修
復

寺
社
奉
行

御
金
千
両
拝
借

5

18
四
二
四
五
八
幡

甲
府

修
復

大
目
付

○寺
社
奉
行
連
印
之

勧
化
状
持
参

1

19
寛
政
四
年

1792
四
二
四
六
妙
昌
寺

三
州

普
請

寺
社
奉
行

国
役
普
請

4
20

四
二
五
二
慶
光
院

伊
勢

類
焼
・

造
替

寺
社
奉
行

白
銀
三
百
枚
被
下

5

21
四
二
五
三
哲
願
寺

京
類
焼

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

22
四
二
五
四
日
御
崎
社

出
雲
国

修
復

大
目
付

○
1

23
四
二
五
七
大
覚
寺

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

24
四
二
五
八
富
士
浅
間
総
社

駿
州

大
破

寺
社
奉
行

○
銀
三
十
枚
被
下

修
復
手
当
年
々
百
枚

1

25
寛
政
五
年

1793
四
二
五
九
熊
野
権
現

遠
見
国

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

26
四
二
六
三
富
士
本
宮
浅
間
総

社
駿
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

27
四
二
六
五
宇
佐
八
幡
社

豊
前
国

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

28
寛
政
六
年

1794
四
二
七
〇
白
山
本
社

北
国

大
破

大
目
付

○
1

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国
・
地
域

修
理
形
態

申
請
先

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他

③
格
別
之
訳

⑷
作
業
方
修

理
＋
そ
の
他

⑸
そ
の
他

⑹
富
興
行

類
型

29
四
二
七
二
伊
賀
八
幡
社

三
州

修
復
普
請

寺
社
奉
行

金
百
七
拾
両
拝
借

5

30
四
二
七
四
鶴
ヶ
岡
八
幡
社

相
州

破
損

寺
社
奉
行

貸
付
利
金
七
百
両
余

下
ヶ
遣
候

5

31
四
二
七
八
三
嶋
宮

豆
州

修
復

寺
社
奉
行

金
六
百
五
拾
七
両
余

在
御
貸
附

5

32
寛
政
七
年

1795
四
二
八
二
根
来
寺

紀
州

造
立

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

33
四
二
八
八
徳
川
満
徳
寺

上
州

大
破

寺
社
奉
行

金
百
両
被
下

自
分
ニ
て
修
復

5

34
四
二
八
九
出
雲
大
社

出
雲

造
営

寺
社
奉
行

御
寄
附
金
千
両

被
下
、
諸
国
勧

化
御
免

3

35
寛
政
八
年

1796
四
二
九
〇
浄
智
寺

鎌
倉

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

36
四
二
九
四
梅
宮
社

山
城
国

大
破

大
目
付

○
1

37
四
二
九
九
持
明
院

城
州

焼
失

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

38
寛
政
九
年

1797
四
三
〇
四
出
雲
国
大
社

出
雲
国

造
営

大
目
付

○
1

39
四
三
一
〇
神
田
明
神
社

江
戸
神
田

大
破

寺
社
奉
行

銀
二
百
枚
被
下

5
40

四
三
一
五
法
輪
寺

嵯
峨

大
破

寺
社
奉
行

勧
化
＋
御
寄
附

銀
百
枚

5

41
四
三
一
六
長
恩
寺

越
後
国

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

42
四
三
一
七
大
沼
山
稲
荷
本
社

羽
州

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

43
寛
政
十
年

1798
四
三
二
八
八
幡
社

甲
府

修
復

大
目
付

○
1

44
四
三
三
〇
熊
野
本
宮
十
二
社

紀
州

大
破

大
目
付

○
1

45
寛
政
十
一
年
1799

四
三
三
三
萬
松
寺

三
州

修
復

大
目
付

○
1

46
四
三
三
六
住
吉
社

摂
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

47
四
三
四
〇
松
尾
社

城
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

48
寛
政
十
二
年
1800

四
三
四
四
長
恩
寺

越
後
国

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

49
四
三
四
五
北
野
天
満
社

京
大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

50
四
三
四
六
六
所
大
明
神
社

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

51
四
三
四
八
権
現
八
幡
社

河
州

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

52
享
和
元
年

1801
四
三
五
三
伊
賀
八
幡
本
社

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

53
享
和
二
年

1802
四
三
五
四
金
剛
王
院

相
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

54
享
和
三
年

1803
四
三
五
六
長
恩
寺

越
後

焼
失

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

55
文
化
元
年

1804
四
三
六
一
住
吉
社

摂
州

造
営

寺
社
奉
行

勧
化
＋
寄
付
金
千

両
被
下

2
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図
表
-5

天
明
八
年
（
1788）

～
天
保
七
年
（
1836）

寺
社
修
理
資
金
調
達
方
法
一
覧
表

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国
・
地
域

修
理
形
態

申
請
先

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他

③
格
別
之
訳

⑷
作
業
方
修

理
＋
そ
の
他

⑸
そ
の
他

⑹
富
興
行

類
型

1
天
明
八
年

1788
四
一
九
〇
第
一
惣
社
・
大
権

現
社

甲
斐
国

大
破

○
1

2
四
一
九
一
京
大
佛
殿

京
破
損

寺
社
奉
行

○
勧
化
・
富
興
行

2
3

四
一
九
五
稲
荷
社

山
城

大
破

大
目
付

○
1

4
四
二
〇
一
法
幢
院

摂
州

大
破

○
1

5
四
二
〇
五
金
剛
院

愛
宕

大
破

大
目
付

○
1

6
寛
政
元
年

1789
四
二
〇
七
大
念
佛
寺

摂
州

修
復

大
目
付

○
1

7
四
二
一
三
圓
福
寺

愛
宕

大
破

大
目
付

○
1

8
四
二
一
四
長
恩
寺

越
後
国

修
復

大
目
付

○
1

9
四
二
一
八
熊
野
権
現

遠
見
国

修
復

大
目
付

○
1

10
寛
政
二
年

1790
四
二
一
九
黄
檗
萬
福
寺

大
破

大
目
付

○
1

11
四
二
二
一

大
鐘
坊

別
当
池
西
坊

辻
之
坊

富
士
村

修
復

大
目
付

○
1

12
四
二
二
二
信
光
明
寺

三
州

水
損

勘
定
奉
行

○
御
供
養
米
御
普
請

（
国
役
）

2

13
四
二
二
三
妙
法
院
大
仏
殿

京
大
破

松
平
紀
伊
守

金
一
万
両
拝
借

→
諸
家
へ
貸
付

5

14
四
二
二
四

四
二
二
五
東
本
願
寺

京
類
焼

○
材
木
被
下
ニ
て
（
白

川
郷
）

2

15
＊
①

四
二
三
〇
富
之
義
は
箇
所
多
く
相
成
、
世
上
之
風
儀
ニ
も
拘
り
候
間
、
追
々
減
候
筈
ニ
候

千
両
被
下
＋
増
五
百

両
被
下

＊
政
策

16
寛
政
三
年

1791
四
二
四
二
高
月
院

三
州

修
復

寺
社
奉
行

千
両
＋
増
五
百
両
被

下
＋
自
力

5

17
四
二
四
三
覚
樹
王
院

江
戸
深
川

寺
取

建
・
再

建
修
復

寺
社
奉
行

御
金
千
両
拝
借

5

18
四
二
四
五
八
幡

甲
府

修
復

大
目
付

○寺
社
奉
行
連
印
之

勧
化
状
持
参

1

19
寛
政
四
年

1792
四
二
四
六
妙
昌
寺

三
州

普
請

寺
社
奉
行

国
役
普
請

4
20

四
二
五
二
慶
光
院

伊
勢

類
焼
・

造
替

寺
社
奉
行

白
銀
三
百
枚
被
下

5

21
四
二
五
三
哲
願
寺

京
類
焼

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

22
四
二
五
四
日
御
崎
社

出
雲
国

修
復

大
目
付

○
1

23
四
二
五
七
大
覚
寺

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

24
四
二
五
八
富
士
浅
間
総
社

駿
州

大
破

寺
社
奉
行

○
銀
三
十
枚
被
下

修
復
手
当
年
々
百
枚

1

25
寛
政
五
年

1793
四
二
五
九
熊
野
権
現

遠
見
国

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

26
四
二
六
三
富
士
本
宮
浅
間
総

社
駿
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

27
四
二
六
五
宇
佐
八
幡
社

豊
前
国

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

28
寛
政
六
年

1794
四
二
七
〇
白
山
本
社

北
国

大
破

大
目
付

○
1

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国
・
地
域

修
理
形
態

申
請
先

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他

③
格
別
之
訳

⑷
作
業
方
修

理
＋
そ
の
他

⑸
そ
の
他

⑹
富
興
行

類
型

29
四
二
七
二
伊
賀
八
幡
社

三
州

修
復
普
請

寺
社
奉
行

金
百
七
拾
両
拝
借

5

30
四
二
七
四
鶴
ヶ
岡
八
幡
社

相
州

破
損

寺
社
奉
行

貸
付
利
金
七
百
両
余

下
ヶ
遣
候

5

31
四
二
七
八
三
嶋
宮

豆
州

修
復

寺
社
奉
行

金
六
百
五
拾
七
両
余

在
御
貸
附

5

32
寛
政
七
年

1795
四
二
八
二
根
来
寺

紀
州

造
立

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

33
四
二
八
八
徳
川
満
徳
寺

上
州

大
破

寺
社
奉
行

金
百
両
被
下

自
分
ニ
て
修
復

5

34
四
二
八
九
出
雲
大
社

出
雲

造
営

寺
社
奉
行

御
寄
附
金
千
両

被
下
、
諸
国
勧

化
御
免

3

35
寛
政
八
年

1796
四
二
九
〇
浄
智
寺

鎌
倉

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

36
四
二
九
四
梅
宮
社

山
城
国

大
破

大
目
付

○
1

37
四
二
九
九
持
明
院

城
州

焼
失

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

38
寛
政
九
年

1797
四
三
〇
四
出
雲
国
大
社

出
雲
国

造
営

大
目
付

○
1

39
四
三
一
〇
神
田
明
神
社

江
戸
神
田

大
破

寺
社
奉
行

銀
二
百
枚
被
下

5
40

四
三
一
五
法
輪
寺

嵯
峨

大
破

寺
社
奉
行

勧
化
＋
御
寄
附

銀
百
枚

5

41
四
三
一
六
長
恩
寺

越
後
国

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

42
四
三
一
七
大
沼
山
稲
荷
本
社

羽
州

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

43
寛
政
十
年

1798
四
三
二
八
八
幡
社

甲
府

修
復

大
目
付

○
1

44
四
三
三
〇
熊
野
本
宮
十
二
社

紀
州

大
破

大
目
付

○
1

45
寛
政
十
一
年
1799

四
三
三
三
萬
松
寺

三
州

修
復

大
目
付

○
1

46
四
三
三
六
住
吉
社

摂
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

47
四
三
四
〇
松
尾
社

城
州

大
破

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

48
寛
政
十
二
年
1800

四
三
四
四
長
恩
寺

越
後
国

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

49
四
三
四
五
北
野
天
満
社

京
大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

50
四
三
四
六
六
所
大
明
神
社

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

51
四
三
四
八
権
現
八
幡
社

河
州

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

52
享
和
元
年

1801
四
三
五
三
伊
賀
八
幡
本
社

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

53
享
和
二
年

1802
四
三
五
四
金
剛
王
院

相
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

54
享
和
三
年

1803
四
三
五
六
長
恩
寺

越
後

焼
失

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

55
文
化
元
年

1804
四
三
六
一
住
吉
社

摂
州

造
営

寺
社
奉
行

勧
化
＋
寄
付
金
千

両
被
下

2



経営論集（北海学園大学）第 20 巻第 4号

(52)

徳川幕府経営史序説（大場）
番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国
・
地
域

修
理
形
態

申
請
先

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他

③
格
別
之
訳

⑷
作
業
方
修

理
＋
そ
の
他

⑸
そ
の
他

⑹
富
興
行

類
型

56
四
三
六
二
信
光
明
寺
・
妙
心

寺
・
大
林
寺

三
州

普
請

寺
社
奉
行

国
役
普
請

4

57
四
三
六
三
住
吉
神
社

摂
州

焼
失

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

58
四
三
六
五
八
幡
社

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

59
文
化
二
年

1805
四
三
六
六
大
樹
寺
・
大
林

寺
・
甲
山
寺

妙
心
寺
・
信
光
時

寺
・
伊
賀
八
幡

三
州

普
請

寺
社
奉
行

国
役
普
請

4

60
四
三
七
〇
四
天
王
寺

摂
州

焼
失

寺
社
奉
行

勧
化
＋
金
千
両
御

寄
付
被
下

2

61
四
三
七
一
四
天
王
寺

摂
州

焼
失

大
目
付

勧
化
＋
金
貳
千
両

被
下

2

62
文
化
三
年

1806
四
三
七
三
御
獄
山
社

武
州

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

63
四
二
八
九
＋

四
三
七
六
出
雲
大
社

出
雲
国

大
破

大
目
付

○
再
勧
化
（
四
二

八
九
）

1

64
文
化
四
年

1807
四
三
八
四
日
御
崎
社

出
雲
国

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

65
文
化
五
年

1808
四
三
八
六
大
林
寺

三
州

普
請

寺
社
奉
行

国
役
普
請

4
66

四
三
八
七
六
所
大
明
神
社

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

67
四
三
八
八
伊
賀
八
幡
本
社

三
州

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

68
四
三
八
九
愛
宕
山
寺
社

京
焼
失

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

69
四
三
九
〇
愛
宕
権
現
本
社

京
大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

70
文
化
六
年

1809
四
三
九
九
深
川
霊
運
院

江
戸

再
建

寺
社
奉
行

勧
化
＋
手
当
金
百

両
被
下

2

71
四
四
〇
〇
富
士
浅
間
惣
社

駿
州

大
破

寺
社
奉
行

勧
化
＋
手
当
金
百

両
被
下

2

72
文
化
七
年

1810
四
四
〇
三
芝
金
地
院

江
戸

修
復

寺
社
奉
行

金
貳
百
両
被
下

＋
自
坊
ニ
て
手

入

3

73
四
四
〇
四
薬
師
寺

南
都

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

74
四
四
〇
五
富
士
本
宮
浅
間
惣

社
駿
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

75
文
化
八
年

1811
四
四
〇
七
熊
野
那
智
新
宮
社

紀
州

大
破

大
目
付

勧
化
＋
金
千
両
被

下
2

76
四
四
〇
九
芝
金
地
院

江
戸
芝

焼
失

寺
社
奉
行

御
手
当
銀
百
五
十
枚

被
下
＋
自
坊

5

77
四
四
一
三
八
幡
社

甲
府

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

78
四
四
一
五
五
社
大
明
神
社

遠
州
浜
松

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

79
四
四
一
六
大
鳥
五
社
大
明
神

社
和
泉
国

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国
・
地
域

修
理
形
態

申
請
先

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他

③
格
別
之
訳

⑷
作
業
方
修

理
＋
そ
の
他

⑸
そ
の
他

⑹
富
興
行

類
型

80
四
四
一
八
熊
野
那
智
新
宮

紀
州

大
破

大
目
付

勧
化
＋
金
千
両
被

下
2

81
四
四
一
九
八
幡
社

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

82
文
化
九
年

1812
四
四
二
一
多
田
院

摂
州

大
破

大
目
付

○
1

83
文
化
十
二
年
1815

四
四
二
六
伊
豆
権
現
社

伊
豆

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

84
文
化
十
三
年
1816

四
四
三
五
信
光
時
寺
・
妙
心

寺
・
大
林
寺

松
応
寺
・
満
性

寺
・
甲
山
寺
・
六

所
明
神

三
州

普
請

寺
社
奉
行

国
役
普
請

4

85
四
四
三
七
梅
宮
社

山
城
国

修
復

大
目
付

安
産
札
・
産
砂
配

→
初
穂
請

5

86
四
四
四
〇
六
所
大
明
神
社

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

87
文
化
十
五
年
1818

四
四
四
五
伊
賀
八
幡
寺
社

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

88
文
政
元
年

1818
四
四
四
七
箱
根
権
現
社

相
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

89
文
政
二
年

1819
四
四
四
八
青
松
寺

貝
塚

焼
失

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

90
＊
②

四
四
五
五
新
規
貸
付
之
儀
は
容
易
ニ
不
承
届
…
寺
社
政
策

＊
91

文
政
三
年

1820
四
四
五
七
金
剛
院

愛
宕

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

92
四
四
五
八
金
輪
寺

王
子

大
破

寺
社
奉
行

金
三
百
両
拝
借

被
仰

3

93
四
四
六
三
専
修
寺

三
州

吹
潰

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

94
文
政
四
年

1821
四
四
六
七
黄
檗
萬
福
寺

山
城
国

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

95
四
四
六
八
端
林
寺

江
戸
谷
中

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

96
文
政
五
年

1822
四
四
七
一
不
動
院

武
州
葛
飾
郡

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

97
四
四
七
二
熊
野
権
現
社

遠
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

98
文
政
六
年

1823
四
四
七
六
愛
宕
社

上
州
館
林

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

99
四
四
七
七
永
徳
寺

上
州

焼
失

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

100
四
四
七
九
平
岡
大
明
神
社

河
内
国

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

101
四
四
六
七
→

四
四
八
〇
萬
福
寺

山
城
国

修
復

大
目
付

○
再
勧
化

寺
社
奉
行
連
印
之

勧
化
状
持
参

1

102
文
政
七
年

1824
四
四
八
一
称
名
寺

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

103
四
四
八
二
神
徳
寺

上
野
国

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1
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番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国
・
地
域

修
理
形
態

申
請
先

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他

③
格
別
之
訳

⑷
作
業
方
修

理
＋
そ
の
他

⑸
そ
の
他

⑹
富
興
行

類
型

56
四
三
六
二
信
光
明
寺
・
妙
心

寺
・
大
林
寺

三
州

普
請

寺
社
奉
行

国
役
普
請

4

57
四
三
六
三
住
吉
神
社

摂
州

焼
失

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

58
四
三
六
五
八
幡
社

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

59
文
化
二
年

1805
四
三
六
六
大
樹
寺
・
大
林

寺
・
甲
山
寺

妙
心
寺
・
信
光
時

寺
・
伊
賀
八
幡

三
州

普
請

寺
社
奉
行

国
役
普
請

4

60
四
三
七
〇
四
天
王
寺

摂
州

焼
失

寺
社
奉
行

勧
化
＋
金
千
両
御

寄
付
被
下

2

61
四
三
七
一
四
天
王
寺

摂
州

焼
失

大
目
付

勧
化
＋
金
貳
千
両

被
下

2

62
文
化
三
年

1806
四
三
七
三
御
獄
山
社

武
州

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

63
四
二
八
九
＋

四
三
七
六
出
雲
大
社

出
雲
国

大
破

大
目
付

○
再
勧
化
（
四
二

八
九
）

1

64
文
化
四
年

1807
四
三
八
四
日
御
崎
社

出
雲
国

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

65
文
化
五
年

1808
四
三
八
六
大
林
寺

三
州

普
請

寺
社
奉
行

国
役
普
請

4
66

四
三
八
七
六
所
大
明
神
社

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

67
四
三
八
八
伊
賀
八
幡
本
社

三
州

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

68
四
三
八
九
愛
宕
山
寺
社

京
焼
失

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

69
四
三
九
〇
愛
宕
権
現
本
社

京
大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

70
文
化
六
年

1809
四
三
九
九
深
川
霊
運
院

江
戸

再
建

寺
社
奉
行

勧
化
＋
手
当
金
百

両
被
下

2

71
四
四
〇
〇
富
士
浅
間
惣
社

駿
州

大
破

寺
社
奉
行

勧
化
＋
手
当
金
百

両
被
下

2

72
文
化
七
年

1810
四
四
〇
三
芝
金
地
院

江
戸

修
復

寺
社
奉
行

金
貳
百
両
被
下

＋
自
坊
ニ
て
手

入

3

73
四
四
〇
四
薬
師
寺

南
都

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

74
四
四
〇
五
富
士
本
宮
浅
間
惣

社
駿
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

75
文
化
八
年

1811
四
四
〇
七
熊
野
那
智
新
宮
社

紀
州

大
破

大
目
付

勧
化
＋
金
千
両
被

下
2

76
四
四
〇
九
芝
金
地
院

江
戸
芝

焼
失

寺
社
奉
行

御
手
当
銀
百
五
十
枚

被
下
＋
自
坊

5

77
四
四
一
三
八
幡
社

甲
府

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

78
四
四
一
五
五
社
大
明
神
社

遠
州
浜
松

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

79
四
四
一
六
大
鳥
五
社
大
明
神

社
和
泉
国

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国
・
地
域

修
理
形
態

申
請
先

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他

③
格
別
之
訳

⑷
作
業
方
修

理
＋
そ
の
他

⑸
そ
の
他

⑹
富
興
行

類
型

80
四
四
一
八
熊
野
那
智
新
宮

紀
州

大
破

大
目
付

勧
化
＋
金
千
両
被

下
2

81
四
四
一
九
八
幡
社

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

82
文
化
九
年

1812
四
四
二
一
多
田
院

摂
州

大
破

大
目
付

○
1

83
文
化
十
二
年
1815

四
四
二
六
伊
豆
権
現
社

伊
豆

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

84
文
化
十
三
年
1816

四
四
三
五
信
光
時
寺
・
妙
心

寺
・
大
林
寺

松
応
寺
・
満
性

寺
・
甲
山
寺
・
六

所
明
神

三
州

普
請

寺
社
奉
行

国
役
普
請

4

85
四
四
三
七
梅
宮
社

山
城
国

修
復

大
目
付

安
産
札
・
産
砂
配

→
初
穂
請

5

86
四
四
四
〇
六
所
大
明
神
社

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

87
文
化
十
五
年
1818

四
四
四
五
伊
賀
八
幡
寺
社

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

88
文
政
元
年

1818
四
四
四
七
箱
根
権
現
社

相
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

89
文
政
二
年

1819
四
四
四
八
青
松
寺

貝
塚

焼
失

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

90
＊
②

四
四
五
五
新
規
貸
付
之
儀
は
容
易
ニ
不
承
届
…
寺
社
政
策

＊
91

文
政
三
年

1820
四
四
五
七
金
剛
院

愛
宕

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

92
四
四
五
八
金
輪
寺

王
子

大
破

寺
社
奉
行

金
三
百
両
拝
借

被
仰

3

93
四
四
六
三
専
修
寺

三
州

吹
潰

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

94
文
政
四
年

1821
四
四
六
七
黄
檗
萬
福
寺

山
城
国

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

95
四
四
六
八
端
林
寺

江
戸
谷
中

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

96
文
政
五
年

1822
四
四
七
一
不
動
院

武
州
葛
飾
郡

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

97
四
四
七
二
熊
野
権
現
社

遠
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

98
文
政
六
年

1823
四
四
七
六
愛
宕
社

上
州
館
林

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

99
四
四
七
七
永
徳
寺

上
州

焼
失

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

100
四
四
七
九
平
岡
大
明
神
社

河
内
国

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

101
四
四
六
七
→

四
四
八
〇
萬
福
寺

山
城
国

修
復

大
目
付

○
再
勧
化

寺
社
奉
行
連
印
之

勧
化
状
持
参

1

102
文
政
七
年

1824
四
四
八
一
称
名
寺

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

103
四
四
八
二
神
徳
寺

上
野
国

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1
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番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国
・
地
域

修
理
形
態

申
請
先

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他

③
格
別
之
訳

⑷
作
業
方
修

理
＋
そ
の
他

⑸
そ
の
他

⑹
富
興
行

類
型

104
四
四
八
四
東
本
願
寺

京
焼
失

寺
社
奉
行

飛
州
御
材
材
木
被
下

貳
千
三
百
二
十
五
本

5

105
文
政
八
年

1825
四
四
八
五
徳
川
満
徳
寺

上
州

修
復

寺
社
奉
行

銀
三
十
枚
被
下
四
四

八
六

5

106
四
四
八
七
天
現
寺

江
戸
麻
布

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

107
文
政
九
年

1826
四
四
八
九
大
信
寺

上
州
高
崎

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

108
四
四
九
一
大
念
仏
寺

摂
州
平
野

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

109
四
四
九
二
観
音
寺

武
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

110
文
政
十
年

1827
四
四
九
五
大
恩
寺

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

111
四
四
九
八
多
田
院

摂
州

大
破

大
目
付

○
1

112
四
四
九
九
山
中
法
蔵
寺

三
州

造
立

寺
社
奉
行

銀
百
枚
被
下
＋

自
坊

3

113
文
政
十
一
年
1828

四
五
〇
〇
鶴
岡
八
幡
社

焼
失

寺
社
奉
行

四
五
〇
四

銀
百
枚
被
下
＋

修
復
之
木

被
下

3

114
四
五
〇
一
成
菩
提
院

江
州
相
原

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

115
四
五
〇
二
大
沼
山
稲
荷
本
社

羽
州

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

116
文
政
十
二
年
1829

四
五
〇
五
清
瀧
寺

遠
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

117
四
五
〇
六
愛
宕
山
本
社

京
大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

118
四
五
〇
七
羅
漢
字

本
所

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

119
四
五
〇
八
二
之
宮
大
明
神
社

甲
州

大
破

（
大
目
付
）

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

120
四
五
〇
九
高
野
聖
方
大
徳
院

高
野

大
破

大
目
付

勧
化
＋
御
手
当
銀

百
五
拾
枚
被
下

2

121
文
政
十
三
年
1830

四
五
一
一
幸
龍
寺

江
戸
浅
草

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

122
天
保
二
年

1831
四
五
二
三
瑞
輪
寺

江
戸
谷
中

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

123
四
五
二
四
幡
隨
院

江
戸
浅
草

類
焼

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

124
天
保
三
年

1832
四
五
二
五
御
嶽
山
両
大
権
現

社
甲
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

125
四
五
二
八
理
性
院

正
法
寺
本
堂

城
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

126
四
五
二
九
意
富
日
皇
大
神
宮

下
総
国
船
橋

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

127
四
五
三
〇
永
久
寺

和
州

再
建

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

128
四
五
三
二
六
孫
王
社

京
大
破

大
目
付

勧
化
＋
御
金
被
下

2

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国
・
地
域

修
理
形
態

申
請
先

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他

③
格
別
之
訳

⑷
作
業
方
修

理
＋
そ
の
他

⑸
そ
の
他

⑹
富
興
行

類
型

129
天
保
四
年

1833
四
五
三
五
亮
朝
院

江
戸
牛
込
高
田
大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

130
四
五
四
一
浄
妙
寺

三
州

大
破

寺
社
奉
行

（
大
目
付
）

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

131
四
五
四
六
意
富
日
皇
大
神
宮

下
総
国

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

132
四
五
四
八
鳳
来
寺

三
州

修
復

寺
社
奉
行

作
事
方
修
復

＋
御
手
当
三

百
両
被
下

4

133
四
五
四
九
大
樹
寺

三
州

修
復

寺
社
奉
行

御
手
当
百
五
拾
両
被

下
＋
自
分
ニ
て

5

134
四
五
五
一
八
幡
社

武
州
中
野

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

135
天
保
五
年

1834
四
五
五
四
黄
檗
派
海
福
寺

江
戸
深
川

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

136
四
五
五
五
久
遠
寺

甲
州
身
延

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

137
四
五
五
七
慶
光
院

伊
勢

類
焼

寺
社
奉
行

白
銀
百
五
拾
枚

被
下

3

138
天
保
六
年

1835
四
五
七
一
黄
檗
派
瑞
聖
寺

江
戸
白
金

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

139
四
五
七
二
建
穂
寺

駿
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

140
四
五
七
三
光
明
寺

遠
州
二
俣

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

141
四
五
七
五
感
応
寺

江
戸
雑
司
ヶ
谷
取
建

寺
社
奉
行

勧
化
＋
手
限
ニ

て
取
建

3

142
四
五
七
六
本
門
寺

江
戸
池
上

取
立

大
目
付

○
1

143
四
五
八
〇
傳
通
院

江
戸
小
石
川

大
破

寺
社
奉
行

金
貳
千
両
被
下

＋
自
坊
ニ
て
修

復

3

144
天
保
七
年

1836
四
五
八
一
久
遠
寺

甲
州
身
延

再
建
修

復
大
目
付

○
四
五
五
五
再
勧

化寺
社
奉
行
連
印
之

勧
化
状
持
参

1

145
四
五
八
二
感
応
寺

江
戸
雑
司
ヶ
谷
取
立

大
目
付

○
四
五
七
五
続
き

寺
社
奉
行
連
印
之

勧
化
状
持
参

1

146
四
五
八
四
大
慈
寺

江
戸
大
塚

再
建
下
総
香

取
へ
同

断

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

147
＊天
保
八
年

1837
四
五
九
六
出
雲
大
社
之
黄
金
三
枚
・
豊
前
宇
佐
へ
常
陸
鹿
島
へ

寺
社
奉
行

五
穀
成
就
世
上
安
全

之
御
祈
禱

5

148
合
計

15
10

0
3

0
2

0
149

143
103

12
6

6
16

0
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番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国
・
地
域

修
理
形
態

申
請
先

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他

③
格
別
之
訳

⑷
作
業
方
修

理
＋
そ
の
他

⑸
そ
の
他

⑹
富
興
行

類
型

104
四
四
八
四
東
本
願
寺

京
焼
失

寺
社
奉
行

飛
州
御
材
材
木
被
下

貳
千
三
百
二
十
五
本

5

105
文
政
八
年

1825
四
四
八
五
徳
川
満
徳
寺

上
州

修
復

寺
社
奉
行

銀
三
十
枚
被
下
四
四

八
六

5

106
四
四
八
七
天
現
寺

江
戸
麻
布

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

107
文
政
九
年

1826
四
四
八
九
大
信
寺

上
州
高
崎

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

108
四
四
九
一
大
念
仏
寺

摂
州
平
野

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

109
四
四
九
二
観
音
寺

武
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

110
文
政
十
年

1827
四
四
九
五
大
恩
寺

三
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

111
四
四
九
八
多
田
院

摂
州

大
破

大
目
付

○
1

112
四
四
九
九
山
中
法
蔵
寺

三
州

造
立

寺
社
奉
行

銀
百
枚
被
下
＋

自
坊

3

113
文
政
十
一
年
1828

四
五
〇
〇
鶴
岡
八
幡
社

焼
失

寺
社
奉
行

四
五
〇
四

銀
百
枚
被
下
＋

修
復
之
木

被
下

3

114
四
五
〇
一
成
菩
提
院

江
州
相
原

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

115
四
五
〇
二
大
沼
山
稲
荷
本
社

羽
州

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

116
文
政
十
二
年
1829

四
五
〇
五
清
瀧
寺

遠
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

117
四
五
〇
六
愛
宕
山
本
社

京
大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

118
四
五
〇
七
羅
漢
字

本
所

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

119
四
五
〇
八
二
之
宮
大
明
神
社

甲
州

大
破

（
大
目
付
）

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

120
四
五
〇
九
高
野
聖
方
大
徳
院

高
野

大
破

大
目
付

勧
化
＋
御
手
当
銀

百
五
拾
枚
被
下

2

121
文
政
十
三
年
1830

四
五
一
一
幸
龍
寺

江
戸
浅
草

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

122
天
保
二
年

1831
四
五
二
三
瑞
輪
寺

江
戸
谷
中

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

123
四
五
二
四
幡
隨
院

江
戸
浅
草

類
焼

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

124
天
保
三
年

1832
四
五
二
五
御
嶽
山
両
大
権
現

社
甲
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

125
四
五
二
八
理
性
院

正
法
寺
本
堂

城
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

126
四
五
二
九
意
富
日
皇
大
神
宮

下
総
国
船
橋

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

127
四
五
三
〇
永
久
寺

和
州

再
建

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

128
四
五
三
二
六
孫
王
社

京
大
破

大
目
付

勧
化
＋
御
金
被
下

2

番
号

⑴
申
請
年

資
料
番
号

寺
社
名

国
・
地
域

修
理
形
態

申
請
先

①
勧
化

②
勧
化
＋
そ
の
他

③
格
別
之
訳

⑷
作
業
方
修

理
＋
そ
の
他

⑸
そ
の
他

⑹
富
興
行

類
型

129
天
保
四
年

1833
四
五
三
五
亮
朝
院

江
戸
牛
込
高
田
大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

130
四
五
四
一
浄
妙
寺

三
州

大
破

寺
社
奉
行

（
大
目
付
）

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

131
四
五
四
六
意
富
日
皇
大
神
宮

下
総
国

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

132
四
五
四
八
鳳
来
寺

三
州

修
復

寺
社
奉
行

作
事
方
修
復

＋
御
手
当
三

百
両
被
下

4

133
四
五
四
九
大
樹
寺

三
州

修
復

寺
社
奉
行

御
手
当
百
五
拾
両
被

下
＋
自
分
ニ
て

5

134
四
五
五
一
八
幡
社

武
州
中
野

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

135
天
保
五
年

1834
四
五
五
四
黄
檗
派
海
福
寺

江
戸
深
川

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

136
四
五
五
五
久
遠
寺

甲
州
身
延

修
復

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

137
四
五
五
七
慶
光
院

伊
勢

類
焼

寺
社
奉
行

白
銀
百
五
拾
枚

被
下

3

138
天
保
六
年

1835
四
五
七
一
黄
檗
派
瑞
聖
寺

江
戸
白
金

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

139
四
五
七
二
建
穂
寺

駿
州

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

140
四
五
七
三
光
明
寺

遠
州
二
俣

大
破

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

141
四
五
七
五
感
応
寺

江
戸
雑
司
ヶ
谷
取
建

寺
社
奉
行

勧
化
＋
手
限
ニ

て
取
建

3

142
四
五
七
六
本
門
寺

江
戸
池
上

取
立

大
目
付

○
1

143
四
五
八
〇
傳
通
院

江
戸
小
石
川

大
破

寺
社
奉
行

金
貳
千
両
被
下

＋
自
坊
ニ
て
修

復

3

144
天
保
七
年

1836
四
五
八
一
久
遠
寺

甲
州
身
延

再
建
修

復
大
目
付

○
四
五
五
五
再
勧

化寺
社
奉
行
連
印
之

勧
化
状
持
参

1

145
四
五
八
二
感
応
寺

江
戸
雑
司
ヶ
谷
取
立

大
目
付

○
四
五
七
五
続
き

寺
社
奉
行
連
印
之

勧
化
状
持
参

1

146
四
五
八
四
大
慈
寺

江
戸
大
塚

再
建
下
総
香

取
へ
同

断

大
目
付

○
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参

1

147
＊天
保
八
年

1837
四
五
九
六
出
雲
大
社
之
黄
金
三
枚
・
豊
前
宇
佐
へ
常
陸
鹿
島
へ

寺
社
奉
行

五
穀
成
就
世
上
安
全

之
御
祈
禱

5

148
合
計

15
10

0
3

0
2

0
149

143
103

12
6

6
16

0
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図表-6 崩壊期の民営富興行一覧表

発行年 寺社名 国
地方 札高 銭高

第
四
期
（
65
件
）

1 寛政元年 1789 （興福寺）
大乗院門跡

南都（大和） 一万五千枚 銀拾貫六拾貳匁（金百六
拾七両）

2 文政八年（1825）～十年（1827）
3 湯島天神 江戸 四千枚
4 谷中感応寺 〃 三千枚
5 目黒不動 〃 四千枚
6 本所回向院 〃 五千枚
7 平川天神 〃 四千枚
8 浅草念仏堂 〃 七千枚
9 新川大神宮 〃 三千枚
10 蔵前八幡 〃 九千枚
11 茅場町天神 〃 一万五百枚
12 三嵜芝神明 〃 七千枚
13 永川杉森 七千五百枚
14 文政八～十年
1825～27

穴八幡浅州大神宮 江戸 六千枚

15 江ノ嶌蔵前八幡 〃 九千五百枚
16 深川閻

エン

魔
マ

堂 〃 八千枚
17 木下川浅草大神宮 〃 六千枚
18 御獄山閻魔堂 〃 九千枚
19 本銀町白旗稲荷 〃 一万五千枚
20 福徳稲荷 〃 一万五千枚
21 芝神明社 〃 七千枚
22 杉ノ森 〃
23 茅場町薬師 〃 一万五千枚
24 蔵前閻魔堂 〃 一万貳千枚
25 湯嶋大富 〃 一万
文政年間（1818～1829）

26 文政四年 1821 仁和寺 京 千五百枚 三百七拾五両
27 八幡宮 豊前（大分県） 五千枚 銀三拾貫目（金五百両）
28 安井宮（金比羅宮） 京 一万五千枚
29 大原極楽院 京
30 九年 1826 圓照寺 大和 二万四千枚
31 村雲御所（瑞龍寺） 京
32 安楽御殿 京
33 南宮山 美濃
34 十年 1827 平野社（平野神社） 京
35 梅之宮神社 京
36 林丘寺（音羽御所） 京 貳万枚
37 妙法院 京 一万八千枚
38 北蔵実相院門跡（右座

御殿）
京 三万枚

39 愛宕山長府坊 京 二万八千枚
40 十一年 1828 生玉明神 摂津 壹万五千九百九十六枚 銀六拾三貫九百八十四匁

（千六拾六両）
41 座摩宮 摂津 三万枚
42 十二年 1829 大乗院門跡（興福寺） 大和（奈良） 三万枚
43 宝鐘寺（百

ド

々
ド

御所） 京 三万枚
44 十三年 1830 鎌倉英勝寺 相州 三万枚
45 紀州熊野三山
文政九年 1826 熊野三山（新宮・本

宮・那智）
紀州 拾八万枚 銀千八拾貫目（金壹万六

千八百七十五両）
天保二年 1831 熊野三山 紀州 十二万枚
三年 1832 熊野三山 紀州 十二万枚
八年 1837 熊野三山 紀州 八万六千四百枚

天保年間
46 天保二年 1831 多賀大社 近江 三万枚



権
力
基
盤
を
強
靭
化
す
る
役
割
を
果
た
し
、
二
百
六
十
年
余
の
長
期
政
権
を

育
む
結
果
と
な
る
。

と
り
わ
け
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
に
対
す
る
寺
社
の
旦
那
寺
請
制
は
キ
リ
シ

タ
ン
逮
捕
の
行
政
機
構
と
し
て
機
能
を
果
す
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
徳
川
幕

府
は
本
末
寺
の
旦
那
の
寺
請
制
に
よ
っ
て
国
民
の
一
人
一
人
を
宗
教
人
と
し

て
改
め
を
行
い
、
国
民
国
家
と
し
て
の
機
能
を
果
す
。

徳
川
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
に
対
し
て
神
仏
習
合
制
と
政
教
一
致
体
制

を
確
立
し
、
民
族
宗
教
と
武
力
（
士
族
）
と
の
結
合
に
よ
る
強
靭
な
国
防
国

家
を
発
展
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
徳
川
幕
府
は
こ
う
し
た
寺
社
と
の
共
同
政
策
を
推
進
す
る
た
め
に

も
寺
社
の
安
定
と
健
全
経
営
を
続
け
る
た
め
に
修
理
資
本
調
達
方
法
に
力
を

注
ぎ
、
⑴
勧
化
、
⑵
勧
化
＋
そ
の
他
、
⑶
格
別
之
訳
、
⑷
普
請
作
業
＋
そ
の

他
、
⑸
そ
の
他
、
⑹
富
興
行
等
を
国
家
と
し
て
立
案
し
、
実
施
し
て
推
進
し

た
。⑵

国
免
に
よ
る
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
の
類
型
と
特
徴
に
つ
い
て
三
期

に
分
け
、
㈠
確
立
期
、
㈡
過
渡
期
前
半
と
後
半
、
㈢
崩
壊
期
毎
に
資
本
類
型

と
そ
の
特
質
を
分
析
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
期
を
総
合
す
る
比
較
分
析

は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
く
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
総
合
的
総
括

は
58
頁
の
図
表
-Ａ
に
要
約
さ
れ
る
。

こ
の
図
表
-Ａ
か
ら
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
は
⑴
全
体
の
四
三
九
件
の
う
ち
、

最
大
の
件
数
は
過
渡
期
後
半
で
の
一
九
四
件
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
体
の
四

四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
こ
の
最
大
の
件
数
は
田
沼
意
次
の
商
法
改
革
に
よ

る
株
仲
間
、
問
屋
に
よ
る
商
品
流
通
革
命
（
カ
ル
テ
ル
協
定
）
に
伴
う
経
済

発
展
を
押
し
進
め
、
経
済
秩
序
の
統
制
と
富
商
・
豪
商
層
を
広
汎
に
生
み
出

す
こ
と
に
由
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
水
野
忠
邦
は
逆
に
田
沼
意
次
の
商
法
改
革
の
株
仲
間
、
問
屋
を
崩

壊
し
、
自
由
主
義
経
済
を
展
開
さ
せ
、
さ
ら
に
江
戸
廻
り
商
品
の
移
出
で
天

下
の
台
所
で
あ
る
大
阪
の
経
済
を
崩
壊
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
経
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発行年 寺社名 国
地方 札高 銭高

47 大仏養源院 京 三万六千枚
48 一身田専修寺門跡 伊勢 三万枚
49 芝増上寺 江戸 十万枚
50 譽田八幡宮 河内 一万八千枚
51 高雄山神護寺 京 三万枚
52 天保三年 1832 奈良薬師寺 南都 三万枚
53 妙法院宮家、常住金剛

院
京 三万六千枚

54 仁和寺（御室御所） 京 一万七千枚（大阪）
55 天保五年（1834） 仁和寺 京 二万二千枚（京都）
56 天保四年（1833） 妙法院 京 三万六千枚
57 四天王寺 摂州 二万四千枚
58 真如堂 京 三万六千八百枚
59 輪王寺ノ宮（一条河原

御殿）
京 三万六千枚

60 山科毘沙門堂（山科御
殿）

京 五万枚

惣持院（薄雲御所） 京
61 天保五年 1834 熱田神宮 尾州 四万枚
62 本光院（蔵人御所） 京 三万六千枚
63 熱田神宮 尾州 九万六千枚
64 一ノ宮 尾州 三万六千枚
65 東寺 京 三万枚
天保十二年 1841 隨心院門跡（小野御

殿）
京

（倉本修武⽛江戸時代大流行の富突興行と熊野三山の富興行⽜より作成）



済
の
崩
壊
は
合
計
百
四
十
三
件
の
資
本
調
達
件
数
で
全
体
の
三
三
パ
ー
セ
ン

ト
に
し
か
過
ぎ
な
い
悲
惨
な
状
態
を
も
た
ら
す
の
で
あ
っ
た
。

次
頁
の
図
表
-Ｂ
は
寺
社
修
理
資
金
調
達
方
法
の
形
態
別
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

図
表
-Ｂ
に
依
れ
ば
、
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
の
類
型
毎
に
分
析
す
る

と
、
①
の
勧
化
は
二
百
六
〇
件
で
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
⑤
の
⽛
そ
の
他
⽜
が

七
八
件
で
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
②
⽛
勧
化
＋
そ
の
他
⽜
の
三
十
二
件
、
八
パ
ー

セ
ン
ト
、
④
の
作
業
請
負
＋
そ
の
他
の
十
二
件
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
⑥
の
富

興
行
の
九
件
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
①
勧
化
と
②
勧
化
＋
そ
の
他
を
合

計
す
れ
ば
二
百
九
十
二
件
と
な
り
、
全
体
の
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
は
勧
化
に
よ
る
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト

弱
の
高
い
割
合
と
な
る
。
勧
化
の
割
合
が
急
速
に
高
く
な
る
の
は
寺
社
修
理

資
本
調
達
を
大
衆
基
盤
に
求
め
、
寺
社
の
大
衆
支
持
に
よ
っ
て
寺
社
修
理
を

果
そ
う
と
す
る
狙
い
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
免
勧
化
は
徳
川
幕
府
が
政
教
一

致
体
制
、
さ
ら
に
神
仏
習
合
の
封
建
体
制
を
背
景
に
展
開
さ
れ
、
あ
る
程
度

の
大
衆
、
及
び
国
民
の
信
仰
支
持
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と

結
論
づ
け
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
勧
化
へ
の
一
極
集
中
的
展
開
は
徳
川
幕
府
の
全
時
代
に
見

ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
次
頁
の
図
表
-Ｃ
に
於
い
て
も
見
ら
れ
る
。

図
表
-Ｃ
に
よ
っ
て
窺
え
る
よ
う
に
、
第
一
点
は
勧
化
の
件
数
が
万
治
二

年
（
一
六
五
九
）
を
起
点
に
し
て
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
年
ま
で
上

昇
傾
向
を
続
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
①
に
続
く
⑤
の
資
本
調
達
曲
線
は
過
渡

期
後
半
（
宝
暦
九
年
～
天
明
七
年
）
迄
に
わ
ず
か
な
上
昇
後
、
減
少
し
始
め

る
。
こ
う
し
た
①
の
勧
化
と
②
③
④
⑤
⑥
と
は
二
重
構
造
を
表
わ
す
。
す
な

わ
ち
、
①
の
勧
化
は
高
い
上
昇
傾
向
を
続
け
、
他
方
の
②
③
④
⑤
⑥
は
低
位

の
曲
線
を
描
く
二
重
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

㈡
展
望
─
明
治
維
新
の
王
政
復
古
体
制

徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策
は
徳
川
幕
府
の
純
粋
封
建
制
を
強
靭
化
す
る
役
割
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図表-A 寺社修理資金調達方法の形態別類型

⑴勧化 ⑵勧化＋
その他 ⑶格別之訳 ⑷作業方

＋その他 ⑸その他 ⑹富興行 合計 割合
(パーセント)

確立期 1
84 年間
万治二年(1659)～
寛保三年(1743)

15 3 ─ ─ 4 4 26 6

過渡期
前半 2

16 年間
寛保三年(1743)～
宝暦九年(1759)

50 2 1 1 16 1 71 16

後半 3
(28 年間)
宝暦九年(1759)～
天明七年(1787)

92 15 36 5 42 4 194 44

崩壊期 4
(48 年間)
天明八年(1788)～
天保七年(1836)

103 12 6 6 16 0 143 33

1659～1836
合計 万治二年～
天保七年(計 177 年間)

260 32 43 12 78 9 (434)
439 100

(※横と縦の合計に－5の誤差があるので注意)
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図表-B 寺社修理資本調達方法の形態別グラフ

図表-C 各時期における寺社修理資金調達方法の変遷



を
果
た
し
、
二
百
六
十
年
余
の
長
期
政
権
を
続
け
る
機
能
を
果
た
す
。
と
り

わ
け
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
は
徳
川
封
建
制
の
軍
事
力
（
武
威
）
と
伝
統
的
民

族
宗
教
＝
寺
社
の
信
仰
と
を
結
合
さ
せ
る
役
割
を
果
し
、
対
外
的
な
鎖
国
制

と
対
内
的
な
将
軍
支
配
体
制
を
確
立
さ
せ
る
の
に
大
き
く
作
用
す
る
。

し
か
し
、
寺
社
修
理
資
本
調
達
方
法
は
国
免
勧
化
の
大
衆
基
盤
に
支
え
ら

れ
て
寄
進
或
い
は
奉
加
帳
に
よ
る
寄
付
・
鳥
目
の
集
収
に
依
存
す
る
の
で
あ

る
。
だ
が
、
純
粋
封
建
制
は
一
町
歩
の
小
農
の
衰
退
、
他
方
二
町
歩
以
上
の

豪
農
、
富
農
層
の
出
現
に
よ
っ
て
零
細
農
の
農
地
の
質
入
れ
、
永
代
売
買
、

或
い
は
分
益
制
の
導
入
に
伴
う
地
主
＝
小
作
制
の
発
展
に
よ
っ
て
崩
壊
し
始

め
る
。
他
方
、
商
工
業
で
は
在
（
農
村
）
で
の
綿
花
の
二
毛
作
に
よ
っ
て
原

綿
を
加
工
す
る
木
綿
工
業
の
発
達
を
見
る
が
、
さ
ら
に
綿
実
、
菜
種
を
原
料

と
す
る
絞
油
に
お
い
て
水
車
加
工
に
よ
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
発
達
を

農
村
工
業
と
し
て
畿
内
、
兵
庫
に
広
範
に
展
開
す
る
。
こ
れ
ら
農
村
工
業
は

都
市
の
問
屋
制
家
内
工
業
と
競
争
し
な
が
ら
国
民
的
産
業
と
し
て
発
達
し
、

都
市
の
株
仲
間
、
問
屋
制
と
の
対
立
を
深
め
、
自
生
的
産
業
資
本
と
し
て
の

発
達
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
。

純
粋
封
建
制
か
ら
絶
対
王
政
へ
の
移
行
は
商
工
業
に
お
い
て
問
屋
制
家
内

工
業
と
農
村
工
業
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
と
の
対
立
を
背
景
に
進
展
す
る
。

こ
う
し
た
、
小
農
制
か
ら
地
主
制
へ
の
発
達
、
他
方
問
屋
制
家
内
工
業
か

ら
農
村
工
業
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
へ
の
展
開
は
純
粋
封
建
制
の
崩
壊
へ

導
く
が
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
水
野
忠
邦
の
株
仲
間
、
問
屋
制
の
廃
止

に
よ
る
商
法
改
革
で
あ
る
。

崩
壊
期
に
お
け
る
前
期
的
資
本
と
産
業
資
本
の
対
立
は
経
済
史
、
或
い
は

経
営
史
の
分
野
で
欧
米
に
見
ら
れ
る
研
究
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
に

お
い
て
研
究
の
少
な
い
分
野
と
し
て
学
界
で
の
鬼
門
と
な
っ
て
い
る
。
日
本

資
本
主
義
論
争
は
労
農
派
と
講
座
派
の
対
立
を
深
め
、
独
自
な
学
派
と
し
て

宇
野
学
派
と
山
田
学
派
の
対
立
を
昭
和
四
十
年
代
迄
深
刻
化
し
た
が
、
今
日

そ
の
形
跡
を
残
さ
な
い
ほ
ど
に
無
惨
な
状
況
と
な
っ
て
消
滅
し
つ
つ
あ
る
。

水
野
忠
邦
の
株
仲
間
、
問
屋
制
の
廃
止
令
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
徳
川
幕

府
の
崩
壊
へ
の
導
火
線
と
な
っ
た
。
そ
の
爆
発
は
外
交
面
に
お
け
る
尊
王
攘

夷
と
な
り
、
内
政
面
に
お
け
る
開
国
論
と
し
て
幕
末
に
破
裂
す
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
も
続
く
中
に
お
い
て
、
安
政
期
に
入
る
と
、
開
国
派
の

井
伊
直
弼
と
尊
王
攘
夷
派
の
水
戸
斉
昭
と
が
対
立
を
深
め
る
。
特
に
、
水
戸

斉
昭
は
、
徳
川
幕
府
の
神
仏
習
合
体
制
に
替
え
て
神
道
に
よ
る
政
教
一
致
体

制
を
主
張
し
、
天
皇
絶
対
王
政
論
を
次
の
よ
う
に
唱
え
る
。

⽛
邪
宗
門
御
制
禁
天
下
一
統
之
宗
門
之
御
改
嚴
重
而
ニ
年
々
諸
國
よ
り
書
上
ニ

罷
成
候
故
内
心
に
佛
法
を
好
み
不
申
者
に
て
も
八
宗
之
内
江
組
入
日
本
國
中
一

人
と
し
て
佛
法
に
歸
依
不
致
も
の
は
無
之
事
ニ
相
成
居
候
處
寛
永
之
砌
者
邪
宗

門
御
制
禁
之
處
を
專
ら
ニ
被
遊
候
故
何
宗
ニ
而
も
切
支
丹
ニ
さ
へ
無
之
候
得
者

ま
さ
り
候
者
と
御
見
通
し
に
て
左
樣
之
御
定
に
相
成
候
儀
と
相
見
候
處
前
ニ
申

上
候
通
佛
法
も
異
國
よ
り
来
候
邪
教
ニ
御
座
候
得
者
北
狄
之
本
尊
を
天
竺
之
本

尊
ニ
引
競
候
此
間
恐

有

語

と
申
迄
ニ
御
座
候
此
先
き
不
心
得
之
者
出
来
天
竺
之
本
尊
を

信
仰
い
た
し
候
上
ハ
北
狄
之
本
尊
を
信
仰
い
た
し
候
も
多
の
相
違
ハ
有
之
間
敷

と
申
樣
相
成
候
も
難
計
御
座
候
兎
角
人
ハ
珍
敷
奇
妙
不
思
議
有
之
方
江
者
歸
依

い
た
し
候
も
の
ニ
御
座
候
右
樣
蘭
學
者
も
御
制
禁
被
遊
邪
宗
之
萌
御
防
被
遊
候

ハ
ヽ
宗
門
改
之
儀
も
以
来
御
止
被
遊
さ
る
か
わ
り
國
々
之
神
主
祠
官
共
へ
氏
子

改
を
命
せ
ら
れ
候
ハ
ヽ
日
本
國
中
不
殘
神
社
之
氏
子
と
相
成
異
國
之
本
尊
を
信

仰
致
候
患
は
相
止
可
申
候
一
躰
外
國
之
教
は
佛
法
ニ
而
も
邪
教
に
て
も
其
道
一

筋
ニ
相
立
居
り
愚
民
共
も
呑
込
易
候
故
次
第
々
々
に
盛
ニ
相
成
候
神
國
之
儀
者

第
一
ニ
神
道
ニ
而
教
を
立
不
申
候
而
者
不
相
成
筈
之
處
神
道
も
衰
へ
神
儒
佛
混

雜
い
た
し
愚
民
共
目
当
無
之
候
故
邪
教
ニ
も
欺
れ
易
き
勢
ニ
御
座
候
神
道
盛
ニ

相
成
愚
民
迄
も
一
筋
ニ
難
有
と
呑
込
候
得
者
本
よ
り
本
朝
之
人
故
彼
邪
宗
門
之

も
の
磔
ニ
相
成
候
而
も
法
を
ま
け
不
申
樣
相
成
候
道
理
ニ
御
座
候
仍
而
神
道
之

道
を
本
ニ
教
化
を
押
弘
め
候
儀
肝
要
と
奉
存
候
神
國
は
四
面
皆
海
ニ
候
得
者
海

船
の
製
造
心
を
用
へ
き
事
ニ
御
座
候
⽜
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（⽛
徳
川
禁
令
考
⽜
第
一
帙
、
305
～
306
頁
)

天
保
九
年
（
一
八
三
八
年
）
に
水
戸
斉
昭
は
右
の
⽛
水
戸
家
戯
言
⽜
を
幕

府
へ
提
出
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
厳
格
な
取
締
り
を
内
政
の
要
と
し
て
位

置
づ
け
、
外
政
で
の
ロ
シ
ア
の
蝦
夷
地
侵
出
を
防
ぐ
た
め
に
、
水
戸
家
に
蝦

夷
地
の
開
拓
を
命
ず
る
こ
と
を
将
軍
に
要
請
す
る
。
内
外
の
日
本
へ
迫
る
内

外
患
の
先
兆
は
斉
昭
の
危
機
感
を
深
刻
化
す
る
。
引
用
し
た
所
は
全
体
の
中

の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
が
、
引
用
文
で
は
神
国
の
日
本
は
大
船
で
防
備
を
固

め
る
国
防
国
家
の
建
設
に
力
を
注
ぎ
、
天
皇
親
政
＝
天
皇
絶
対
王
政
を
成
立

さ
せ
る
べ
き
と
未
来
（
明
治
時
代
）
へ
の
予
兆
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
次
に

キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
を
寺
請
制
の
代
り
に
⽛
神
主
祠
官
共
へ
氏
子
改
め
⽜
に
し

て
神
社
中
心
の
神
国
へ
の
発
展
は
達
成
さ
れ
る
と
展
望
す
る
。
仏
教
は
異
国

の
宗
教
で
あ
る
か
ら
神
国
の
宗
教
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
斉
昭
は
考
え
る
。

つ
ま
り
、⽛
神
国
之
儀
者
第
一
ニ
神
道
ニ
而
教
を
立
⽜
て
る
こ
と
不
可
欠
の
条

件
と
す
る
。
こ
こ
に
明
治
維
新
の
王
政
復
古
と
は
神
国
へ
の
発
展
と
神
道
の

伝
統
的
宗
教
の
確
立
を
予
兆
す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
水
戸
斉
昭
の
前
に
立
ち
塞ふ

さ

い
だ
の
は
大
老
井
伊
直
弼
で
あ
る
。

井
伊
直
弼
は
清
朝
の
阿
片
戦
争
の
結
果
、
植
民
地
化
さ
れ
る
中
国
の
危
機
を

日
本
で
再
現
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
朝
廷
の
勅
令
な
し
に
ア
メ
リ
カ
と
条
約

を
結
び
、
水
戸
斉
昭
と
の
対
立
を
深
め
る
。
こ
の
対
立
は
拡
大
し
、
孝
明
天

皇
と
将
軍
家
茂
、
さ
ら
に
、
薩
長
芸
同
盟
と
幕
府
・
会
津
藩
・
浜
松
藩
と
の

対
立
と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
対
立
は
内
戦
を
次
々
と
生
み
、
①
長
州
征

伐
、
②
鳥
羽
伏
見
の
戦
（
戊
辰
戦
争
）、
③
官
軍
と
彰
義
隊
の
戦
い
、
④
官
軍

と
奥
羽
越
列
藩
と
の
戦
い
、
そ
し
て
⑤
函
館
戦
争
へ
と
明
治
元
年
ま
で
続
く
。

他
方
、
対
外
戦
争
は
攘
夷
令
に
帰
因
す
る
生
麦
事
件
か
ら
薩
英
戦
争
、
攘
夷

令
か
ら
下
関
戦
争
（
長
州
対
四
ヶ
国
連
合
艦
隊
）
へ
と
続
く
が
、
欧
米
列
強

の
新
兵
器
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
大
砲
の
前
に
長
州
と
薩
摩
は
敗
北
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
動
乱
の
中
で
開
国
に
よ
る
貿
易
が
拡
大
さ
れ
、
富

国
強
兵
と
殖
産
興
業
を
中
心
に
す
る
国
防
国
家
へ
の
歩
み
が
開
始
さ
れ
、
新

し
い
明
治
時
代
を
迎
え
よ
う
と
す
る
。

内
乱
と
外
国
戦
争
、
外
国
貿
易
は
幕
末
の
幕
府
と
朝
廷
と
の
対
立
の
中
で

明
治
維
新
へ
の
国
防
国
家
像
と
軍
需
型
重
化
学
工
業
を
京
浜
地
域
に
集
約
す

る
こ
と
を
展
望
さ
せ
、
明
治
に
入
る
と
、
こ
こ
に
東
京
へ
の
廻
送
は
明
治
時

代
に
天
皇
制
絶
対
王
政
を
政
治
体
制
と
し
て
成
立
さ
せ
る
経
済
基
盤
と
な
る
。

鉄
道
は
全
国
か
ら
東
京
へ
商
品
、
食
糧
、
半
製
品
、
資
源
を
集
中
的
に
廻
送

し
始
め
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
幕
末
の
戦
争
と
対
立
の
中
か
ら
明
治
維
新
へ
の
革
新
と
経

済
・
金
融
・
商
法
へ
の
設
計
図
が
展
望
さ
れ
、
次
々
と
実
現
さ
れ
て
ゆ
く
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
次
の
図
表
-⚗
に
要
約
さ
れ
る
。
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図
表
-7

幕
末
開
国
交
渉
か
ら
明
治
維
新
の
王
政
復
古
へ
の
移
行
過
程


